
タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』
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Stella Hobby Lounge 石田 久巳 氏Stella Hobby Lounge 石田 久巳 氏
ASEAN×BUSINESS×PERSON

タイ、アセアンの自動車ビジネス新潮流を読むタイ、アセアンの自動車ビジネス新潮流を読む
野村総合研究所タイ
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18th Floor, Silom Complex Building, 191 Silom Road, Silom, Bangrak, Bangkok 10500, Thailand

パナソニック独自の厳しい基準をクリアした照明器具で、安心・快適な製造環境を提供します。

お問い合わせ先…パナソニック ライフソリューションズ販売タイ㈱【日本人窓口：小櫻・米田】

email : panasoniclighting@th.panasonic.com
TEL:+66 2-231-3683-7  日本語で対応します。お気軽にご連絡ください！

Flood light

Street light

Splash Proof

Clean room

Panel Light

工場・倉庫の安定操業に
パナソニックの照明器具を。

High Bay
・低高温対応可能（-40℃～60℃）
・オイルミスト環境対応可能
・高効率タイプ（160 Lumen / w）も
　ご用意で省エネ可能

http://pessth.panasonic.co.th/



イでは失業率が１％前後で推移しており、長い間
売り手市場が続いております。加えて、Work 

Venture社調査の「2018年タイ人が働きたい企業ラ
ンキング50社」の中には、日系企業は4社しか入ってお
らず、タイでの日系企業の人気が高いとは言えません。
　そんな逆境下でも、我々が採用支援をしている日系
企業の中には、採用に成功している企業が多いのも事
実です。そんな我々の採用支援実績を元に、「タイでの
採用成功術」について、12回に渡り掲載できればと思
います。
　まず、採用を成功させるためには、採用プロセスの全
体を把握し、それぞれのプロセスごとのポイント・注意
点を理解する必要があります。
　採用プロセスの全体像を大まかに分けると、上流工程
の【募集】フェーズ、中流工程の【面接】フェーズ、下流工
程の【採用】フェーズがあります。さらにそれら３つの
フェーズを３つのステップに分解することができ、計９つ
のステップになります（図参照）。
　３つのフェーズは、それぞれ主要目的が決まっており、
その目的に合わせて、各ステップを踏んでいく必要があ
ります。

　上流工程に当たる最初のフェーズは、募集です。これ
はさらに①採用方法の決定、②求人内容の決定、③求人
を開始、という３つのステップに分けられます。
　中流工程に当たる面接は、さらに④書類選考、⑤面接
実施、⑥採用の検討、という３つのステップに分けること
ができます。
　下流工程に当たる採用フェーズは、⑦条件提示、⑧入
社承諾、⑨入社前フォローという３つのステップに分か
れます。
　これら３つのフェーズ、９つのステップは、水を上流か
ら下流まで滞りなく流すということが重要であり、どこ
かで水が流れていない場合、採用がうまくいかないとい
うことになります。次回以降それぞれのステップのポイ
ント・注意点について、紹介できればと思います。

www.reeracoen.asia/jp/client

06-3439-6820 ko.shima@neo-career.co.jp(+66) 02-253-9800
8th Floor, Mercury Tower, 540 Ploenchit Road,Lumphini, Pathum Wan, Bangkok 

09-6201-4764 hirata@reeracoen.co.th(+66) 03-811-1256
4/222 Harbormall Bldg. Unit 10C04-05, 10th Floor, Moo 10, Sukhumvit Road Thungsukhla, Sriracha, Chonburi

タイで年間採用支援1,000人以上、採用支援企業2,000社以上の豊富な実績を持つ
人材採用支援のReeracoen Recruitmentが、タイでの採用を成功に導く秘訣を解説する。

タイでの       成功術
人材採用支援のプロが解説

vol.1 タイでの採用活動を成功させる９つのステップ
フェーズ 目的

上流工程：募集 ターゲット層を効率的に集める

中流工程：面接 自社の魅力付けとミスマッチを防ぐ

下流工程：採用 確実に入社へ導く

採用
方法の
決定

求人
内容の
決定

求人を
開始

書類
選考

面接
実施

採用の
検討

条件
提示

入社
承認

入社前
フォロー

上流工程 募集 中流工程 面接 下流工程 採用

タイでの人材採用のご相談は、REERACOENに！
日本国内78拠点、アジア20拠点のネオキャリアグループ

タイ国内で転職をご検討の方もお気軽にご連絡ください。

タ

Reeracoen Recruitment
Managing Director 嶋 航
愛知県出身。大学卒業後、コンサルティングファー
ムへ入社し、日本およびベトナムで会計・税務・労
務のコンサルティングに従事。2014年よりネオ
キャリアグループの海外法人REERACOENに
入社し、フィリピン、ベトナムの立ち上げ・勤務を
経て、18年7月よりタイのRee r a c o e n  
Recruitmentに勤務。現在に至る。
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生産、物流現場カイゼンの
知恵を学ぶ 

私と会ってみませんか？

タイ、中国、マレーシア等在外合計26年、1,600社超の生産・物流現場のカイゼン処方箋を
提供。カイゼン事例多数。2003年に生産、物流現場カイゼン研究会（a-Sol上海）を設立し、
その後、香港、東京に拠点を拡大する。13年には一般社団法人 生産、物流現場カイゼン研
究会を設立し理事長に就任。15年にa-Sol Thailandを設立。その後、タイCPグループの
Panyapiwat Institute of Management大学にて現場カイゼンに関する講義を実施など活
動を広げ、現在は芝浦工業大学の特別講師も就任。

一般社団法人 生産、物流現場カイゼン研究会

現場カイゼン診断士 門脇 圭

般社団法人 生産、物流現場カイゼン研究会
バンコク支店の門脇です。

　今回の原稿は引っ越しをした上海の新しい事務所
で、ダンボールと埃にまみれながら書きました。
　上海の事務所は８年ぶりの引っ越しなのですが、
要らないものがたくさんあり、2S（整理・整頓）には
もってこいですね。大量のゴミが出ておりますが、意
外にも買ってくれる方々がいらっしゃいました。
　さて今回は「私と直接会ってみませんか？」という
内容です。
　実は、私は今年で海外在住合計25年になります。
人生の半分以上は海外で過ごしており、先日は羽田
空港で日本人の販売員から英語で洋酒を売りつけら
れました。
　かれこれ2,000社以上の生産現場、物流現場のカ
イゼンのお手伝いの仕事をしていると、様々な成功
事例、モチベーションUPの方法を目の当たりにしま
す。おそらく、生産、物流の現場の悩みを誰よりも聞
いてきた人間だと自負しております。
　現場の悩み、問題は時代と共に変化しています。
　以前は、在庫が合わない、生産が追いつかない、生
産性が低いなどの大量生産に対応する悩みがとても
多かったです。
　しかし、ここ数年は特に、自発的にカイゼン点を見
つけて、成果を継続的にあげていく仕組みの構築
や、持続可能かつ自己分析、自己カイゼン可能な組

織運営をするためにどうしたらいいのか、といった高
度な悩みの相談がとても増えています。
　とは言いながらも、今も昔も組織運営や、ものづく
りは必ず人が介在するものであり、カイゼンの鍵、問
題解決方法はどんな内容であっても、人の【とある何
か】をいかに高めるのかに尽きるものでした。
　そういった現場の問題解決のヒントを掴んでいた
だくために、「私に会ってみませんか？」というのが今
回、お伝えしたい点になります。人の【とある何か】を
いかに高めるかのノウハウも、お会いした際にお話し
ます。
　御社の現場の問題、課題を教えていただければ、
様々な方法、事例をご紹介します。解決の一助にして
いただければ、当研究会としてとてもうれしいです。
　お申し込みは、弊社宛てのメールに「カドワキに会
わせろ」と書いていただければ結構です。ご連絡をお
待ちしております。
　今月はここまでです。ご意見やご感想をいただけ
ると、とても励みになります。併せて、お待ちしており
ます。

当研究会では、無料現場診断を毎月3社限定で実施し
ております。詳しくはkadowaki@a-solsh.comま
でメールください。

一

vol.3

当研究会は「現場」で様々な問題を抱えている皆さんに「現場
カイゼンシステム」を使っての問題解決や、トヨタ生産方式
（TPS）を活用するカイゼニストとの「現場カイゼン活動」を通じ
て問題を解決することが仕事です。

「現場カイゼン活動」を行う門脇氏（左）
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リクルートHRM歴３０年
吉岡 環

Managing Director
RGF入社３年目
アンナ

Solution Planner

RGF Management Solutions Thailand Co.,Ltd  

お申し込み・お問い合わせ先 詳しいコースの紹介は、ホームページをご参照下さい。

E-mail：info@rgf-ms.co.th  Tel:+662-088-3533（Managing Director/吉岡 環）
URL:https://www.recruit-ms.co.jp/thailand

決定！2020年度タイ人向けマネジメント研修開催

受講者同士のディスカッションを通して、日頃の価値観や姿勢に気付き、
マネジメントの原理原則と対比して、職場での行動変容を促進します

マネジャーの役割とは？
● 他部署と困難な調整が必要となった時、妥協ではなく当事者意識を
 持って、双方の組織目的を摺り合わせながら進めること

● 部下のモチベーションの源泉を知り、マネジャーしか実現出来ない
　 組織の要請と部下の欲求を統合すること

● 部下に仕事を割り当てる際、部下の成長を意図した
    「能力を少し超える仕事」を割り当てること 　　　　　　など

異業種交流型公開コースのご紹介

マネジメントの
原理原則

（一部）
学習内容

学んだことを職場で実践し、マネジャーとして一皮向けるフォローアップ施策（例）

原理原則研修
(2日間)

上司面談① 上司面談② 成果発表
行動変化の
見える化

（多面観察）実践 実践

フォロー研修
(1日間)

・気づいたこと
・人を巻き込む成長
 テーマの摺り合わせ

・成果発表大会
・要因分析
・活用した原理原則
・更なる成長テーマ

・成果検証
・成長したこと
・今後の課題

・つもりの自分と
  傍目の自分との
  GAP分析

・成果発表
・一皮向けた 体験
・上司コメント

部下育成や人の側面は、日本人の仕事だ
と思っていた。期待されているなら挑戦し
てみたい。

他社の管理職の考え方や価値観に触れる
ことができ、とても勉強になった。自分に欠
けている視点も気付けた。

部下の退職は給与だと決め付けていた。
部下の自己実現欲求をサポートするマネ
ジメントをできるか？自分次第。

受講者の声（気づき） 今後の研修日程

12日　～13日12月 木 金

10日　～11日9月 木 金13日　～14日２月 木 金

15日　～16日10月 木 金12日　～13日3月 木 金

12日　～13日11月 木 金14日　～15日5月 木 金

10日　～11日12月 木 金11日　～12日6月 木 金

　9日　～10日7月 木 金

2019年

20２０年

全てArize Hotel（予定）*BTSプロンポン駅より徒歩5分会場

原理原則研修（2日間：9時～18時）内容

部下を持つタイ人管理職全般対象

日程

組織目標達成

仕事の管理 人間関係

部下育成仕事の改善

管理の基礎

タイ語
で学ぶ
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　国際航空鉄道機関（IARO）とタイのプロジェクト・プラニング・サービス
（PPS）などは11月20日、バンコク市内で「国際航空鉄道サミット」を共催。
在タイ・イタリア大使のガランティ氏は、「我が国の鉄道会社などは、インフ
ラ整備を本格化しているタイを含め東南アジアでどのような事業機会に関
与できるかを模索している」と期待を示した。
　続いて、PPSのポントンCEO、タイ空港公社（AOT）企業戦略部のラチ
ダ部長らが、空港と都市鉄道のインフラ網などについて語った。

　英字紙などを発行するバンコクポストグループは11月21日、バンコク
市内で来年のアジア経済の動向を占うフォーラム「ASIA 2020 Trade 
Wars, RCEP and Economic Trends」を開催した。長引く米中貿易摩
擦やインドの東アジア地域包括的経済連携（RCEP）不参加表明など、不
透明な先行きを有識者らが占った。
　タイの元副首相で世界貿易機構（WTO）及び国連貿易開発会議
（UNCTAD）の事務局長を歴任したスパチャイ氏は、基調演説で第二次
世界大戦後に発足されたWTO（前身は1948年に発効した関税と貿易
に関する一般協定、GATT）の枠組みが以前のように機能していないと警
鐘を鳴らした。

2020年のアジア経済 
有識者らがフォーラムで占う

航空鉄道サミット開催　
デジタル化における輸送機関の役割

　東京都中小企業振興公社タイ事務所とタイ工業省は11月18日、バン
コク市内のホテルニッコートンローで毎年恒例の「日タイ企業交流会」を
共催した。4年目となる今回のテーマは、「タイプラスワン戦略」で、タイ周
辺国での日タイ企業の連携可能性などを探った。
　カンボジア、ラオス、ミャンマー（CLM）を活用して効果的に事業を展開
するためには、日本企業とタイ企業がどのように手を組むべきかを、野村
総合研究所タイへの委託調査の報告や、デンソーのASEAN戦略を参考
に行われた。

タイプラスワン戦略で連携
東京都中小企業振興公社

　ビジネスエンジニアリング主催によるセミナー「GLASIAOUS Next in 
Thailand タイで儲かる企業になるためには？～成長企業と失敗企業に学
ぶ解決策」が11月15日、バンコク市内のホテルで開催された。
　冒頭では東南アジアで最も古い日本語新聞、バンコク週報グループの臼
井秀利CEOが「タイで“儲かる企業”になるための戦略と組織運営」と題し
て基調講演を行い、タイ人と働く中で大切なのはコミュニケーションを取
ろうとする姿勢と強調した。

成長企業と失敗企業に学ぶ解決策
ビジネスエンジニアリング

　米国貿易開発庁（USTDA）は11月4日、バンコク北郊の国際展示場で、
「インド太平洋ビジネスフォーラム」を開催した。日米中印露や東南アジア
諸国連合（ASEAN）など18ヵ国の首脳が参加する東アジア首脳会議
（EAS）に合わせた会合で、ウイルバー・ロス商務長官が米大手企業の代表
者約200名を引き連れて出席。
　日本やベトナム、インドら友好国と協調して「自由で開かれたインド太平
洋」構想を実現させるための取り組みや進捗状況を説明した。

米国、友好国との協調アピール
インド太平洋ビジネスフォーラム 　

　インターネットでデジタル媒体を活用する手法である「デジタルマーケ
ティング」による最新の戦略などを議論・意見交換する「Digital Mar-
keting Asia 2019」が11月12日～13日、バンコク市内のホテルで開
催された。
　タイ財閥CPグループ傘下、トゥルーデジタルパークのチュシン氏は、「世
界で人口の33％を占めるZ世代（13歳～23歳）市場を取り組むには、ソー
シャルメディアでマーケティングキャンペーンを打つことが重要」と語った。

ソーシャルメディアが成功のカギ
デジタル・マーケティング・アジア

　東南アジア最大級の金属加工産業展示会「METALEX」が11月20日～
23日に「バンコク国際貿易展示場（BITEC）」で開催された。世界50ヵ国・
地域から約4,000ブランド・企業が参加。精密部品の製造に欠かせない
IoTなどを採用した最先端の製品が会場を飾った。
　一連の作業工程を、ロボットなどを活用して自動化するファクトリー・
オートメーション（FA）などを紹介する「Robot X」ゾーンには、「NACHI」
ブランドの協働ロボットなどを実演した不二越などの日本企業が出展し
た。

会場を賑わせたロボット製品
産業展示会「METALEX」

Exhibition 注目の展示会

自動車部品およびコンポーネントな
どの展示会
https://thailandautopartsfair.com/

20年4月2日（木） ～ 5日（日）

製造

石材、建設、家庭用建具などの展示会

https://asa.or.th/architectexpo/index.php

20年4月28日（火） ～ 5月3日（日）

建設

3D・デジタル印刷機、CNCなどの
見本市
https://www.printtechexpo.com/index-en.php

20年2月27日 （木）～ 3月1日（日）

印刷

周辺機器、原材料などの展示会

http://www.metalap.com/home/index

12月12日（木）～14日（土）

製造

次世代エネルギーなどの展示会

https://www.futureenergyasia.com/

20年２月12日（水）～14日（金）

エネルギー

動物飼料、ペットフード生産などの
見本市

https://victamasia.com/

20年3月24日（火） ～ 26日（木）

動物飼料

道路・交通関連の展示会

https://www.terrapinn.com/exhibition/
roads-traffic-thailand/index.stm

※主催者は展示会の開催を延期または中止する場合があります。事前にウェブサイトでご確認ください。

20年２月12日（水）～13日（木）

道路・交通

衣服、テキスタイルなどの展示会

http://gteexpo.com/ENG/Index.aspx

20年2月27日（木） ～ 3月1日（日）

衣服

掲載を希望する方は件名を「セミナー告知希望」として、
まずは gdm-info@gdm-asia.com までご連絡ください。
毎月20日締め切り、翌月10日発行のスケジュールです。
※掲載にあたり、セミナーで『ArayZ』を配布していただくことが条件になります。

※掲載応募多数の場合は、ご遠慮いただくことがあります。

日程：2020年1月21日（火）14：00～16：30
会場：パーソネルコンサルタント社セミナールーム
費用：1,500バーツ
講師：弘畠夕子（米国公認会計士／MD of ProMission Co., Ltd.)
申込／詳細：takahashi@personnelconsultant.co.th

タイの税務　個人所得税セミナー

個
人
所
得
税

セ
ミ
ナ
ー
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サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

〈 お問い合わせ 〉

　 日本人直通 061-979-0094
　  info@bkk-lydex.com
　  https://bkk-lydex.com

売却物件も募集中！日本語でお気軽にお電話下さい
Lydex バンコク

コンドミニアムの

承ります！
購入、売却のご相

談はもちろん

物件管理につきま
してもお任せくだ

さい

タイ国外在住でも物件の運用が可能！

光熱費、管理費の代行支払い
定期的な清掃
家賃管理
室内修繕時の業者手配

日本
人が対応！

“コンドミニアム売買・賃貸なら”

管理代行

 生産台数 152,787 -22.5 1,725,414  -4.2

 国内販売台数 77,121 -11.3 838,968  0.7

 輸出（CBU）台数 85,552 -8.3 906,653  -4.8

 乗用車 30,327 -7.6 335,974 3.7

 商用車

 （1トンピックアップ、SUV含む） 46,794 -13.5 502,994 -1.3

 1トンピックアップ 37,357 -14.8 407,057 0.7

 合計 77,121 -11.3 838,968 0.7

 乗用車 61,660 -19.8 691,573 -6.3

 バス 14 -75.4 250 -42.8

 ピックアップ        

 　1トン以下ピックアップ 0 - 0 -

 　1トンピックアップ 88,532 -24.7 1,007,233 -2.7

 　　2ドアピックアップ 21,117 -39.8 280,686 -3.0

 　　4ドアピックアップ 54,618 -16.8 594,998 0.5

 　　PPV 12,797 -24.0 131,549 -14.7

 　5トン以下トラック 705 29.6 6,469 -6.4

 　5-10トントラック 306 35.4 3,639 33.4

 　10トン以上トラック 1,570 -18.7 16,250 -5.9

 合計 152,787 -22.5 1,725,414 -4.2

 完成車（輸出額） 46,065.5 -5.0 469,002.5 -6.1

 （台数） 85,552 -8.3 906,653  -4.8

 エンジン 2,356.3 -16.1 26,887.3 -14.8

 部品  13,504.5 -31.8 156,321.9 -16.2

 スペアパーツ 1,777.8 -15.2 20,213.0 -11.3

 合計  63,704.1 -13.0 672,424.7 -9.2

A S E A N ＋ 
バス＆トラック展示会
目玉はミニバン
 バス、トラックといった商用車と特別目的
車両などの展示会「BUS & TRUCK 2019」
が11月7日～９日、「バンコク国際貿易展示
場（BITEC）」で開催された。今年で16回目
となり、日本、タイ、中国、ドイツの商用車とそ
の周辺機器、タイヤ、部品などを製造・販売
する約150社が出展。日系企業では、日野自
動車など数社が、最先端の技術を紹介した。 
 主催者によると、市民の足となっている乗
り合いのミニバンは、タイ運輸省の規制を背
景に、買い替え時期が迫っていることから需
要が高まる見通しだ。中部スパンブリー県で
20人乗りのミニバンを製造するサクンCイノ
ベーションは、「日本人の金型職人を雇って
おり、燃費性能を高め、車体を軽量化できる
アルミニウムを使用している。電気自動車の
製造・販売を来年開始する」と抱負を語った。

四輪・二輪の
「パシフィック・モーターショー」開催

 東部チョンブリ県にある商業施設「パシフ
ィックパーク・シラチャー」で11月23日～12
月1日に、同地域で最大の四輪車・二輪車
の展示・販売会「第22回パシフィック・モー
ターショー」が開催された。主催者は来場者
54万人強、成約台数750台、売上高7億
バーツ以上を見込んでいた。
 トヨタ、ホンダ、いすゞ 、マツダ、三菱、日産、
スバル、スズキ、BMW、フォードを含む12の
自動車メーカー、および電気自動車（EV）製
造のSCP。二輪車ではホンダ、ヤマハ、カワ
サキの日系を含む10ブランドに加え、タイヤ
とアクセサリーなどのメーカーが出展した。今
回は特に大型バイクや電動バイクに注目が
集まった。

「第36回モーターエキスポ 
2019」開催
 国内最大規模の自動車展示会「第36回
モーターエキスポ2019」が、11月29日～12
月10日まで、バンコク北郊ムアントンタニの
「インパクトチャレンジャー」で開催された。景
気の低迷で国内の自動車生産・販売台数と
も年初の予測を下回る見通しの中、各自動
車・二輪車メーカーが出展し、新モデルを紹
介した。ほか、アクセサリーなどの小売り業者
が販売攻勢をかけた。
 主催者のインターメディア・コンサルタント
のクワンチャイ社長によると、今回のテーマは
「Ride and Drive Together Now」で自動車
に乗るだけでなく、運転を楽しんでほしいとの
メッセ―ジが込められている。昨年の成約台
数は計53,358台（自動車44,189台、二輪
車9,169台）だった。

タイの自動車生産・販売台数／関連輸出額（2019年１０月）
《国内販売台数》《概要》

《自動車関連輸出額》 （単位：100万バーツ）

【出典：タイ工業連盟、タイ自動車インスティテュート、Toyota Motor Thailand Co., Ltd. 、報道各種】

《生産台数》

    自動車・二輪産業ニュース

2019年10月 前年同月比
増減％

前年同期比
増減％

 
2019年10月

 前年同月比  前年同期比
  増減％  増減％

2019年
1～10月累計

前年同月比
増減％

2019年
10月

前年同期比
増減％

2019年
1～10月累計

2019年10月 前年同月比
増減％

前年同期比
増減％

2019年
１～10月累計

 

2019年
1～10月累計

BTS

SHINEI

M
R

T

2019年にオープン！
アソークエリア日系サービスオフィス、

今のオフィスのままでいいですか？ 本業に専念してください。私達がサポート致します！

アソーク
エリア
最安値

24時間
365日
利用可能

BTSと
MRTへ
アクセス便利

3つの
会議室完備

ラウンジ
無料

個室タイプ
月額 2人用 11,500THB～

コワーキングスペース

SHINEI Serviced office space.
TEL 02-180-6147
Mobile 096-595-5802

FAX 02-180-6137 
Mail sales@shinei-office.com
URL shinei-office.com

159 Serm-Mit Tower ,23rd Floor, Soi Sukhumvit 21 , Asoke Rd, Klongtoey Nua,Wattana ,Bangkok 10110

デイリーオフィス 300THB/日
月額 5,500THB/月

Shinei office
駅近の銀行・郵便局が入店している
サーミットタワー23階

で 検索

年末年始10％OFF
プロモーション中
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【調査方法】2019年1月から3月にかけて、製造、農業、建設など幅広い業種で活躍するFB企業のリーダー100人
以上を調査。家族経営の課題に関する重要な質問には28名から回答があった。質問は、事業の成長や世代交代の見
通し、および次世代のリーダーへの期待と準備に焦点を絞った。また、タイのより明確な状況を把握するために、
「PwC Family Business Survey 2018 ‒ Asia-Pacific (APEC) Report」と比較した。

ほか
0 20 40 60 80 100

取締役 経営陣 オーナー CEO/MD会長

役職 32% 24% 20% 18% 2
%
4
%

男性 女性

0 20 40 60 80 100

性別 57% 43%

親族 親族以外

0 20 40 60 80 100

関係 93% ７%

0 20 40 60 80 100

２５歳未満

２５-34歳 35-44歳 45-54歳 55-64歳

年齢 11%3
% 43% 32% 11%

0 20 40 60 80 100

第一世代 第二世代 第三世代

ほか世代目 17% 75% 4
%
4
%

0 20 40 60 80 100

所有・経営
所有するが
経営しない

役割 96% 4
%

 21%

製造

金融サービス

農業

建設

不動産関連

飲食物製造

ホテル・飲食

ほか

14%

11%11%
11%

7%

7%

18%

業種

11%

165以下

16６～330

331～680

681～1,600

1,601～3,300

3,301～16,000

16,001～33,000

33,000以上

14%

21%
18%

14%

11%

7% 4%

単位：百万B売上高

ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

出所：PwC

調査対象となった
企業の横顔

図表１

あらゆる分野にデジタル化の波が押し寄せ、ビジネスを取り巻く環境は大きな変
革期を迎えている。これまで順調に成長してきたファミリービジネス企業（以下、
FB企業）も例外でない。PwCコンサルティングが調査・作成した「Global 
Family Business Survey 2019 ‒ Thailand Report 」に基づいて、タイ
のFB企業の価値観や成功要因、強み・弱みなどを紐解き、次世代の育成・承継を
経て永続的に発展していくためのヒントを探る。

あらゆる分野にデジタル化の波が押し寄せ、ビジネスを取り巻く環境は大きな変
革期を迎えている。これまで順調に成長してきたファミリービジネス企業（以下、
FB企業）も例外でない。PwCコンサルティングが調査・作成した「Global 
Family Business Survey 2019 ‒ Thailand Report 」に基づいて、タイ
のFB企業の価値観や成功要因、強み・弱みなどを紐解き、次世代の育成・承継を
経て永続的に発展していくためのヒントを探る。

　中
国
に
は「
富
は
3
世
代
続
か
な
い
」と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
。

　ア
ジ
ア
で
操
業
す
る
F
B
企
業
で
3
世
代

ま
で
生
き
残
る
の
は
わ
ず
か
３
％（
米
系
ベ
ー

カ
ー
＆
マッ
ケ
ン
ジ
ー
法
律
事
務
所
）。こ
れ
ま

で
経
済
の
重
要
な
原
動
力
と
し
て
、タ
イ
に

目
覚
し
い
成
長
を
も
た
ら
し
て
き
た
多
く
の

F
B
企
業
も
こ
の
ジ
レ
ン
マ
に
悩
ん
で
い
る
。

　現
在
、タ
イ
証
券
取
引
所（
S
E
T
）に
上

場
す
る
約
75
％
が
F
B
企
業
で
、国
民
総
生

産（
G
D
P
）の
80
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。

人
材
育
成
や
莫
大
な
数
の
雇
用
を
創
出
す

る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地

は
な
い
。

　ほ
か
、貸
借
対
照
表
や
純
資
産
に
現
れ
な

い
多
大
な
貢
献
を
社
会
・
共
同
体
に
し
て
き

た
と
い
う
自
負
が
あ
り
、今
後
の
事
業
成
長

に
自
信
を
持
ち
、戦
略
的
に
事
業
計
画
を

練
っ
て
い
る
。

　た
だ
、世
代
交
代
が
進
む
中
、実
践
的
な

課
題
に
直
面
す
る
ほ
か
、デ
ジ
タ
ル
変
革
に
着

手
す
る
た
め
に
必
要
な
戦
略（
対
サ
イ
バ
ー

攻
撃
、デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入
な
ど
）を
具
現
化

し
て
い
な
い
F
B
企
業
が
少
な
く
な
い
の
が

現
状
だ
。

　タ
イ
版
レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル「Em

pow
ering 

the N
extGen: T

he K
ey to A

chieving 
Grow

th and Enduring Prosperity

」が

物
語
る
よ
う
に
、旧・現
世
代
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
技
能
と
能
力
で
武
装
し
た
次
世
代

の
後
継
者
に
、バ
ト
ン
を
適
宜
に
渡
す
こ
と
が

永
続
的
な
成
長
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
た
め
の

カ
ギ
を
握って
い
る
と
言
え
よ
う
。

　P
w
C
タ
イ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ツ
＆
マ
ー
ケ
ッ

ツ・リ
ー
ダ
ー・パ
ー
ト
ナ
ー
の
ブ
ー
ン
ラ
ー
ト・カ

モ
ン
チ
ャ
ノ
ッ
ク
ン
氏
は
、「
各
F
B
企
業
に
は

独
自
の
価
値
観
が
あ
る
。こ
れ
を
明
確
に
理

解
し
て
い
る
F
B
企
業
は
、従
業
員
の
忠
誠

心
、競
争
上
の
優
位
性
、ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
可

能
性
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
傾
向
が
あ

り
、概
念
が
組
織
文
化
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
」と
説
明
す
る
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
」の
定
義

こ
の
調
査
で
は「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
企

業
」を
創
業
ま
た
は
買
収
し
た
者（
も
し

く
は
そ
の
配
偶
者
、親
、子
、直
系
子
孫
）

が
過
半
数
議
決
権
を
有
し
て
い
る
会
社

を
指
す
。

ど
う
家
業
を
守
り
続
け
る
か

永
続
的
な
繁
栄
と
発
展
の
カ
ギ
を
探
る
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米『フォーブス』誌、多くの家族企業経営者が上位に連なる

　タ
イ
の
F
B
企
業
は
、あ
ら
ゆ
る
産
業
に
手

を
広
げ
て
お
り
、総
資
産
は
30
兆
バ
ー
ツ
以
上

に
上
り
、2
0
1
8
年
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域（
A
P
E
C
）で
7
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

　現
在
の
F
B
企
業
経
営
者
は
、事
業
を
多

角
化
し
、S
E
T
に
上
場
す
る
こ
と
が
、次
世

代
経
営
者
の
資
金
調
達
と
一
流
企
業
と
し
て

認
定
さ
れ
る
条
件
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
た

　ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
に
つ
い
て
、タ
イ

（
64
％
）は
、A
P
E
C（
60
％
）よ
り
も
わ
ず

か
だ
が
よ
り
自
信
が
あ
り
、企
業
が
今
後
2

年
間
、着
実
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。一
方
、タ
イ
人
の
32
％
は
、A
P
E
C
の

24
％
と
比
較
し
て
、ビ
ジ
ネ
ス
が
急
速
か
つ
強

力
に
成
長
す
る
と
楽
観
視
す
る（
図
表
３
）。

  

調
査
で
は
、タ
イ
の
家
族
経
営
者
が
今
後
2

年
間
に
起
こ
り
う
る
と
予
想
す
る
上
位
3
つ

の
事
業
展
望
と
し
て
①
企
業
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
面
で
意
義
の
あ
る一
歩
を
踏
み
出
す
、②

企
業
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
大

幅
に
刷
新
、③
親
族
以
外
か
ら

経
験
が
豊
富
な
専
門
家
を
招

き
、経
営
の
支
援
を
仰
ぐ
―
―

を
挙
げ
る
。こ
れ
ら
の
結
果
は
、

A
P
E
C
の
リ
ー
ダ
ー
の
考
え

と一致
し
て
い
る
。

長
期
的
な
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の

短
期
的
な
取
り
組
み

　短
期
的
な
事
業
目
標
に
関

し
て
、タ
イ
の
経
営
陣
は
、「
収

益
性
の
向
上
」、「
優
秀
な
人
材

の
獲
得
と
引
き
留
め
」、「
事
業

の
専
門
化
」の
実
現
が
最
重
要

で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。

　こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、タ
イ
企
業

　1960年代～70年代に導入された最初
の国家経済開発計画を背景に、いくつか
の大規模なFB企業が、主要な政府機関
や銀行との関係を発展させた。さらに80
年代後半の金融自由化の恩恵を受け
て、製造業が拡大し始めた。この間に、不
動産・観光・通信関連の企業が新たな道
を切り開き、新しいFB企業が市場のリー
ダーとして成長していった。
　米経済誌フォーブスがまとめた2019年
版のタイの富豪上位50位の合計純資産
は、前年の1,625億ドルからわずかに減少
し、1,605億ドルだった。｠うち同族経営する
企業は以下の通り。
　1位は、チャラワノン兄弟（CPグループ）
で、総帥のタニン氏は食品大手CPFの上
級会長職を4月に辞任したが、セブンイレ
ブンを運営するCPオール会長の座にある
（図表５）。2位は、小売りのセントラル、ホテ
ルのセンタラなどを展開するセントラル・グ
ループのジラティワット家。4位は飲料・不
動産大手TCCグループのシリワタナパク
ディ家だ。
　6位は免税店最大手キングパワーのア

イヤワット氏。父親で創業者のウィチャイ
氏が18年にヘリコプター事故で死去し、
後を継いだ。7位はサミティベート病院など
を傘下に持つドゥシット・メディカル・サービ
シーズやバンコクエアウェイズを展開する
プラサート・プラサートン・オソット氏。8位は
エナジー飲料「M150」などを製造する
オーソットサパーを経営するオサタヌクラ
家だった。
　政治家では、大手自動車部品メー
カー、タイ・サミット・グループ創業者一族
であるジュンルンルアンキット家のタナトー
ン氏が56.3億バーツで１位。野党新未来
党の党首でもある。また、叔父で与党パラ
ンプラチャーラット党のスリヤ工業相は22
億バーツで5位にランクインされた（下院
議員の資産報告書）。

出所：CPグループ、バンコクポストなど

第１世代 第２世代 第３世代 第４世代

■ タイ最大の財閥CP（チャロン・ポカパーン）グループ  創業者チャラワノン家系図 

モントリ・チャラワノン
（タニン会長の次兄で名誉会長）

　　

ジャラン・チャラワノン
（タニン会長の長兄で名誉会長）

スーパキット・チャラワノン
（タニン会長の長男で会長）

ナロン・チャラワノン
（タニン会長の次男で小売事業の専門家）

コラワット・チャラワノン
（スパチャイCEOの長男でEko
Communications の創立者兼CEO） 

タニン・
チャラワノン

スパチャイ・チャラワノン
（タニン会長の３男でCEO）

長
兄

次
兄

三
兄

長
男

長
男

次
男

チア・シーウ・ウーイ
(タニン現会長の叔父で創業者）

チア・EK・チョー
（タニン現会長の父親で創業者）

叔
父

父
親

スメット・チャラワノン
（タニン会長の3番目の兄で名誉会長）

（現会長・四兄）

タニット・チャラワノン
（スーパキット氏の長男でLots Whole
Solutionsのマネージングダイレクター）

長
男

が
長
期
的
な
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
可
能

に
す
る
事
業
形
成
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。こ

れ
ら
は
、最
も
重
要
な
家
族
資
産
と
し
て
の

事
業
を
保
護
し
、正
の
財
産（
レ
ガ
シ
ー
）を
生

み
出
し
、親
族
に
利
益
を
も
た
ら
す
。

　ビ
ジ
ョン
を
現
実
の
も
の
に
す
る
た
め
に
、事

業
主
は
、明
確
で
十
分
に
練
ら
れ
た
計
画
が
、

中
期
経
営
計
画
と
長
期
的
な
熱
望・願
望
を

結
び
つ
け
る
橋
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。

　家
族
経
営
の
企
業
が
通
常
、事
業
を
拡
大

す
る
た
め
の
資
金
調
達
先
を
探
す
場
合
、懸

念
の
1
つ
に
そ
の
決
定
が
次
世
代
に
ど
の
よ
う

に
影
響
を
及
ぼ
す
か
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　調
査
結
果
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
示
し
て

い
る
が
、タ
イ
の
意
思
決
定
者
の
38
％
が
銀
行

融
資
/
ク
レ
ジ
ッ
ト
ラ
イ
ン
、債
券
な
ど
の
資

本
市
場
、社
債
発
行
な
ど（
22
％
）と
、家
族
の

現
金
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
な
ど
の
内
部
資
金

（
16
％
）を
資
金
源
と
し
て
利
用
し
始
め
る
だ

ろ
う
。

　し
か
し
、証
券
取
引
所
は
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
が
資
金
を
市
場
か
ら
調
達
す
る
よ
う
促

す
見
通
し
だ
。従
っ
て
、よ
り
多
く
の
F
B
企

業
が
上
場
す
る
可
能
性
が
高
い
。主
な
理
由

と
し
て
、①
少
な
い
費
用
で
大
量
の
資
金
を
工

面
で
き
る
、②
専
門
経
営
者
を
登
用
し
、事
業

を
強
化
す
る
、③
事
業
を
維
持
す
る
―
―
た

め
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

前年度の業績はいかがでしたか？

二桁成長（10%以上） 一桁成長（3-9%） 変わらない マイナス成長

1415

2628

50

35

21

11

タイ APEC
出所：PwC

今後２年間で期待する成長度合いは？

急速かつ強力に成長 安定的な成長 変わらない 縮小する

04

13

60
64

24
32

3

タイ APEC
出所：PwC

め
、今
後
数
年
の
う
ち
に
、新
規
公
開

（
I
P
O
）す
る
F
B
企
業
が
さ
ら
に
増
え
る

だ
ろ
う
。こ
の
傾
向
に
連
動
し
て
、F
B
企
業

は
近
い
将
来
に
事
業
が
さ
ら
に
成
長
す
る
こ

と
を
固
く
信
じ
て
い
る
。

　ほ
と
ん
ど
の
F
B
企
業（
71
％
）は
過
去

12
ヵ
月
間
、A
P
E
C
の
平
均（
63
％
）と
比

較
し
て
高
い
売
上
増
を
達
成
し
た
。一
方
、こ

の
う
ち
21
％
が
18
年
に
2
桁
成
長
し
た
が
、

こ
れ
は
A
P
E
C
の
平
均
35
％
を
下
回
っ
た

（
図
表
２
）。

今
後
の
成
長
に
自
信

Q1

Q2

ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

Ranking

図表２

図表３

図表５

裕福なタイ人ランキング表

チャラワノン兄弟
CPグループ 食品など１１

資産
額

ジラティワット家
セントラル・グループ 小売りなど２２

資産
額

チャルーム・ユーウィタヤー氏
クラティンデーン 栄養ドリンク３３

資産
額

シリワタナパクディ家
TCCグループ 飲料・不動産など

資産
額

サラット・ラタナヴァディ氏（非家族企業）
ガルフエナジーデペロップメント エネルギー

資産
額

アイヤワット・シーワタナプラパー氏
キングパワー 免税店

資産
額

プラサート・プラサートン・オソット氏
ドゥシット・メディカル・サービシーズ 病院・航空など

資産
額

オサタヌクラ家
オーソットサパー 飲料

資産
額

44

５５

６６

７７

８８

出所：フォーブス

図表４

スリヤ工業相タナトーン氏
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　過
去
に
う
ま
く
い
っ
た
戦
略
が
、今
後
も

F
B
企
業
を
支
え
る
と
は
限
ら
な
い
。消
費

者
行
動
や
新
興
技
術
、激
し
い
競
争
な
ど
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、

F
B
企
業
は
戦
略
計
画（
承
継
含
む
）を
練

り
、企
業
を
永
続
さ
せ
る
た
め
に
、こ
れ
ら
の

変
化・状
況・条
件
に
適
応
し
て
い
る
よ
う
だ
。

  

96
％
が
、今
後
3
年
〜
5
年
の
戦
略
計
画

を
立
て
て
お
り
、う
ち
86
％
が
市
場
に
と
ど

ま
る
た
め
に
戦
略
計
画
を
策
定
す
る
可
能

性
が
高
い
と
回
答
し
た
。

　し
か
し
、具
体
的
な
計
画
を
整
備
し
、正
式

に
文
書
化
し
、承
認
さ
れ
、社
員
に
周
知
さ
せ

て
い
る
と
答
え
た
の
は
わ
ず
か
25
％
だ
っ
た
。

　A
P
E
C
と
比
較
す
る
と
、回
答
者
の
ほ

ぼ
半
数（
43
％
）が
、計
画
に
費
用
を
か
け
、

正
式
に
文
書
化
し
た
と
述
べ
た
。

　起
業
家
・
民
間
企
業（
E
P
B
）リ
ー

ダ
ー・パ
ー
ト
ナ
ー
の
ニ
パ
ン・シ
リ
ス
ッ
ク
ク
ム

バ
ウ
ォ
ー
ン
チ
ャ
イ
氏
は
、「
タ
イ
の
F
B
企

業
が
戦
略
計
画
を
考
え
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
。た
だ
、ほ
と
ん
ど
が
正
式
な
も
の
で
は

な
い
。課
題
は
、権
力
の
委
譲
を
円
滑
に
す

る
た
め
に
、ど
の
よ
う
に
適
切
に
文
章
化
し
、

周
知
さ
せ
る
計
画
を
練
り
上
げ
る
か
だ
」と

指
摘
す
る
。

　タ
イ
の
F
B
企
業
が
直
面
し
て
い
る
主

な
課
題
に
つ
い
て
は
、A
P
E
C
の
回
答
者

と
結
果
が
一
致
し
て
い
る
。

　国
内
市
場
で
の
競
争
、適
切
な
技
能
と

能
力
へ
の
ア
ク
セ
ス
、お
よ
び
経
済
環
境
は
、

タ
イ
の
F
B
企
業
が
直
面
す
る
重
要
な
課

題
だ
。

　一方
、A
P
E
C
の
幹
部
に
と
っ
て
は
、競

争
相
手
の
先
を
行
く
た
め
に
革
新
を
続
け

て
適
切
な
技
能
と
能
力
に
ア
ク
セ
ス
し
、経

済
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る（
図
表
６
）。

  

適
切
な
技
能
と
才
能
を
持
っ
た
人
材
を
探

す
こ
と
は
、長
年
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。企

業
が
最
も
必
要
と
す
る
技
術
は
開
発
さ
れ

た
が
、そ
れ
ら
を
活
用
で
き
る
技
能
を
備
え

た
才
能
あ
ふ
れ
る
人
材
の
育
成
お
よ
び
開

発
が
進
ん
で
い
な
い
。

　従
っ
て
、意
思
決
定
者
は
こ
の
問
題
に
細

心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
、彼
ら
の
才

能
を
伸
ば
す
こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦
略
的
優

先
事
項
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。技
能

を
高
め
、維
持
す

る
こ
と
に
重
点
を

置
く
企
業
は
、よ

り
持
続
可
能
な

結
果
を
得
る
傾

向
に
あ
る
か
ら

だ
。

　デ
ジ
タ
ル
技
術
が
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
創
造

的
な
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョン（
破
壊
）を
も
た
ら
す

時
代
に
あ
って
、タ
イ
の
F
B
企
業
は
デ
ジ
タ
ル

化
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
、対
応
す

る
べ
き
か
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
だ
。し
か
し
、

必
ず
し
も
こ
の
変
革
に
準
備
万
端
と
い
う
意

味
で
は
な
い
。タ
イ
の
F
B
企
業
の
半
数
以
上

（
64
％
）が
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョン
に
対
し

て
脆
弱
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る（
図
表
７
）。ま

た
、回
答
者
の
61
％
が
自
社
の
事
業
は
サ
イ

バ
ー
攻
撃
に
対
し
て
脆
弱
で
あ
る
と
考
え
、

46
％
が
今
後
2
年
間
で
デ
ジ
タ
ル
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
図
表
８
）。

　デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
脆

弱
性
の
程
度
や
、特
に
ど
の
よ
う
な
技
術
が

必
要
か
に
関
し
て
、タ
イ
人
経
営
者
の
間
に
い

出所：PwC

今後２年間に渡って直面すると考えられる主な課題は？

タイの家族経営企業

国内市場での
競争激化

適切なスキルと能力へのアクセス

経済情勢全般

1

2

3

APECの家族経営企業

優勢を維持するために
変革し続けること

適切なスキルと能力へのアクセス

経済情勢全般

1

2

3

デジタルディスラプションによる影響

非常に影響を受ける

かなり影響を受ける

あまり影響を受けない

全く影響を受けない

わからない

14

36
55

22
43

6
21

3

タイ APEC 出所：PwC

サイバー攻撃にどの程度の脅威を感じますか？

非常に影響を受ける

かなり影響を受ける

あまり影響を受けない

全く影響を受けない

わからない

11

39
54

27
46

6
15

2

タイ APEC 出所：PwC

く
つ
か
の
共
通
点・考
え
が
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
新
し
い
技
術
は
、消
費
者
の
行

動
・
嗜
好
・日
常
生
活
を
変
え
て
い
る
。人
工

知
能（
A
I
）、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
、「F
inT
ech

（
金
融（F

inance

）と

技
術（T
echnology

）を
組
み
合
わ
せ
た
造

語
）」、「
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
」、「
電
気
自
動
車
」、

「
自
動
運
転
車
」が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　ま
た
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ネ
ル
は
、伝
達
を
一
瞬
の
う
ち
に

可
能
に
す
る
通
信
手
段
、大
量
の
デ
ー
タ
、お

よ
び
透
明
性
の
高
さ
に
急
速
に
軸
が
移
り
つつ

あ
る
。こ
れ
は
、消
費
者
が
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
に

多
く
の
選
択
肢
を
持
って
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。ニ
ー
ズ
と
期
待
は
よ
り
高
く
な
り
、需
要

と
要
求
を
同
時
に
満
た
し
な
が
ら
売
上
と
収

益
を
最
大
化
す
る
方
法
を
見
つ
け
る
必
要
が

あ
る
企
業
に
課
題
と
複
雑
さ
を
も
た
ら
す
。

　こ
れ
は
F
B
企
業
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、先

を
見
据
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意

味
す
る
。こ
れ
は
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
た
め
の
準
備
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、最
悪
の

事
態
に
備
え
る
た
め
の
準
備
で
も
あ
る
。例

え
ば
、コ
ー
ヒ
ー
や
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク（
栄
養

飲
料
）の
企
業
は
、自
動
運
転
車
の
挑
戦
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。ハン
ド
ル
を
握
っ
て
長
時
間

運
転
す
る
運
転
者
が
、好
ん
で
飲
む
コ
ー
ヒ
ー

と
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
の
需
要
が
減
る
こ
と
を

意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
企
業
文
化
に
浸
透

　ほ
と
ん
ど
の
タ
イ
の
F
B
企
業
は
、企
業
を

デ
ジ
タ
ル
組
織
へ
変
え
る
た
め
の
4
つ
の
主
要

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　ま
ず
、い
く
つ
か
の
企
業
は
、通
信
、食
品
、

飲
料
、小
売
な
ど
の
い
く
つ
か
の
業
種
で
事
業

を
多
角
化
し
、グ
ル
ー
プ
の一角
を
担
って
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、専
門
知
識
が
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

を
行
っ
て
い
る
親
族
間
同
士
の
軋
轢
や
摩
擦

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
し
、同
グ

ル
ー
プ
内
に
多
く
の
製
品
ラ
イ
ン
が
あ
る
場

合
、明
確
な
方
向
性
の
欠
如
へ
と
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。例
え
ば
、グ
ル
ー
プ
内
の
ど
の

事
業
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
の
決
定
が
で
き

な
い
事
態
に
陥
る
の
だ
。

　第
二
に
、タ
イ
企
業
は
通
常
、製
品・サ
ー
ビ

ス
の
品
質
よ
り
も
、価
格
で
互
い
に
競
い
あ

う
。デ
ジ
タ
ル
技
術
に
多
額
の
資
金
を
投
資
す

る
こ
と
で
、彼
ら
は
価
格
を
引
き
上
げ
ざ
る
を

得
な
い
。こ
の
動
き
は
タ
イ
の
企
業
に
と
って
は

良
い
選
択
肢
で
は
な
い
。

　第
三
に
、タ
イ
の
企
業
は
、ビ
ジ
ネ
ス
拡
大

を
後
押
し
す
る
た
め
に
、現
世
代
と
次
世
代

の
数
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、親
族
以
外
か
ら
デ

ジ
タ
ル
技
能
を
持
ち
、経
験
豊
富
な
専
門
家

を
よ
り
多
く
起
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　最
後
に
、F
B
企
業
は
馴
染
み
の
な
い
事
業

分
野
に
参
入
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

戦
略
計
画
は
整
っ
た
が
強
固
で
は
な
い

デ
ジ
タ
ル
時
代
に
正
の
財
産
を
守
る

Q3

Q4

Q5

ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

図表６

図表７

図表８
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　F
B
企
業
は
、他
の
経
営
手
法
で
事
業
を

行
う
企
業
に
比
べ
て
、従
業
員
に
よ
る
深
い

関
与
、覚
悟
や
情
熱
、忠
誠
心
と
いっ
た
部
分

で
い
く
つ
か
の
利
点
が
あ
る
。従
っ
て
一
族
は
、

事
業
と
そ
の
所
有
権
を
完
全
に
掌
握
し
て
い

る
と
感
じ
る
。従
業
員
は
、会
社
の
業
績
に

共
通
の
関
心（
利
害
）を
持
っ
て
お
り
、F
B

企
業
で
働
く
こ
と
に
よ
り
愛
着
を
感
じ
る
。

例
え
ば
、意
思
決
定
が
迅
速
で
、株
主
に
報

告
す
る
圧
力
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、顧

客
・
消
費
者
の
期
待
を
上
回
る
た
め
の
長
期

的
な
時
間
枠
が
あ
る
。

　一方
、次
世
代
が
現
在
の
指
導
者
か
ら
事

業
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
必
要
な
権
限
と
経

営
能
力
は
、F
B
企
業
に
と
っ
て
永
遠
の
課

題
だ
。こ
れ
ら
の
課
題
に
は
、感
情
移
入
、正

式
な
帝
王
学
の
欠
如
、お
よ
び
職
業
倫
理
に

反
す
る
振
る
舞
い
、曖
昧
な
責
任
領
域
、プ
ロ

意
識
に
欠
け
る
態
度
が
含
ま
れ
る
。

　そ
し
て
、後
継
者
育
成
計
画
は
、慎
重
で

繊
細
、敏
感
な
話
題
な
の
で
、誰
も
そ
れ
を

議
論
し
た
が
ら
な
い
。期
待
さ
れ
る
有
望
な

後
継
者
は
適
切
な
教
育
と
経
営
の
経
験
を

身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
が
、一
部
の
F
B
企

業
は
こ
れ
ら
の
要
因
を
軽
視
し
て
い
る
。ほ

と
ん
ど
の
F
B
企
業
は
、専
門
外
の
や
り
方

で
後
継
者
育
成
計
画
を
採
用
し
て
お
り
、権

限
委
譲
時
期
が
到
来
す
る
と
、計
画
が
非
常

に
曖
昧
で
、困
難
な
状
況
に
直
面
す
る
。

　こ
の
問
題
に
関
し
て
、タ
イ
家
族
経
営
者

に
彼
ら
の
承
継
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
た
。回

答
者
の
76
％
は
次
世
代
の
家
族
の一
員
が
企

業
内
で
働
い
て
お
り
、A
P
E
C
家
族
経
営

者（
67
％
）よ
り
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た（
図
表

９
）。タ
イ
の
回
答
者
は
、企
業
の
主
要
メ
ン

バ
ー
は
後
継
者
育
成
計
画
を
認
識
し
て
い
る

と
満
場
一
致
。う
ち
75
％
は
後
継
者
計
画
が

家
族
の
間
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

女
性
が
活
躍
す
る
土
壌

　興
味
深
い
こ
と
に
、A
P
E
C
の
22
％
と

比
較
し
て
、タ
イ
は
F
B
企
業
の
経
営
陣
に

占
め
る
女
性
の
割
合
が
高
い（
26
％
）こ
と
が

分
か
っ
た
。さ
ら
に
、F
B
企
業
に
勤
務
す
る

次
世
代
家
族
メ
ン
バ
ー
の
31
％
が
女
性
で
、

A
P
E
C
の
平
均
19
％
と
比
較
し
て
非
常

に
高
い
。

　こ
れ
に
は
2
つ
の
主
な
理
由
が
あ
る
。ま

ず
、よ
り
多
く
の
タ
イ
人
女
性
が
教
育
を
受

け
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
。米
総
合

情
報
サ
ー
ビ
ス
大
手
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
に
よ
る

と
、タ
イ
人
女
性
の
大
学
に
入
学
す
る
割
合

よ
り
高
い
水
準
を
設
定
す
る
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー

ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

上級管理職

就業しているが、管理職ではない

就業していないが、株を保有している

指導的な立場もしくは事業主

取締役会の一員

家族の事務所で就業

慈善活動に関与

事業への次世代の関与は？Q6が
世
界
で
最
も
高
い
。第
二
に
、ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
中
で
、タ
イ
の
企
業
文
化
は
女
性
リ
ー

ダ
ー
に
自
由
裁
量
の
余
地
と
、組
織
を
経
営

す
る
機
会
を
与
え
て
い
る
と
分
析
す
る
。

後
継
者
の
育
成
に
慢
心

　タ
イ
の
意
思
決
定
者
の
半
数
以
上

（
57
％
）は
、後
継
者
育
成
計
画
が
準
備
万
端

に
整
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。ま

た
、回
答
者
の
3
人
に
1
人（
32
％
）が
、家

族
憲
章
も
し
く
は
経
営
協
定
を
導
入
し
て

76%
関与している

24%

（APECは67%）

関与
せず

事業に関与する次世代

29%

18% 18%
18%

11%
3%

3%

出所：PwC

次世代に期待もしくは促進したいことは？Q7

家族企業内で経験を積む

家族企業外で経験を積む

ビジネススクールを卒業する

1

2

3
出所：PwC

図表９

図表１0

い
る
と
答
え
て
い
る
。

　後
継
者
育
成
計
画
は
整
っ

た
が
、正
式
な
規
定
・
協
定
・
規

則
・
計
画
の
欠
如
が
問
題
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。現
世
代
が

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
に
権
限
を

譲
る
と
き
、彼
/
彼
女
は
ま
だ

準
備
が
で
き
て
い
な
い
、も
し

く
は
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
責

任
領
域
を
把
握
し
て
い
な
い
可

能
性
が
あ
る
。

　さ
ら
に
、他
の
親
族
や
主
要

な
利
害
関
係
者
が
新
し
い

リ
ー
ダ
ー
を
全
面
的
に
支
援

し
て
い
な
い
た
め
、非
公
式
な

規
定
や
憲
章
が
曖
昧
な
権
限

の
委
譲
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
。

　調
査
対
象
と
な
っ
た
役
員
の

約
半
数
は
、10
年
後
ま
た
は
そ

れ
以
降
に
会
社
の
主
導
権
/

管
理
/
所
有
権
を
次
世
代
の

家
族
一
員
に
委
譲
す
る
予
定
で

あ
り
、29
％
は
3
年
〜
5
年
、

24
％
は
6
年
〜
10
年
で
の
委

譲
を
計
画
し
て
い
る
。次
世
代

の
ビ
ジ
ネ
ス
指
導
者
を
育
て
る

た
め
に
、現
在
の
リ
ー
ダ
ー
は

主
に
次
世
代
の
親
族
に（
１
）

家
族
企
業
で
職
務
経
験
を
積

む（
23
％
）（
２
）家
族
企
業
以
外
で
職
務
経

験
を
積
む（
23
％
）（
3
）ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

を
卒
業
す
る（
19
％
）―
―
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。A
P
E
C
で
も
同
様
の
傾
向
が
あ

る
。　P

w
C
の「
次
世
代
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ

ス（
F
B
）リ
ー
ダ
ー
調
査
2
0
1
6
」に
よ

る
と
、次
世
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
は
、ま

ず
自
社
以
外
の
企
業
で
経
験
を
積
み
、適
切

な
ス
キ
ル
に
加
え
て
、将
来
の
役
割
・
責
務
に

備
え
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
は
、現
世
代
が

次
世
代
に
期
待
す
る
こ
と
の
1
つ
。適
切
で

な
い
役
職
を
与
え
る
こ
と
で
失
敗
す
る
こ
と

が
あ
る
。若
い
リ
ー
ダ
ー
は
貴
重
な
技
能
を

身
に
つ
け
、単
に
同
姓
を
語
っ
て
F
B
企
業
で

働
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、他
の
従

業
員
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
。他
の
企
業
か
ら

家
族
企
業
に
戻
る
場
合
に
、信
頼
感
を
構
築

す
る
の
に
役
立
つ
か
ら
だ
。

　第
二
に
、繊
細
な
変
化
に
対
処
す
る
。前

の
指
導
者
が
築
き
上
げ
た
F
B
企
業
の
体

質
を
変
え
る
こ
と
は
困
難
で
慎
重
に
扱
う
べ

き
。こ
の
感
度
を
管
理
す
る
こ
と
は
、家
族
や

仲
間
で
あ
る
従
業
員
と
の
対
立
や
抵
抗
を

避
け
る
こ
と
に
な
る
。

　最
後
に
、適
切
な
評
価
を
行
う
。建
設
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
伴
う
評
価
は
、若
い

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、成
長
さ
せ
、適
切
な

手
法
で
旧
世
代
と
の
隔
た
り（
ビ
ジ
ネ
ス
手

法
や
ビ
ジ
ョ
ン
、戦
略
な
ど
）を
埋
め
る
こ
と

に
役
立
つ
。成
功
の
た
め
に
環
境
を
整
え
る

作
業
の一つ
で
、負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
、長
期
的
な
将
来
へ
の
可

能
性
に
結
び
つ
く
。デ
ィ
ス
ラ
プ
テ
ィ
ブ
世
代

（
ミ
レ
ニ
ア
ル
）を
認
め
、権
限
を
与
え
、彼
ら

の
や
り
方
で
仕
事
を
さ
せ
る
。

　こ
れ
ら
の
推
奨
事
項
は
、権
限
の
委
譲
を

滞
り
な
く
確
実
に
遂
行
す
る
だ
け
で
な
く
、

次
世
代
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
に
な
る（
図

表
10
）。

企業経営幹部の女性比率（2019年）

25ヵ国・地域中、タイは「CEO（3位）」「CFO（1位）」「経営幹部における
女性の割合（2位）」「取締役会での女性取締役の比率（2位）」と突出。日
本はそれぞれ25位、23位、25位、24位と最下位争いを演じている。（写
真は１９年１０月にバンコクで開催された女性CEOサミット）

最高経営
責任者
（CEO）

０％

９％

42％

5％

15％ 18％
21％

28％

47％

２％ ３％
６％

０%

10%

20%

30%

40%

50%

最高財務
責任者
（CFO）

経営幹部
における
女性の割合

取締役会での
女性取締役の
比率

日本 タイ 世界平均

出所：「Credit Suisse Research, CS Gender 3000」をもとに作成
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ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

　F
B
企
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
要
な

役
割
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

P
w
C
タ
イ
ラ
ン
ド
は「N

extG
en
C
lub

」

を
始
動
。若
い
リ
ー
ダ
ー
と
後
継
者
に
、学
習
、

指
導
、交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
総

合
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
お
り
、将
来
の
リ
ー
ダ
ー
が
刺
激
を
受
け
、

技
能
を
向
上
、関
係
を
構
築
さ
せ
る
場
に
な
っ

て
い
る
。NextGen

メ
ン
バ
ー
が
自
立
し
、F
B

企
業
の「
正
の
遺
産（
レ
ガ
シ
ー
）」を
永
続
さ

せ
る
こ
と
を
支
援
す
る（
図
表
11
）。

第
3
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成「N

extG
en C

lub

」

を
価
値
観
と
定
義
し
た
。特
権
と
評
価
の
基

準
を
可
能
と
す
る
価
値
感
を
ビ
ジ
ネ
ス
戦

略
、日
常
業
務
お
よ
び
運
用
に
統
合
す
る

F
B
企
業
が
、業
績
の
向
上
と
事
業
で
よ
り

大
き
な
成
功
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
だ（
図
表
12
）。

家族で合意した協定の上位３位

タイの家族経営企業

家族企業の事業主の価値観が
親族メンバーに明確な期待を
定義している

行動規範を定義している

企業の社会的責任を忠実に守り、
尽力している

1

2

3

APECの家族経営企業

企業として同意した価値観と
目的に明確な意識がある

企業の社会的責任を忠実に守り、
尽力している

家族企業の事業主は明確な
家族の価値観を持っている

1

2

3

Q8

学習、指導、交流するための
包括的な取り組みを提供
 家族企業のリーダーとしての重要な役割を認識して
もらうことを目的に、PwCタイランドは「NextGen 
Club」を始動。若いリーダーと後継者に、学習、指導、
交流することができるような総合的なトレーニングプ
ログラムを提供。将来のリーダーが刺激を受け、技能
を向上させ、NextGenメンバーが自立し、家族経営企
業の将来の財産を存続させるために設立された交流
の場として活用されている。 長

期
的
な
成
功
に
導
く
た
め
の

価
値
観

　企
業
価
値
を
明
確
に
理
解
し
て
い
る
F
B

企
業
は
、従
業
員
の
忠
誠
心
、競
争
上
の
優
位

性
、ビ
ジ
ネ
ス
の
持
続
性
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を

も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、株
主
の
利
益
増
大

に
結
び
つ
く
傾
向
に
あ
る
。こ
れ
は
、す
べ
て
の

従
業
員
が「
や
れ
ば
で
き
る
」と
長
期
的
な
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
姿
勢
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
た
め
と
言
え
る
。従
業
員
の
豊
か
な
発
想

を
引
き
出
す
組
織
風
土
作
り
も
重
要
だ
。

　タ
イ
の
管
理
職
は
所
有
す
る
事
業
へ
の
明

確
な
期
待
を
定
義・規
定
し
た
行
動
規
範
が

あ
り
、企
業
の
社
会
的
責
任（
C
S
R
）に
熱

心
に
携
わ
り
、尽
力
し
て
い
る
こ
と
を
家
族
の

価
値
観
と
規
定
し
て
い
る
。日
々
の
慈
善
活

動
を
長
期
的
な
投
資
と
し
て
捉
え
る
傾
向

も
あ
る
。

　一方
、A
P
E
C
の
管
理
職
は
、企
業
と
し

て
合
意
し
た
価
値
観
と
目
的
を
明
確
に
認
識

し
、C
S
R
を
遵
守
し
、尽
力
し
て
い
る
こ
と

「NextGen Club」の会員は、価
値観と目的を通じて永続的な
競争の優位性を構築するため
に、PwCの専門家と象徴的な
ビジネス実務家から知識を研
ぎ澄ませます。

学習

競争相手の一歩先を行き、課
題に取り組むために活用できる
指導力と自信を備える次世代
リーダーのための指導教育プ
ログラムと研修講座を提供す
る。

交流

若いリーダーのみを対象とした
ネットワーキングイベントでは、
PwCのグローバル次世代ネッ
トワークを生かして、世界的一
流企業の取締役や多国籍企業
のリーダー、富裕層の家族経営
者を結びつけます。

指導

PwCタイの「NextGen Club」

出所：PwC

出所：PwC

図表１１

図表１2

1177, 8th Floor, Pearl Bangkok
Building, Phahonyothin Road, Phayathai,
Phayathai, Bangkok 10400
Tel. ＋66- (0)2-242-5800 (Auto)
https://www.gunkul.com/en  

Gunkul Engineering
Public Co., Ltd.

　電気送配電設備・機器の製造・販売や再生可能エネルギーによる発電などを行うガンク
ン・エンジニアリングは、1982年に設立された。日本でも太陽光発電事業に参画。東京に
支店を置き、仙台、君津、宇都宮、岩国で事業を展開している。
　国立チュラロンコン大学工学部を卒業後に、米ハーバード大学でマネージメント修士（財
務）、ボストン大学でMBA（経営学修士）を取得。創業者で現会長のガンクン・ダムロンピヤ
ウット氏の長女ナルーチョン氏に第2世代に期待される役割や苦労話などを聞いた。

　「私の父親は9歳まで言語障害を患
い、満足な教育を受けられなかった。だ
が、自力で猛勉強して製造した機器
が、長い下積みを経てようやく世間に
認められた」――ガンクン氏の生い立
ちを映像で紹介するナルーチョン氏は、
心から尊敬の念を示す。
　「（父親は）教育と経験のない私が
基礎を築いた。子供には企業をさらに
成長させてほしい」と激励するが、ナ
ルーチョン氏は、「苦労して築き上げて
きた企業を衰退させるわけにはいかな
い、プレッシャーを感じている」。すでに
タイ証券取引所（SET）に上場する一
流企業だが、そのさらに上を目指す期
待を背負っていると吐露する。一方、家
族の一員として現在の地位にいる特
権を与えられていることも意識して行
動しているという。
　ナルーチョン氏は米留学から帰国後
にすぐに同社に入社せずに、投資銀行
に就職した。ファイナンシャルアドバイ
ザー（財務顧問）としてM&A（合併と
買収）や上場を目指す企業の支援など
にかかわり、約3年間経験を社外で積
んだ。「家業で働く前に他の企業で職
務経験を積むことは資産になる。他の
業界の人 と々の人脈も築ける。最大の
利点は外部で成功すれば自信につな
がること。そこで得た知識や経験を後

に活用できる」と強調する。
　従業員や株主と価値観を共有し、中
長期的な個人的な信頼関係が築ける
ほか、会社に対するコミットメントと忠誠
心の強さといった利点が、ファミリービジ
ネスにあると説明。基礎となる理念を共
有し、経営者と従業員と同じ方向を目
指しているので、非家族企業と比較す
ると、意思決定が迅速に行える。
　弱みは他の大手企業と比べると組
織化されていない点である。経営の面
でも従業員の役割（職務記述書など）
に対して曖昧さが残るので、外部の専
門家を雇い改善を図っているという。

リスクを恐れない姿勢
　仕事と家庭をどう切り離しているの
か。起業している長弟と経営学を勉強
中の次弟がいるが、ナルーチョン氏は、
「両親と３人で率直に話し合い、意思を
決定し、問題を解決するので家族争議
はほとんどない」としながらも、両親との
間に隔たりがあると認める。　
　2代目の方が教育水準が高く、1代目
と価値観が異なることがある。ナルー
チョン氏は、米国で大学院教育を受け
たため、タイに帰国したときに逆カル
チャーショックを受けた。率直に意見す
ることが煙たがれることがあり、自信を

なくすこともあったが、感情指数（EQ）
は高まったと苦笑いする。
　「父親が提案した計画が軌道を逸
れたときは、私のやり方を採用すること
を約束してもらっている」と落としどころ
を見い出す。一方で、「私の方が慎重
で保守的と言われることもある」と父親
のリスクを恐れない姿勢に感嘆する。
　父親からバトンを受け継いだときに
直面するだろう課題や機会はなにか。
エネルギー関連技術の変革のスピード
は速く、自身の考え方や能力を時代に
合わせていかなくてはならない。「完壁
な人間でないので、客観的に自分の弱
みをわかるまで時間がかかる。どうやっ
てそれを克服するか、もしくは親族以
外の適当な人に埋めてもらうか。強い
指導力があっても技術的なアドバイス
や人材管理などのソフト面での能力が
大事。両親の意見を聞いて最善だと思
えば従う」と企業の存続と従業員の利
益を何よりも重んじる。

企業の存続を何よりも
重んじる第2世代

Ms. Naruechon Dhumrongpiyawut 
Assistant Managing Director 
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　調
査
結
果
は
、国
民
総
生
産（
G
D
P
）や

社
会
的
な
影
響
、雇
用
創
出
へ
の
貢
献
と
い
う

点
で
、タ
イ
の
F
B
企
業
が
市
場
を
支
配
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。F
B
企
業

は
タ
イ
証
券
取
引
所（
S
E
T
）に
上
場
す
る

か
、好
ま
し
い
機
関
と
株
式
を
共
有
す
る
こ

と
に
関
心
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　こ
れ
は
、よ
り
厳
格
な
過
程
を
確
立
し
、明

確
な
企
業
統
治（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）を
形
成
し
、外

部
か
ら
優
秀
な
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、さ
ら
に
専
門
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
業
務
を

遂
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。一
方
、意
思
決

定
の
権
限
は
ま
だ
家
族
の
リ
ー
ダ
ー
の
手
中

に
残
って
い
る
。

　数
世
代
に
わ
た
って
続
く
F
B
企
業
は
、卓

越
し
た
先
見
の
明
と
優
れ
た
経
営
能
力
が
必

要
だ
。そ
し
て
、彼
ら
が
ビ
ジ
ネ
ス
で
実
践
し

て
い
る
家
族
の
価
値
観
が
あ
れ
ば
、競
争
優
位

に
つ
な
が
る
。こ
れ
ら
は
、日
常
の
業
務
慣
行
を

通
じ
て
全
従
業
員
を
団
結
さ
せ
、次
世
代
の

た
め
の
指
針
に
な
る
と
い
う
長
期
的
な
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
を
生
み
出
し
て
い
る
。

  

永
続
的
な
家
族
経
営
を
発
展
・
成
長
さ
せ

る
も
う
1
つ
の
主
因
は
、妥
協
せ
ず
、正
式
に

文
書
化
さ
れ
、周
知
さ
れ
る
後
継
者
の
立
案

過
程
だ
。こ
れ
に
よ
り
、ビ
ジ
ネ
ス
の
所
有
、継

続
性
、お
よ
び
成
長
が
保
証
さ
れ
る
。ま
た
、

全
責
任
・
権
限
を
引
き
継
ぐ
後
継
者
に
心
構

え
を
さ
せ
る
こ
と
で
承
継
を
円
滑
に
す
る
。後

継
者
が
ビ
ジ
ネ
ス
を
よ
り
よ
く
理
解
す
る
ほ

ど
、彼
ら
の
F
B
企
業
は
よ
り
長
く
存
続
し
、

成
長
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

　最
後
に
、ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
に
適
応
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。複
雑
さ
が
増
す
経

済
・
社
会
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、成
長
を
確
実

な
も
の
に
す
る
た
め
に
、F
B
企
業
は
引
き
続

き
課
題
と
機
会
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。

　経
営
陣
は
、危
機
を
事
業
機
会
に
変
え
る

の
に
十
分
な
革
新
的
で
迅
速
な
対
応
が
求
め

ら
れ
る
。他
社
よ
り
先
に
好
機
を
捉
え
て
、会

社
の
包
括
的
な
利
益
の
た
め
に
そ
れ
を
最
大

限
生
か
す
必
要
が
あ
る
。

　旧
世
代
か
ら
次
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を
渡
す

F
B
企
業
経
営
者
は
、思
い
付
き
で
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
行
わ
な
い
。上
述
の
主
要
な
要
因
を

重
視
す
る
F
B
企
業
の
経
営
者
は
、円
滑
な

権
限
委
譲
を
滞
り
な
く
行
い
、事
業
を
永
続

と
繁
栄
に
導
く
だ
ろ
う
。

付
き
合
い
方
を
再
検
討

　デ
ジ
タ
ル
化
で
す
べ
て
の
流
れ
が
数
倍
早
い

現
代
に
お
い
て
は
、次
世
代
の
方
が
現
・
旧
世

代
よ
り
も
教
育
水
準
が
高
く
、能
力
や
先
見

性
、変
化
に
対
す
る
柔
軟
性
で
優
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。

　ア
ジ
ア
で
は
日
本
企
業
を
先
輩
と
し
て
仰

族間の不和は、しばしば感情的な事象

に発展する。対立や誤解が極めて危険

な要因となり、FB企業経営者が直面す

る最大かつ最も一般的な問題だ。特に事業主と他

の親族との間で、死亡や離婚、または訴訟を伴う場

合、次世代への承継の過程を複雑にする可能性が

ある。この問題を軽視すると、次世代に権限の委譲

がうまく進むのは約3割に下がる。国際会計事務所

グラントソントンによると、FB企業経営者はこのため、

個人的および法的な観点から、あらゆる側面で権限

の委譲をどのように行うかを明確に決定することが

求められている。事業を継続させるために、一族内

の利害関係者によって受け入れられる文化的、法

的、財務的な側面を検討した計画を提案するのも重

要。ビジネスの寿命は、権限委譲期間に生じるあら

ゆる側面で効果的な準備を行っているかにかかっ

ている。

　米ベーカー＆マッケンジー法律事務所バンコクオ

フィスのキティポン所長は、タイの金融機関が行った

調査を引用し、事業を相続人に引き継ぐことを依然

として考えていないと答えたのは7％のみで、4％が死

ぬまで経営し続けると答えた。

　この調査には、「事業を相続人に引き継ぐタイミン

グ」、「相続人の遺言を書く意思」、「遺言を残さない

理由」に関する3つの主要な質問があった。「相続

人のために遺言状を作成した」と答えたのはわずか

7％、56％が「遺言を書くことを考えたことがある」、

35％が「現時点で遺言書を作成するべきではない」

と考えており、2％は「遺言書を書きたくない」と、没後

に法的な手続きを完了することが望ましいとの考え

を示した。

　2019年7月にサシン経営大学院で開催されたパ

ネル討論会「Succeeding Success: Next Gen 

Values for Family Businesses」に不動産開発・

運営大手ピラット・ブリ・グループのプラサーンCEO

（最高経営責任者）と、同グループ企業のバンコク国

際貿易展示場（BITEC）プロパティ・ソリューションの

社長パニッタ氏が登壇。家族間の不和や葛藤など

をユーモアを交えて吐露し、聴衆の笑いを誘った。ど

うやら家族制度の基礎を堅固にするカギを握るの

は、日ごろのコミュニケーションなのかもしれない。

親族間紛争の備え－－
日ごろのコミュケーションがカギを握る

C
olum

n

サシン経営大学院で開催されたFB企業の討論会（19年7月）

ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

家

お
わ
り
に

免責事項： 本稿は、一般的な情報の提供を目的としたもので、専門コンサルティング・アドバイスとしてご利用頂くことを目的としたものではあ
りません。情報の内容は法令・経済情勢等の変化により変更されることがありますのでご了承下さい。

15th Floor Bangkok City Tower, 179/74-80  South Sathorn Road, Bangkok 10120, Thailand
Tel: 0 2344 1000

Pricewaterhouse Coopers Consulting (Thailand) Ltd.

社会への信頼を築き、重要な問題を解決

い
で
き
た
先
代
ら
と
、米
国
や
英
国
な
ど
の一

流
大
学
・
大
学
院
で
国
際
的
な
潮
流
を
学
び
、

視
野
を
広
げ
て
き
た
次
世
代
経
営
者
で
は
根

本
的
に
思
考
が
異
な
る
。デ
ジ
タ
ル
技
術
に
慣

れ
親
し
ん
で
分
析
力
を
持
つ
次
世
代
は
、旧
世

代
と
は
異
な
る
人
物
像
で
あ
り
、考
え
方
も

違
う
。タ
イ
企
業
と
長
年
取
引
す
る
日
系
企

業
も
次
世
代
の
経
営
者
と
の
付
き
合
い
方
を

再
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

PwCの目的は、社会への信頼を築き、重要な問題を解決することで
す。私たちは157ヵ国の企業のネットワークであり、276,000人以上の
人々へ保証、助言、税務サービスの提供に取り組んでいます。

取材協力

ニ
パ
ン・シ
リ
ス
ッ
ク
ク
ム

バ
ウ
ォ
ー
ン
チ
ャ
イ
氏

ブ
ー
ン
ラ
ー
ト・

カ
モ
ン
チ
ャ
ノ
ッ
ク
ン
氏

ク
ラ
イ
ア
ン
ツ
＆
マ
ー
ケ
ッ
ツ
・

リ
ー
ダ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー

起
業
家
・
民
間
企
業（
E
P
B
）

リ
ー
ダ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー

CPのタニン氏（左）とTCCのジャルーン氏 キングパワー。父親の故ウィチャイ氏（左端）と息子のア
イヤワット氏（前列右）

タニン氏の３男スパチャイ氏（右）とジャルーン氏の長男
タパナ氏
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　「
す
で
に
経
営
方
針
の
設
定
以
外
は
娘
に

任
せ
て
い
る
。2
人
に
は
近
い
将
来
、約
20
年

間
で
築
い
た
正
の
遺
産
と
ブ
ラ
ン
ド
を
経
営

者
と
し
て
引
き
継
い
で
も
ら
う
。事
業
の
さ
ら

な
る
国
際
化
も
進
め
て
ほ
し
い
」と
、ウ
ィ
ス
ッ

ト
氏
は
娘
に
託
す
考
え
を
示
す
。現
在
、4
つ

の
ブ
ド
ウ
園
を
所
有
し
て
お
り
、オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
ワ
イ
ン
の
醸
造
方
法
を
学
ん
で
き
た
長

女
の
ニッ
キ
ー
氏
が
、製
造
の
責
任
者
を
務
め

る
。　父

の
大
き
な
期
待
に
対
し
て
、ミ
ー
ミ
ー
氏

は
、「
そ
れ
ほ
ど
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
な
い
。現
在
描

い
て
い
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
挑
戦

と
捉
え
て
お
り
、自
分
自
身
を
奮
い
立
た
せ
る

要
因
に
な
っ
て
い
る
。日
々
の
難
題
・
日
常
業
務

を
こ
な
す
こ
と
に
も
慣
れ
て
き
た
」と
自
信
を

示
す
。

　タイでもワインが幅広い層に受け入れられるようになった近年。バンコクから
約160キロ離れたカオヤイ国立公園に隣接した地域は、ブドウ栽培に適した気
候や土地に恵まれている。ワイン好きのオーナー、ウィスット・ロヒットナウィー
現最高責任者CEO兼マネージングダイレクターが1999年に設立したグラン
モンテのアソーク・バレーで醸造された製品は、国際的な賞を受賞するなど、国
内外で知名度を上げている。妻と娘2人の4人でワイン製造に情熱を注ぐウィ
スット氏とマーケティングや広報などを担当する次女のミーミー氏（早稲田大学
に1年間、交換留学生として在学）に家業の在り方などについて聞いた。

　ブ
ド
ウ
園
と
共
に
成
長
し
て
き
た
娘
2

人
。創
業
当
初
は
家
族
全
員
が
ワ
イ
ン
造
り
の

素
人
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
。ウ
ィ
ス
ッ

ト
氏
は
英
国
の
企
業
に
長
年
勤
め
た
後
に
独

立
し
た
が
、「
会
社
勤
め
と
家
業
経
営
で
は
大

き
な
違
い
が
あ
る
。家
業
の
強
み
は
良
い
悪
い

に
か
か
わ
ら
ず
、率
直
に
話
し
て
折
り
合
い
が

つ
け
や
す
い
こ
と
」と
指
摘
。弱
み
は
ビ
ジ
ネ
ス

を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
割
り
切
れ
る
か
、家
族
の

た
め
に
A
T
M
と
な
る
の
か
、親
子
の
世
代

ギ
ャッ
プ
な
ど
で
悩
む
こ
と
が
あ
る
。

　た
だ
、親
子
2
代
で
通
っ
た
サ
シ
ン
経
営
大

学
院
で
得
た
知
識
や
価
値
観
を
共
有
。考
え

方
が
似
て
お
り
、互
い
に
分
か
り
合
え
る
土
壌

が
あ
る
と
い
う
。

不
変
な
経
営
体
質

　ニッ
キ
ー
氏
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
ド
ウ

園
で
働
き
、醸
造
技
術
を
習
得
し
た
オ
ノ
ロ
ジ

ス
ト
。ミ
ー
ミ
ー
氏
も
大
学
卒
業
後
に
即
座
に

家
業
に
入
ら
ず
、大
手
会
計
事
務
所
や
娯
楽

大
手
企
業
、非
政
府
機
関（
N
G
O
）で
の
就

業
経
験
が
あ
り
、3
年
前
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で

現
在
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
就
い
て
い
る
。「
各
組
織

に
よ
っ
て
経
営
手
法
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。世
代
・
経
歴
の
異
な
る
同
僚
と
働

い
た
こ
と
が
糧
に
な
っ
た
」と
、管
理
職
に
な
る

前
に
部
下
と
し
て
働
く
こ
と
を
重
視
す
る
。

　父
親
が
築
い
て
き
た
経
験
や
顔
の
広
さ
に

は
及
ば
な
い
が
、事
業
が
承
継
さ
れ
て
も
経

営
体
質
は
変
わ
ら
な
い
と
ミ
ー
ミ
ー
氏
。「
家

族
全
員
が
仲
良
く
同
じ
場
所
に
い
る
と
必
ず

ビ
ジ
ネ
ス
の
話
を
す
る
」と
明
か
す
。中
華
系

タ
イ
人
の
家
業
経
営
者
と
話
す
と
、「
両
親
や

祖
父
母
の
指
示
が
、仕
事
上
の
命
令
な
の
か
、

家
族
上
の
命
令
な
の
か
が
曖
昧
で
混
乱
す
る

と
聞
く
。逆
に
我
々
は
4
人
と
少
数
で
方
向

性
が
決
定
で
き
る
の
で
、経
営
の
か
じ
取
り
が

比
較
的
に
容
易
。喧
嘩
も
す
る
し
、意
見
が

合
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、ど
こ
で
線
を
引

く
か
理
解
し
て
い
る
」と
将
来
を
楽
観
視
す

る
。　同

ブ
ド
ウ
園
を
ツ
ア
ー
で
訪
れ
る
外
国
人

の
半
数
が
日
本
人
。ウ
ィ
ス
ッ
ト
氏
は
、「
数
百

年
以
上
続
い
て
い
る
長
寿
の
同
族
経
営
企
業

が
多
い
日
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
」と
笑
顔

を
見
せ
る
。

撮影場所：Godfather 4th floor, Central Embassy

　「
自
分
ら
し
さ
を
出
せ
る
特
別
な
こ
と
を

し
た
い
」と
、パ
ヌ
ワ
ッ
ト
氏
は
乗
り
気
で
な

か
っ
た
両
親
を
説
得
し
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

有
名
私
立
校
に
留
学
。高
校
卒
業
後
に
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア・メ
ル
ボ
ル
ン
の
名
門
モ
ナ
ッ
シ
ュ
大

学
に
入
学
し
、商
学
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。

同
社
の
取
締
役
5
人
中
4
人
が
親
族
で
、パ
ヌ

ワ
ッ
ト
氏
に
は
弟
が
1
人
い
る
。現
在
は
最
高

財
務
責
任
者（
C
F
O
）兼
最
高
技
術
責
任

者
（
C
T
O
）
を
務
め
る
と
同
時
に
、

E
M
B
A（
経
営
学
修
士
号
）取
得
に
向
け
、

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
サ
シ
ン
経
営
大
学
院
に

籍
を
置
い
て
い
る
。ま
た
、親
日
で
東
京・渋
谷

で
食
べ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
感
銘
を
受
け
て

設
立
し
た
と
い
う「
シ
ブ
ヤ・ソ
フ
ト
」社
の
マ

ネ
ー
ジ
ン
グ
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
る
。
　

　「我
々
と
父
親
の
世
代
で
は
娯
楽
に
期
待

　SFコーポレーションは1998年にバンコクで設立。前身はパヌワット氏の
祖父にあたるサマーン氏が、タイ東部で映画館を展開していたサマーン・
フィルム。99年に複合映画館「SFシネマ」をMBKセンター内に開業し、現
在のスクリーン数は、「SFシネマシティ」などのブランド名でバンコクを中心
に全国で約400を数える。父親で2代目のスワット現CEO（最高経営責任
者）から管理職としての帝王学を学んでいる長男のパヌワット氏（28）に、家
族経営企業の内情などを聞いた。

す
る
も
の
が
異
な
る
」と
、映
画
鑑
賞
は
か
つ

て
贅
沢
な
楽
し
み
だ
っ
た
が
、ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代

は
映
画
館
だ
け
で
２
〜
３
時
間
過
ご
す
こ
と

を
贅
沢
と
感
じ
な
い
と
事
業
面
で
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
。

　「両
親
は
ま
っ
た
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
な

い
が
、約
3
千
人
の
社
員
を
抱
え
、自
分
の
中

で
事
業
を
成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
責

任
や
義
務
を
感
じ
て
い
る
」と
本
音
を
漏
ら

す
。長
年
事
業
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、「
こ
れ
が

運
命
と
今
で
は
慣
れ
て
生
活
の一
部
に
な
っ
て

い
る
」と
苦
笑
す
る
が
、ま
だ
50
代
の
父
親
の

地
位
を
引
き
継
ぐ
に
は
ま
だ
時
間
と
経
験
が

足
り
な
い
と
実
感
し
て
い
る
。

20
年
は
勝
負
の
年

　同
族
経
営
企
業
の
強
み
は
、経
営
者・社
員

同
士
の
絆
が
強
い
こ
と
。「
単
な
る
9
時
〜
5

時
ま
で
の
仕
事
の
関
係
で
な
い
」と
、同
僚・ス

タ
ッ
フ
を
家
族
の一
員
と
し
て
み
な
し
て
い
る
。

割
り
切
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
プ
ロ
の
サ
ー
ビ

ス
企
業
と
は
違
い
、企
業
文
化
や
哲
学
、価
値

観
を
共
有
し
て
お
り
、企
業
D
N
A
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
持
つ
。

　同
族
経
営
企
業
に
入
社
す
る
前
に
、他
社

で
価
値
観
な
ど
が
異
な
る
人
々
と
働
い
て
み

る
価
値
が
あ
る
と
指
摘
。大
手
会
計
事
務
所

で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、「
自
社
以
外
で
経
験

を
積
む
こ
と
の
重
要
さ
を
認
識
し
て
い
る
。上

司
に
な
る
前
に
部
下
と
し
て
働
い
て
み
る
と
、

双
方
の
苦
労
が
分
か
る
」と
対
人
関
係
を
良

好
に
保
つ
秘
訣
を
語
る
。

　家
族
内
で
ど
う
仕
事
と
家
庭
の
線
を
引
い

て
い
る
の
か
。「
弊
社
に
限
っ
て
言
う
と
線
は

な
く
、公
私
を
区
別
し
て
い
な
い
。情
熱
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
り
、1
0
0
％

自
分
を
会
社
に
捧
げ
て
い
る
。期
待
を
背

負
っ
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
」と
腹
を

く
く
る
。

　財
務
と
技
術
革
新
の
責
務
を
負
って
い
る
た

め
、複
雑
な
問
題
が
重
な
る
こ
と
が
あ
る
。「
ど

う
し
て
も
外
部
と
接
触
を
断
ち
た
い
時
は
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
電
源
を
切
って
自
分
の
時
間
を

楽
し
む
」と
切
り
替
え
を
大
切
に
す
る
。

　2
0
2
0
年
は
パ
ヌ
ワ
ッ
ト
氏
に
と
っ
て
勝

負
の
年
と
な
り
そ
う
だ
。同
大
学
院
を
卒
業

す
る
ほ
か
、同
社
が
タ
イ
証
券
取
引
所

（
S
E
T
）に
上
場
す
る
予
定
で
、「
同
族
経
営

企
業
」の
枠
か
ら
脱
皮
す
る
正
念
場
を
迎
え

る
と
ぐ
っ
と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

ファミリービジネスタイの経済を
支えてきた

Mr. Panuwat Thongrompo
最高財務責任者（CFO）兼最高技術責任者（CTO）
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　２
０
１
９
年
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
い

た
内
容
は
大
き
く「
不
正
管
理
」と

「
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｍ
＆
Ａ
実
務
」の
２

つ
に
分
か
れ
ま
し
た
。今
回
は
、今
年

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
総
論
を
お

伝
え
し
、読
者
の
方
が
２０
年
も
持
続

的
発
展
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　発
展
途
上
国
に
お
い
て
不
正
は
一

般
的
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、ト
ラ

ン
ス
ペ
ア
レ
ン
シ
ー・イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル（
国
際
透
明
性
機
構
、T
I
）が

1
9
9
5
年
以
来
、毎
年
公
開
し
て

い
る
不
正
関
係
を
調
査
し
た
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｉ（
腐
敗
認
識
指
数
）に
よ
る
と
、

タ
イ
は
１
８
０
ヵ
国
中
96
位（
順
位

が
低
い
ほ
ど
不
正
が
多
い
）で
あ
り
、

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
国
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　そ
れ
と
比
較
し
、日
本
は
20
位
と

い
う
成
績
で
ク
リ
ー
ン
な
国
家
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
に
進

出
し
た
日
系
企
業
は
、日
本
と
同
様

の
仕
組
み
で
会
社
運
営
を
行
う
ケ
ー

ス
が
多
く
、日
本
で
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
不
正
行
為
が
発
生
し
て
い
る
た

め
、未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

事
前
に
食
い
止
め
る
た
め
に

は
ス
タ
ッフ
各
人
に
す
べ
て
を

管
理
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

運
用
フ
ロ
ー
で
防
止
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　例
え
ば
ス
タ
ッ
フ
各
人
で

不
正
の
多
い
小
口
現
金
を
管

理
さ
せ
る
に
は
、小
口
現
金

管
理
表
を
必
ず
作
成
さ
せ
、

月
末
に
数
え
た
現
金
と
管
理
表
を

毎
月
取
締
役
に
報
告
さ
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　報
告
方
法
と
し
て
は
実
際
に
取

締
役
に
金
庫
の
中
身
を
報
告
す
る

方
法
や
数
え
た
現
金
を
写
真
に
撮
っ

て
小
口
現
金
管
理
表
の
証
憑
と
し
て

保
管
さ
せ
る
な
ど
、常
に
実
際
に
金

庫
に
あ
る
現
金
を
開
示
さ
せ
る
仕

組
み
を
設
け
る
こ
と
で
運
用
フ
ロ
ー

上
、不
正
を
や
り
に
く
く
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　組
織
的
に
不
正
が
行
わ
れ
て
い
る

キ
ッ
ク
バッ
ク
な
ど
の
ケ
ー
ス
で
は
、見

積
も
り
か
ら
意
思
決
定
ま
で
を
ス

タ
ッ
フ
が
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　ま
た
、コ
ミ
ッ
シ
ョン
な
ど
の
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
は
タ
イ
で
は一
般
慣
習
と
し
て

存
在
し
て
い
る
た
め
、未
然
に
防
止

す
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
で
す
が
、

最
低
限
複
数
社
か
ら
見
積
り
を
取

り
、職
務
権
限
規
程
を
設
け
、意
思

決
定
に
は
日
本
人
を
最
終
承
認
者

と
す
る
運
用
フ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、内
部
監
査
と
し
て
見
積
り

か
ら
意
思
決
定
ま
で
が
運
用
フ
ロ
ー

通
り
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、発

注
し
た
金
額
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
比
較

し
て
妥
当
か
を
、定
期
的
に
外
部
や

本
社
に
依
頼
し
て
チ
ェッ
ク
し
て
も
ら

う
事
が
重
要
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
不
正
は
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ロ
ー
で
も
発
生
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。不
正
を
や
っ
て

い
け
な
い
と
就
業
規
則
に
定
め
る
だ

け
で
は
、個
人
の
不
正
に
対
す
る
考

え
方
に
左
右
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、不
正
を
未
然
に
防
ぐ
運
用
フ

ロ
ー
を
構
築
し
て
、日
々
チ
ェッ
ク
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、運
用
フ
ロ
ー
を
構
築
す
る

こ
と
で
、日
本
人
が
管
理
に
割
く
工

数
が
削
減
で
き
る
た
め
、徹
底
し
た

対
策
を
社
内
で
構
築
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　近
年
日
系
企
業
が
海
外
に
進
出

し
た
い
と
い
う
意
欲
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
す
。日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
縮

小
傾
向
で
労
働
人
口
も
減
少
し
て

お
り
、今
後
20
年
先
を
見
据
え
た

場
合
に
は
、海
外
に
投
資
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
企
業

が
多
い
た
め
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、

Ｍ
＆
Ａ
の
80
%
は
失
敗
す
る
と
言
わ

れ
て
お
り
、海
外
に
な
る
と
そ
の
成

功
確
率
は
非
常
に
低
い
傾
向
に
あ

る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　で
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ク
ロ
ス

ボ
ー
ダ
ー
Ｍ
＆
Ａ
が
成
功
す
る
の

か
。要
約
す
る
と
、セ
ル
サ
イ
ド（
売

手
）の
Ｆ
Ａ（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル・ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
）が
ロ
ー
カ
ル
企
業
の

場
合
、テ
ィ
ー
ザ
ー（
買
収
ス
キ
ー
ム

を
ま
と
め
た
匿
名
の
企
業
概
要
書
）

や
Ｉ
Ｍ
（I

n
fo
r
m
a
t
io
n 

M
em
orandum

：
売
却
対
象
と
な

る
企
業・事
業
等
に
関
す
る
情
報
を

詳
細
に
記
載
し
た
資
料
）の

信
憑
性
は
か
な
り
低
い
で

す
。こ
の
よ
う
な
数
値
を
１

０
０
％
信
じ
て
社
内
で
検

討
し
た
際
に
は
、実
態
と
の

乖
離
が
多
く
、事
業
よ
り
こ

の
リ
ス
ク
の
議
論
ば
か
り
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、正

し
い
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

（
D
D
：
M
&
A
実
行
し

た
場
合
の
対
象
会
社
に
対

す
る
事
前
調
査
）を
行
っ

て
、正
常
収
益
力
・
実
態
純

資
産
・ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル・
事

業
計
画
等
に
つ
い
て
正
し
い

数
値
を
元
に
正
確
に
判
断

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、ロ
ー
カ
ル
企
業
の

管
理
レ
ベ
ル
は
、日
本
企
業
と
比
較

し
て
非
常
に
低
い
と
い
う
こ
と
を
前

提
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。　通

常
、ロ
ー
カ
ル
企
業
の
デ
ュ
ー
デ

リ
ジ
ェン
ス
を
実
行
し
た
際
に
、実
態

純
資
産
、正
常
収
益
力
が
非
常
に
低

い
、税
務
・
法
務
の
面
な
ど
で
、非
常

に
多
く
の
リ
ス
ク
が
抽
出
さ
れ
ま
す

が
、危
う
さ
が
あ
る
の
を
前
提
で
、ど

こ
ま
で
そ
の
リ
ス
ク
を
社
内
で
飲
め

る
か
を
あ
ら
か
じ
め
確
定
し
て
お
か

な
け
れ
ば
、危
険
性
の
み
の
検
証
を

行
っ
て
コ
ス
ト
と
時
間
を
費
や
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、最
終
交
渉
を
行
う
際
に

は
、タ
イ
ロ
ー
カ
ル
は
外
国
人
で
す
の

で
、日
本
の
稟
議
や
承
認
プ
ロ
セ
ス
を

理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
た
め
、な
ぜ
交
渉
し
て
い
る

人
が
、そ
の
場
で
決
め
ら
れ
な
い
の

か
、持
ち
帰
っ
た
決
定
事
項
に
対
し

て
、な
ぜ
１
ヵ
月
も
回
答
に
時
間
が

か
か
る
の
か（
日
本
の
役
会
決
議
事

項
等
）、な
ど
売
手
が
嫌
悪
感
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、交
渉
す

る
方
は
あ
る
程
度
意
思
決
定
の
可

能
な
方
が
担
当
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｍ
＆

Ａ
を
行
う
際
に
は
、気
を
付
け
る
ポ

イ
ン
ト
が
多
く
存
在
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、Ｍ
＆
Ａ
は
買
収
す
る
こ
と

が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、そ
の
後
ど
の
よ

う
に
事
業
の
相
乗
効
果
を
も
た
ら

し
、持
続
的
発
展
を
さ
せ
る
の
か
が

非
常
に
重
要
で
す
。

　Ｍ
＆
Ａ
の
後
は
Ｐ
Ｍ
Ｉ（
統
合
業

務
）に
ど
れ
だ
け
時
間
と
コ
ス
ト
を

か
け
る
か
で
成
功
す
る
か
失
敗
す
る

か
が
決
定
さ
れ
ま
す
の
で
、積
極
的

に
実
行
す
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま

す
。　２０

年
も
世
界
で
活
躍
す
る
日
系

企
業
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■ 将来投資 （M&Aプロセス支援、アジア進出支援など）
■ 財務戦略 （企業再生、ファイナンシャルアドバイザリーなど）
■ 形式知化 （PDCAサイクル構築支援、経理・財務・経営企画支援など）
■ ロジスティクス （人事・労務管理支援、人材紹介など）
■事業戦略 （組織再編支援、MBO支援、事業承継支援、IPO支援など）

ES NETWORKS 
(THAILAND) CO., LTD.
TEL: 02-016-3178
E-MAIL: h-okumura@esnet.co.jp
URL: www.esnet.co.th

ア
ジ
ア
で
の｢

Ｃ
Ｆ
Ｏ
経
営
」

２
０
１
９
年
度
の
総
論

Vol.20

日
本
と
ア
ジ
ア
で
20
年
、1
3
0
0
社
の
経
営
に

寄
り
添
っ
て
き
た
エ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
が
解
説
す
る
、

在
ア
ジ
ア
日
系
企
業
の
経
営
管
理
術
。

【エスネットワークス拠点】
東京本社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／大阪支店／福岡支店
ES NETWORKS ASIA GLOBAL PTE. LTD（シンガポール）／
ES NETWORKS VIETNAM CO., LTD.（ホーチミン・ハノイ）／
ES NETWORKS HONG KONG CO., LTD.（香港）／
ES NETWORKS (THAILAND) CO., LTD.（タイ）
ES NETWORKS PHILIPPINE CO., LTD.（マニラ）

常駐支援を通じて
CFO の機能をご提供

奥村 宙己
 Hiroki Okumura

立命館アジア太平洋大学卒業。2014年､（株）エスネット
ワークスに新卒として入社。スポット支援として事業計画
作成､事業デューデリジェンス､財務デューデリジェンス、
M&Aアドバイザリーを担当。常駐支援として管理体制構
築支援､月次決算体制構築支援、再生企業の事業計画実
行支援､クロスボーダー PMIを担当。タイ国において進
出サポート及び会計・税務コンサルティングに従事。

１
．不
正
管
理

２
．ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
Ｍ
＆
Ａ

M & A



ご提案・施工管理・工程管理・アフターサービス等、日本人国家資格保持者による対応が可能です。お気軽にお問い合わせ下さい。

第一セントラルはDAIKINの正規取り扱い店です

RK Biz Center Project, 36/49 Motorway Rd., Kaeng Khlong Song Tun Nun,　Khet Lat Krabang, Bangkok 10520

Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.
原　   　　　　089-024-3800　     　hara-d@dcsk.co.jp日本人窓口

Bunchong　   081-255-6490　     　tk.pv@hotmail.comタイ人窓口

設計 販売 施工

私たちDaiichi Central（Thailand）Co., Ltd.では、様々な建物に最も適した
設備の提案を行います。エネルギーを多く使う施設では設計次第でイニ
シャルコストやランニングコストにかなり大きな差がでます。
ただ単に設備を設置するだけではなく、お客様の目線で本当に必要な設
備を最適な形で導入することが、本来の設計であると考えています。
空調設備更新の際にインバーター搭載の最新空調機による省エネ提案
や、初期投資0バーツ提案など、様々なご提案が可能です。

お
客
様
の
目
線
で
本
当
に

　
　
　
　
必
要
な
設
備
を
最
適
導
入

　タイに進出された企業において、会計管理業務で頭を悩まされている企業は多いと思います。また昨今、日系企業の海外事
業の重要性は増すばかりであり、連結経営、グループガバナンスといったスローガンの下、会計管理業務の高度化が求められ
ています。「勘定奉行」で実績のある、オービックビジネスコンサルタント（OBC）がフェアコンサルティンググループ監修に
よって開発した、「勘定奉行クラウドGlobal Edition」でタイでの事業を見える化し、御社の事業に貢献します。

クラウドで海外法人の会計データを可視化する
　
　タイ進出企業において、以下の会計管理業務の課題を持た
れている企業は多いと思います。
本社側の課題
❶ 現地法人からの情報を“待つ”しかない。
❷ 現地業務、制度に対する理解不足。
❸ コミュニケーション方法の問題（言葉の問題や、日本の常識
に基づいたコミュニケーションによる失敗）。

❹ 管理ポリシー、管理要件が明確になっていない。
現地法人側の課題
❶ 現地駐在者の管理スキル不足（営業/製造経験者の赴任）。
❷ 業務が駐在者に集中し、管理に関するコミュニケーションに
時間が取れない。

❸ 管理スタッフのリソース不足。
❹ 責任範囲を限定するスタッフ、言われたことだけやる姿勢。
　これらの課題は、本社および現地双方の会計管理の現場で
頻出していますが、リソースの問題として捉え、検討が先送りさ
れる事が多いです。また、会計システムや、仕組みづくりといっ
た観点からの対応を行っている企業も多いのですが、今までの
海外会計システムでは、以下の課題がありました。
既存の海外会計システムの課題
❶ 統合基幹システム（ERP）の一部である会計システムは、導入およ
び運用の業務負担が大きく、現地法人が使いこなせない。

❷ 現地会計システムと連結システムが分断され、多くの子会

社でエクセルを介した報告が行われる。
❸ 現地会計システムに対して、本社側がアクセスできる環境
にない。また、連結報告目的のエクセルファイルには詳細な
会計データが含まれないため、現地会計情報がブラックボッ
クス化しやすい。

　勘定奉行クラウドGlobal Editionは、本社側、現地側の会計
管理業務および海外会計システムの課題を、技術面および運
用面から解決するものです。上図はその利用方法の一例です
が、クラウド環境により、1つのシステムに対して海外現地法
人、日本本社の双方向から、リアルタイムにアクセスが可能に
なります。連結会計システムへの柔軟なデータ連携を標準機能
として実装しており、連結報告内容を含め、海外現地法人の
データのブラックボックス化を防ぎ、日本本社とのコミュニケー
ションをスムーズに取ることが可能になります。

会計業務のノーボーダー化で
海外でのビジネス力を強化する

クラウドで海外法人の会計データを可視化

日本国公認会計士 / Director

子田 俊之  こた としゆき
　システムコンサルティング会社にて約5年間、複数の基幹
業務システム導入プロジェクトに従事。公認会計士試験に
合格後は、あらた監査法人の金融部にて多くの外資系大手
金融機関に会計監査及び内部統制監査を実施。監査法人
在任中には米国プライスウォーターハウスクーパースに赴任
し、米国での業務経験を得る。タイ駐在前には、インドネシア
にて4年間の勤務経験を有する。現在、タイオフィスにて、現
地会計、税務および法規制の観点から、クライアントの視点
に立った幅広いコンサルティングサービスを提供している。

TEL：+ 66-2-726-9772 / 9773 Web：http://www.faircongrp.com/
29 Bangkok Business Center, Soi Sukhumvit 63 (Ekkamai), Sukhumvit Road, Klongton Nuae, 
Wattana, Bangkok, 10110 Thailand

この件に関する問い合わせ ： grm@faircongrp.com

Fair Consulting (Thailand) Co., Ltd.

クラウドGlobal Edition
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 「
よ
う
や
く
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け

た
」―
―
タ
イ
の
伝
統
工
芸
品「
ベ
ン
ジ

ャ
ロ
ン
焼
き
」に
出
会
っ
た
時
の
こ
と
を

振
り
返
る
石
田
久
巳
氏
。中
部
サ
ム
ッ

ト
サ
コ
ン
県
に
ベン
ジ
ャ
ロ
ン
焼
き
の
工
房

が
あ
る
と
聞
く
と
、持
ち
前
の
行
動
力

を
生
か
し
、1
ヵ
月
間
住
み
込
ん
だ
。日

本
人
が
受
講
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う

こ
と
で
、大
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
。

 見
事
に
課
程
を
修
了
し
、3
年
前
に

バ
ン
コ
ク
市
内
エ
カ
マ
イ
通
り
沿
い
に
ア

ー
ト
工
房「
ス
テ
ラ（Stella

）」を
オ
ー
プ

ン
。タ
イ
在
住
の
日
本
人
、日
本
か
ら
の

観
光
客
や
外
国
人
が
、世
界
で
た
っ
た
一

つ
だ
け
の
ベ
ン
ジ
ャ
ロ
ン
の
器
の
創
作
に
励

ん
で
い
る
。

 「
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
い
っ
て
も
や

り
方
の
手
順
を
教
え
る
だ
け
で
す
。器

も
下
絵
も
お
好
き
な
も
の
を
選
ん
で
、

ご
自
身
の
セ
ン
ス
で
自
由
に
彩
色
で
き

ま
す
」と
、店
内
に
は
キ
ラ
キ
ラ
と
宝
石

の
よ
う
な
陶
磁
器
が
所
狭
し
と
展
示
さ

れ
て
い
る
。滞
在
日
数
が
短
い
観
光
客
に

は
、出
来
上
が
っ
た
作
品
を
宿
泊
先
に

届
け
る
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
お
り
、  

「
是
非
、バ
ン
コ
ク
滞
在
中
に
タ
イ
の
３
大

陶
器
の一つ
で
あ
る
ベ
ン
ジ
ャ
ロ
ン
焼
き
を

体
験
し
て
いっ
て
く
だ
さ
い
」と
呼
び
か

け
る
。

災
い
転
じ
て
福
と
な
す

  大
阪
府
出
身
の
石
田
氏
の
職
歴
は
、

テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ
番
組
の
レ
ポ
ー
タ
ー・声

優
、イ
ベ
ン
ト
の
司
会
者
と
いっ
た
芸
能

関
連
の
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。数
年
後
に

は
そ
れ
ま
で
の
経
験・実
績
が
認
め
ら
れ

徐
々
に
仕
事
を
増
や
し
て
いっ
た
が
、多

忙
な
日
々
を
送
って
い
る
う
ち
に
体
に
変

調
を
き
た
し
始
め
た
。そ
れ
で
も
無
理

を
押
し
て
い
た
と
こ
ろ
、自
律
神
経
失
調

症
に
罹
り
、医
師
か
ら
休
養
を
勧
め
ら

れ
た
。災
い
転
じ
て
福
と
な
す
、で
は
な

い
が
、「
友
人
の
い
る
タ
イ
で
し
ば
ら
く
の

ん
び
り
し
た
い
」と
訪
れ
た
バ
ン
コ
ク
が

人
生
を
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 水
が
合
っ
た
の
か
、難
病
を
克
服
し
、

タ
イ
で
生
活
を
送
る
覚
悟
を
決
め
た
石

田
氏
。タ
イ
語
の
猛
勉
強
中
に
、日
本
人

の
D
J
を
募
集
し
て
い
る
と
の
情
報
を

友
人
か
ら
得
た
。オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
る
と
す
ぐ
に
採
用
と
な
り
、し
ば
ら

く
す
る
と
ラ
ジ
オ
だ
け
で
な
く
、企
業
の

イ
ベン
ト
司
会
な
ど
の
仕
事
も
舞
い
込
ん

で
き
た
。

 順
風
満
帆
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
が
、

事
業
者
が
ラ
ジ
オ
放
送
を
打
ち
切
る
こ

と
に
な
っ
た
。「
そ
れ
な
ら
私
が
引
き
継

ぎ
た
い
」と
、「Sakura K

iss

」と
い
う

会
社
を
立
ち
上
げ
、番
組「M

orning! 
K
iss

」の
放
送
を
2
0
0
5
年
1
月
に

開
始
。た
だ
、数
日
前
に
起
き
た
ス
マ
ト

ラ
大
地
震
で
タ
イ
南
部
が
津
波
の
被
害

を
受
け
た
た
め
、「
楽
し
い
音
楽
を
流

す
雰
囲
気
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」と
、

プ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
被
災
地
の
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
を
決
断
。「
現
地
で
何
が

起
き
て
い
る
か
。何
が
不
足
し
て
い
る

か
」を
発
信
し
た
が
、情
報
は
細
切
れ

に
終
わ
っ
た
。そ
こ
で
終
日
情
報
を
発

信
で
き
る
ラ
ジ
オ
局
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
決
心
。08
年
に
24
時
間
放
送
の

「J-C
hannel

」に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

現
在
も
ウ
ェ
ブ
ラ
ジ
オ
で
放
送
を
継
続

し
て
お
り
、「
現
場
を
離
れ
ま
し
た
が
、

企
画
の
提
案
な
ど
で
携
わ
っ
て
い
ま
す
」

と
裏
方
を
演
じ
る
。

 私
生
活
で
は
犬（
１
匹
）と
猫（
3
匹
）

と
充
実
し
た
日
々
を
送
って
い
る
。バ
ン
コ

ク
中
の
寿
司
屋
を
制
覇
す
る
の
が
現
在

の
目
標
で
、「
ネ
タ
も
新
鮮
で
、日
本
に
は

な
い
工
夫
を
凝
ら
し
た
創
作
寿
司
を
出

す
店
が
増
え
て
い
ま
す
」。趣
味
も
ベ
ン

ジ
ャ
ロ
ン
焼
き
で
、「
貴
重
な
文
化
を
絶

や
す
の
は
残
念
。タ
イ
の
若
者
を
巻
き

込
ん
で
、進
化
す
る
ベン
ジ
ャ
ロ
ン
焼
き
を

世
界
中
に
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
」と

目
を
輝
か
せ
る
。

ASEAN地域で活躍する企業を紹介
ASEAN×BUSINESS×PERSON

｢タイの伝統工芸に情熱注ぐ｣
Stella Hobby Lounge 石田久巳 いしだ くみ● 

Stella Hobby Lounge
63(Ekamai), Klongton-nua, Wattana 
112/2 Sukhumvit Rd., Phra Khanong, 
Khlong Toei, Bangkok, 10110 
Email: stellaekkamai@gmail.com 

www.stella-bkk.com

SAWAYA（THAILAND）CO., LTD.
779/2 Soi SuwanMani (Soi23) 

Pracha Uthit Road,
Sam Sean Nok, Huai Khwang, Bangkok 10310 

TEL：＋66-2-101-2021, 
Mobile：＋66-92-442-8388 
Email: hiraki.bkk@308-al.co.jp

しかし、24年までにBTS、MRTを10ラ
インに増やす計画が進むなど、公共交
通網は飛躍的に拡充する方向にある。
最近急速に普及しているライディング
シェア（相乗りサービス）と相まって、

移動手段の選択肢が増えることで将来、
自家用車保有ニーズに影響を与えるこ
とが予想される。
また、BTS、MRT沿線でコンドミニ
アムや宅地開発が進んでおり、このよ
うな地区の入居者はより公共交通機関
の利用頻度が高いと見込まれる。また、
長期的には、都心への乗入れに対する
規制の導入やパーク&ライド（駅駐車
場）のようなインフラの整備によって、
自家用車での移動を抑制する要因が強
まるとみられる。
例えば、スマートシティとして開発
が進められているBang Sue駅は、高速

自動車市場低迷の構造的な要因
                                              
① 中間層の可処分所得の伸び悩み
可処分所得の伸び悩みの原因として
挙げられるのは、家計負債の上昇であ
る。図1で見られるように、タイの家計
負債比率は2010年以降上昇し、自動車
販売がピークに達した15年～16年に8
割に達し、それ以降も約8割で高止まり
している。その一方で、高騰する住宅、
携帯等のデジタル機器、旅行、教育関連
等の支出が伸びている。
これ以上の家計負債の上昇を避ける
ため、金融機関は貸し出しに慎重にな
る一方で、家計も負債を増やすような
高額の耐久消費財の購入を抑制する傾
向にある。言い換えれば、家計の負債比
率が適正水準に下がるまでは、自動車
市場が大きく伸びる可能性は低い。

                                                                      

②移動手段の多様化
タイ人は500メートル以上歩かない
という俗説がある。バンコクを中心に
BTSやMRT等の公共交通は、シンガポ
ールを除く他の東南アジア諸国より整
備されつつある。それでも、いつでもど
こでもドアツードアで移動できる自家
用車の保有志向は強く、先進国のよう
に都市部での自動車による移動を公共
交通が代替するには至っていない。  

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

タイの自動車市場
今後の動向～第1部（後編）

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアコンサルタント

山本  肇

鉄道や環状地下鉄のブルーライン等が
乗入れる予定だが、同駅周辺では電気
自動車のシェアリングなどのスマート
モビリティを奨励し、一般乗用車に対
する規制を実施する案が出ている。
                                              
③ミレニアル世代の消費の多様化
最後に挙げられるのが、ミレニアル
世代の台頭と消費パターンの変化であ
る。ミレニアル世代は1980年～94年に
生まれ、2000年以降に成人した世代を
指す。この世代には自動車をまだ購入
していない収入層が多く、新車購入の
主なターゲットとなりうるが、近年は
新規購入層が増えておらず、買替えお
よび買増しが自動車購入の7～8割を占
める。
この世代は、スマートフォンによる
自撮りとSNSへの投稿、個人旅行等の趣
味に時間、カネを使い、消費の多様化を
牽引している。先進国と同じように、若
い世代の自動車購入の優先度が低下し
ていると指摘されており、ライディング
シェアの普及や都市公共交通の発達が
その傾向に拍車をかけると推測される。
つまり、移動手段の多様化と、ミレニ
アル世代に顕著な消費の多様化の相乗
効果で、自動車離れが少なくとも都市
部ではより進むと筆者はみる。

第24 回

注 ： 各年の負債比率は四半期ベースの数値の平均値、
2019年は２四半期（１～6月）の平均値。

出所 ： 負債比率＝タイ中央銀行、自動車販売台数＝タ
イ自動車工業会

図1 タイの家計負債比率（2007～2019年）

（ArayZ 11月号の続き）

（1月号へ続く）

32



会社情報
TEL：+66 95 787 5835（下村）
Mail：kenichi.shimomura@rolandberger.com
URL：www.rolandberger.com
17th Floor, Sathorn Square Office Tower,
98 North Sathorn Road, Silom, Bangrak,
10500 | Bangkok | Thailand

ASEANキャッシュレス決済が
もたらす機会と脅威

Vol 0 3

SEANキャッシュレス決済の
現状とともに、それがもたらす日

系企業への影響について3回に分け
て論じる本稿の、今回はその最終回であ
る。これまでASEANキャッシュレス決済
の特徴、そして、具体的なプレイヤーに触
れてきたが、それらを踏まえた日系企業
への影響について述べる。

A日
系
企
業
が
検
討
す
べ
き

3
つ
の
論
点

　
A
S
E
A
N
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
主
導

権
を
握
る
の
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
のG

rab

と

い
っ
た
配
車
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
、も
し
く
は
ア
リ

バ
バ
、テ
ン
セ
ン
ト
な
ど
中
国
の
巨
大
企
業
か
、

ま
た
は
そ
の
他
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
か
。こ
こ
に
答

え
を
出
す
の
は
現
時
点
で
は
難
し
い
か
も
し
れ

な
い
。い
ず
れ
に
し
て
も
、あ
と
数
年
で

A
S
E
A
N
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
根
付

く
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

　
で
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
浸
透
す
る

と
、A
S
E
A
N
で
事
業
展
開
し
て
い
る
、も
し

く
は
今
後
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
日
系
企
業

（
特
に
消
費
財
企
業
、サ
ー
ビ
ス
企
業
）に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

大
き
く
3
つ
の
論
点
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

デ
ー
タ
を
活
用
し
た

商
品
開
発
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　まず
は
じ
め
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
し
て

は
、ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

組
む
か
と
い
う
論
点
だ
。比
較
す
べ
き
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
イ
ン
フ
ラ
の
利
便
性
や
ユ
ー

ザ
ー
数
の
多
さ
だ
け
で
は
な
い
。彼
ら
が
持
つ

消
費
者
の
購
買
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

商
品
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
考
え
る

と
、そ
の
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、ど

う
い
っ
た
セ
グ
メ
ン
ト
の
ユ
ー
ザ
ー
を
持
つ

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
組
む
か

が
よ
り
重
要
な
論
点
と
な
る
。

　
実
際
、こ
の
よ
う
な
提
携
は
中
国
で
既
に
始

ま
っ
て
い
る
。例
え
ば
、資
生
堂
と
ア
リ
バ
バ
は

2
0
1
9
年
に
入
っ
て
戦
略
業
務
提
携
を
し

て
お
り
、既
存
商
品
の
改
良
や
新
ブ
ラ
ン
ド
の

立
ち
上
げ
、そ
し
て
そ
れ
ら
を
売
る
た
め
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
共
同
で
行
う
。資
生
堂
が

こ
の
提
携
で
期
待
す
る
も
の
と
し
て
は
、ア
リ

バ
バ
が
持
つ
莫
大
な
消
費
者
の
デ
ー

タ
で
あ
る
。

　海外
と
い
う
、日
系
企
業
が
本
質

的
に
は
捉
え
に
く
い
現
地
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
も
、定
量
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば

よ
り
簡
単
に
、よ
り
精
度
高
く
収

集
・
分
析
で
き
る
。特
に
多
様
性
が

キ
ー
と
な
る
A
S
E
A
N
に
お
い

て
、的
確
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉
え

て
い
く
た
め
に
は
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
提
携
は
早
晩
必
須
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
他
方
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

こ
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
独
占
し
、こ
れ
ら
を
活

用
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ド（
P
B
）展

開
を
し
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
。も
し
実
現
し

た
場
合
、A
S
E
A
N
現
地
で
シ
ェ
ア
を
持
つ

日
系
の
化
粧
品
や
洗
面
道
具
な
ど
ト
イ
レ
タ

リ
ー
を
中
心
と
し
た
消
費
財
企
業
に
と
っ
て

脅
威
に
な
る
は
ず
だ
。

伝
統
的
小
売
へ
の
流
通
拡
大

　
E
コ
マ
ー
ス
が
伸
長
し
て
い
る
と
は
い
え
、

金
額
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、A
S
E
A
N
で
は
ま

だ
ま
だ
実
店
舗
で
の
購
買
が
大
部
分
を
占
め

る
。特
に
、い
わ
ゆ
る
露
店
や
パ
パ
マ
マ
シ
ョ
ッ

プ
と
言
わ
れ
る
伝
統
的
小
売
が
重
要
な
チ
ャ

ネ
ル
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。図
表
1
は
A
S
E
A
N
諸
国
の
伝
統
的
小

売
の
割
合
だ
が
、多
く
の
国
で
小
売
市
場
全
体

の
30
%
程
度
以
上
を
占
め
て
い
る
。少
し
ず
つ

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
E
コ
マ
ー
ス
に

置
き
換
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、ま
だ
ロ
ー
カ

ル
の
零
細
商
店
が
消
費
者
に
と
っ
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
。

　
こ
れ
ら
伝
統
的
小
売
に
は
こ
れ
ま
で
様
々

な
問
題
が
あ
り
、日
系
の
商
品
を
流
通
さ
せ
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。代
表
的
な
と
こ

ろ
で
言
え
ば
、例
え
商
品
を
卸
し
た
と
し
て
も

代
金
を
回
収
で
き
な
い
と
い
う
与
信
上
の
問

題
が
あ
っ
た
。し
か
し
、伝
統
的
小
売
に
も

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て

い
け
ば
、少
な
く
と
も
小
売
販
売
が
実
行
さ
れ

た
も
の
に
つ
い
て
は
一
定
の
代
金
回
収
を
可
能

に
す
る
。

　
こ
の
巨
大
な
リ
ア
ル
チ
ャ
ネ
ル
で
流
れ
て
い

る
商
品
は
ロ
ー
カ

ル
メ
ー
カ
ー
の
も

の
で
あ
っ
た
り
、場

合
に
よ
っ
て
は
商

店
に
よ
る
手
作
り

商
品
だ
。こ
こ
に
高

い
品
質
と
合
理
化

さ
れ
た
生
産
工
程

で
価
格
を
抑
え
た

日
系
消
費
財
メ
ー

カ
ー
の
商
品
が
入

る
余
地
は
実
は
高

い
は
ず
で
あ
る
。

A
S
E
A
N

を
実
証
実
験

の
場
に

　最後
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の

実
証
実
験
の
場
と

し
て
A
S
E
A
N

を
う
ま
く
活
用
し

て
い
く
こ
と
を
提
案
す
る
。こ
れ
は
単
体
企
業

に
向
け
た
提
言
と
い
う
よ
り
は
、日
本
の
商
社

や
現
地
の
財
閥
等
も
含
め
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

が
検
討
し
て
い
く
よ
う
な
内
容
か
も
し
れ
な

い
。

　
ご
存
知
の
通
り
、日
本
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
は
世
界
的
に
見
て
も
遅
れ
て
い
る
。平
成

の
終
わ
り
に
か
け
て
か
ら
、様
々
な
プ
レ
イ

ヤ
ー
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
分
野
で
覇
権

を
握
る
べ
く
積
極
的
な
取
り
組
み
を
見
せ
て
い

る
。だ
が
、ま
だ
時
間
が
か
か
る
と
い
う
の
が
一

般
的
な
見
方
だ
ろ
う
。浸
透
に
向
け
た
群
雄
割

拠
と
い
う
意
味
で
は
A
S
E
A
N
も
同
じ
状

況
で
は
あ
る
も
の
の
、残
念
な
が
ら
日
本
よ
り

も
先
へ
進
ん
で
い
る
と
い
う
の
が
現
実
で
あ

る
。

　
し
か
し
、こ
の
状
況
を
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
む
好

機
と
捉
え
て
、
日
系
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

A
S
E
A
N
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
市
場
に

入
っ
て
い
く
こ
と
は
、今
後
の
日
本
で
の
展
開

に
示
唆
を
得
る
と
い
う
意
味
で
も
有
効
だ
と

考
え
ら
れ
る
。キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
先
進
国

で
あ
る
中
国
は
既
に
先
を
行
っ
て
い
る
上
に
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
が
一
気
に
面
を
取
っ
た
と
い
う

点
で
も
少
し
特
殊
だ
。だ
が
、A
S
E
A
N
に

お
け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
乱
立
ぶ
り
は
日
本
が
歩

も
う
と
し
て
い
る
道
に
近
い
と
言
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
小
売

や
金
融
、消
費
財
等
、あ
ら
ゆ
る
産
業
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
成
り
立
た
せ
る
領
域
で
あ
る
ゆ

え
、日
系
企
業
が
単
独
で
今
か
ら
殴
り
込
む
の

は
難
し
い
。だ
が
、現
地
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス（
場
合
に

よ
っ
て
は
出
資
も
含
む
）を
組
む
こ
と
で
、共
に

戦
い
、そ
こ
か
ら
学
び
を
得
ら
れ
る
可
能
性
は

十
分
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　AS
E
A
N
へ
の
中
国
人
旅
行
者
を
足
掛

か
り
に
ア
リ
バ
バ
、テ
ン
セ
ン
ト
が
攻
勢
を
か
け

る
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
る
と
、A
S
E
A
N
の
日

本
人
駐
在
者
、日
本
人
旅
行
者
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
と
っ
て
も
軽
視
す
べ

き
で
は
な
い
一つ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な
り
つ
つ
あ

る
は
ず
だ
。こ
の
辺
り
か
ら
攻
め
て
い
け
ば
、日

系
企
業
が
A
S
E
A
N
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

プ
レ
イ
ヤ
ー
に
近
づ
い
て
い
け
る
可
能
性
は
、

十
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

出典：Euromonitorを基に
        ローランド・ベルガー作成

図表1: ASEAN各国の伝統的小売が小売市場全体に占める割合（金額ベース）［%］

タイでもキャッシュレスサービスが広がっている
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タイ、ASEANの今がわかる
ビジネス・経済情報誌

広告掲載を募集中！

● 配布場所は日系書店、公的機関、日系スーパー・飲食店、
 ホテルなど在タイ日本人の目に留まるエリアです。

● 定期購読者の多くはタイで働く日本人です。

● 郊外（アユタヤ/チョンブリ/ラヨーンなど）にも
 配送しています。

● 広告掲載内容はウェブサイトでも掲載しています。

● 掲載費用はデザイン/写真撮影/販促活動
 全て含んだパッケージ価格でのご案内です。

【お問い合わせ先】
日本人直通 (担当：内堀、鵜飼)
Mail：gdm-info@gdm-asia.com
TEL：02-651-5655
Web：www.arayz.com

ビジネス情報誌『ArayZ』掲載へのメリット

ビジネスパーソンへ向けた広告をお考えの方はぜひお気軽にお問い合わせください。

A4サイズ 見開き2ページ 56,000THB/回

A4サイズ 1ページ 29,800THB/回

A4サイズ 1/2ページ 17,300THB/回

A4サイズ 1/4ページ 9,400THB/回

ArayZでは毎月、タイ・ASEANの

旬な内容をお届けしております。

無料定期購読も随時承っておりますので

ご希望の方はご連絡ください。

▼お問合せフォーム

定期購読日系企業4,700社（延べ7,500部）に、
毎月直接配送でお届けしています！

オフィス内装デザイン/施工、家具の納入はもちろん、中小規模の工場や
オフィス棟の建築、工場設備内装、受電設備工事等も行っております。
経験豊かな日本人プロフェッショナルがご提案から施工進捗管理、
お引き渡しの後のアフターケアまでサポート致します。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

 オフィス内装/オフィス家具
AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド株式会社 様
IKA® Works (Asia) Sdn Bhd 様
JXTGエネルギー株式会社 様
NECプラットフォームズ株式会社 様
ProMission Co., Ltd. 様
アイシン精機株式会社 様
赤城乳業株式会社 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
王子製鉄株式会社 様
株式会社BPO Bangkok 様
株式会社UACJ 様
株式会社ウエストエネルギーソリューション 様
株式会社宇徳 様
株式会社エフティコミュニケーションズ 様
株式会社キーエンス 様
株式会社湖池屋 様
株式会社小松製作所 様
株式会社戸上電機製作所 様
株式会社ビジネスブレイン太田昭和 様
株式会社日立ソリューションズ 様
京セラ株式会社 様
群馬銀行 様
コナミホールディングス株式会社 様
三建産業株式会社 様
三光機工株式会社 様
シライ電子工業株式会社 様
住友商事マシネックス株式会社 様
千代田電資株式会社 様
帝人株式会社 様
日揮株式会社 様
日本バルカー工業株式会社 様
古河電気工業株式会社 様
三菱マテリアル株式会社 様
山田コンサルティンググループ株式会社 様
ユニ・チャーム株式会社 様

 工場建築 / 設備内装
アズビル株式会社 様
アムテック株式会社 様
宇部興産株式会社 様
株式会社アイセロ 様
株式会社エクセディー 様
株式会社エム・ビー・シー 様
トーヨーエイテック株式会社 様
トヨタ車体精工株式会社 様
パナソニック デバイスSUNX株式会社 様
福島工業株式会社 様
ムトー精工株式会社 様

 展示会 / イベント
CKD株式会社 様
JXTGエネルギー株式会社 様
因幡電工株式会社 様
株式会社IHI 様
株式会社不二越 様
株式会社明電舎 様
ジェトロ 様
タイ国政府コンベンション・アンド・
エキシビション・ビューロー(TCEB) 様
東洋紡株式会社 様
富士フイルム株式会社 様
ヤンマーホールディングス株式会社 様
その他多数

日
本
人
な
ら
で
は
の
気
遣
い
と

気
づ
き
を
形
に

オフィス内装・
工場内装ならGDM

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57 Park Ventures Ecoplex 12th Floor

担当:山本 088-572-4998 seiji@gdm-asia.com

内
装
　
家
具
　
展
示
会
　
デ
ザ
イ
ン

100
以上の
案件実績



【お問い合わせ】
M & A Group
TEL: 02-632-0900～ 2
E-MAIL: infojp@m-agroup.com
HP: www.m-agroup.com

あせらず、あわてず、あきらめず。
M & A Groupでは、
３つの「あ」を大切にしています。

タイの気になる疑問をM＆Aが解説！

M＆A　バンコク

更新！
毎週

ニュースレター
住所届け出（TM30）

節税・貯蓄・投資目的の生命保険
解雇補償金及び退職金の所得税

横領事件

債務超過について

タイの仮想通貨の税制
親子ローン契約書の作り方

ワンストップサービスへ！
デジタルマーケティングから始まる

589/160 Central City Bangna Tower 1, Room OI-30C2B, 30th Fl., 
Bangna-Trad Rd., Bangna-Nuea, Bangna, Bangkok 10260

ISHIDA TAISEISHA (THAILAND) CO., LTD
Tel：+66 (0) 2 745 6050　　Mobile：+ 66 (0) 8 1936 6061（厚見）
Mail：toshihiko.a@itp.co.th　　HP：www.itp.co.th

タイでの２０年という豊富な経験と
実績でお客様をサポートいたします

２０周年

デジタル・ＩＴ
デジタルコンテンツ制
作、アプリ・システム

開発運用

翻訳
タイ・アセアン言語を
メインに世界60言語

対応

販売促進
サポート

マーケティング視点で
のプランニングと
最適ツール提供

印刷・物流
自社関連工場での徹
底的ＱＣと倉庫保管・
納品までワンストップ

にてお届け

トレーニング
ツール

技術・営業教育の
コンテンツ作成と
ツール制作

催事・展示会
企画、３Ｄデザイン、
会場設営、運営までの
一貫体制コーディ

ネート

Ｎ
Ｎ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
は

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
ま
す
！

Empire Tower, Unit 4703, 47th Floor, 1 South Sathorn Road,
 Yannawa, Sathorn, Bangkok 10120 Thailand

NOVEL NISHIUWATOKO & PATTARIN
Tel：090-972-0625　　Mail：mits@nnp-group.com（西上床）
URL：https://www.nnp-advisory.com/

会社設立 |  会計 |  監査｜法律

税務相談業務
移転価格税制、タイ法人税、
個人所得税、租税条約

法律相談業務
タイ民商法典、外国人事業法、
裁判、コーポレートアクション等

会社設立・BOI・ビザ等
会社設立、BOI申請、
ワークパーミット申請等

監査 ＆ 記帳代行
法定監査、記帳代行、月次税務申告、

内部監査等会社設立

ベ
ト
ナ
ム
の
国
会
で
、残
業
時
間
の
上
限
見
直
し
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
労
働
法
改
正
案
の
審
議
が
進
ん
で
い
る
。

産
業
界
出
身
の
議
員
ら
は
、企
業
の
競
争
力
向
上
の
観
点

か
ら
政
府
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
残
業
時
間
の
延
長
な
ど

を
支
持
す
る
が
、他
の
議
員
か
ら
は
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
発
言
も
根
強
い
。11
月
20
日
に
も
行
わ
れ
る
見
通
し
の

法
案
採
決
の
行
方
は
依
然
、予
断
を
許
さ
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
労
働
・
傷
病
軍
人
・
社
会
事
業
省
の
ま
と
め

た
労
働
法
改
正
案
の
原
案
は
、週
労
働
時
間
を
現
行
の

48
時
間
か
ら
44
時
間
に
短
縮
す
る
一
方
で
、特
別
な
場

合
と
し
て
政
府
が
認
め
る
年
間
の
残
業
時
間
の
上
限
を

３
百
時
間
か
ら
４
百
時
間
に
引
き
上
げ
る
こ
と
な
ど
を

柱
と
し
て
い
る
。

「
時
短
は
競
争
力
に
影
響
」

ベ
ト
ナ
ム・ニュ
ー
ス
紙
に
よ
る
と
、ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議

所（
Ｖ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）の
会
頭
を
務
め
る
ブ
ー
・テ
ィ
エ
ン・ロ
ッ
ク

議
員（
北
部
タ
イ
ビ
ン
省
選
出
）は
国
会
審
議
で
、近
隣
諸

国
と
比
べ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
週
労
働
時
間
が
決
し
て
長
い
わ

け
で
は
な
い
と
主
張
。「
ベ
ト
ナ
ム
は
低
所
得
国
を
抜
け
出

し
た
ば
か
り
で
、生
産
性
は
依
然
ア
ジ
ア
地
域
で
低
い
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」と
し
、国
際
競
争
力
の
観
点
か
ら

週
労
働
時
間
の
短
縮
案
に
反
対
す
る
立
場
を
鮮
明
に
し

た
。残

業
上
限
を
め
ぐ
っ
て
は
、労
使
が
具
体
的
な
時
間
を

決
め
れ
ば
良
い
な
ど
と
述
べ
、年
４
百
時
間
へ
の
引
き
上
げ

を
支
持
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

産
業
界
で
は
、輸
出
企
業
を
中
心
に
残
業
上
限
の
引

き
上
げ
案
に
賛
成
す
る
声
が
多
い
。水
産
物
加
工
を
手
掛

け
る
経
営
者
は
、繁
忙
期
に
は
従
業
員
に
残
業
を
お
願
い

し
な
け
れ
ば
、注
文
を
さ
ば
き
切
れ
な
い
な
ど
と
強
調
。

皮
革
業
界
の
関
係
者
も「
仕
事
が
増
え
れ
ば
、収
入
も
増

え
る
」と
し
、労
働
時
間
の
増
加
に
伴
い
家
計
が
潤
う
こ

と
を
期
待
す
る
と
語
っ
た
。

労
働
法
改
正
原
案
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

・
週
労
働
時
間
、48
時
間
か
ら
44
時
間
に
短
縮

・
年
間
残
業
時
間
の
上
限
、３
百
時
間
か
ら
４
百
時
間

に
引
き
上
げ

・
年
間
休
日
数
、現
行
の
10
日
か
ら
11
日
に
増
加

・
退
職
年
齢
、男
性
62
歳（
現
行
60
歳
）、女
性
60
歳

（
55
歳
）に
引
き
上
げ

「
生
活
の
質
改
善
が
大
事
」と
の
意
見
も

こ
う
し
た
声
に
対
し
、複
数
の
議
員
ら
は
改
正
案
が
労

働
者
の
た
め
で
は
な
く
、企
業
の
利
益
の
た
め
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
な
ど
と
反
論
。政
府
は
、労
働
者
の
健
康
と
生

活
の
質
を
改
善
さ
せ
る
方
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と
訴
え

る
。グ

エ
ン・テ
ィ・ク
エ・
タ
ム
議
員（
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
選
出
）

は
、経
済
的
な
競
争
力
は
労
働
力
で
は
な
く
、設
備
能
力

の
効
率
性
や
先
端
的
な
技
術
な
ど
で
高
め
る
べ
き
だ
と
主

張
し
た
。労
働
時
間
の
拡
大
は
、短
期
的
に
は
競
争
力
向

上
に
プ
ラ
ス
に
働
く
よ
う
に
見
え
て
も
、長
期
的
に
は
労

働
者
の
健
康
状
態
が
損
な
わ
れ
、マ
イ
ナ
ス
面
が
大
き
い

な
ど
と
慎
重
な
対
応
を
促
す
意
見
も
聞
か
れ
た
。

労
働
者
の
中
に
は
、多
く
の
時
間
を
仕
事
に
取
ら
れ
る

た
め
、親
類
に
子
ど
も
を
預
け
ざ
る
を
得
な
い
世
帯
も
い

る
と
さ
れ
る
。労
働
総
同
盟（
Ｖ
Ｇ
Ｃ
Ｌ
）の
幹
部
は
傘
下

の
労
働
者
・
労
働
組
合
研
究
所（
Ｉ
Ｗ
Ｔ
Ｒ
）な
ど
に
よ
る

調
査
結
果
に
言
及
し
、「
長
時
間
労
働
が
小
さ
な
子
ど
も

を
抱
え
る
労
働
者
と
そ
の
家
族
に一
定
程
度
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
を
及
ぼ
す
」と
指
摘
。労
働
者
が
稼
い
だ
残
業
代
が
、

幼
稚
園
な
ど
が
閉
ま
っ
た
後
に
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く

れ
る
シ
ッ
タ
ー
へ
の
支
払
い
に
消
え
て
い
る
と
語
り
、週
労

働
時
間
を
短
縮
す
る
案
を
支
持
す
る
考
え
を
示
し
て
い

る
。労

働
法
改
正
案
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
の
ほ
か
、賃
金
面
な

ど
で
の
男
女
格
差
の
是
正
や
、段
階
的
な
退
職
年
齢
の
引

き
上
げ
、諸
外
国
に
比
べ
て
少
な
い
年
間
10
日
の
祝
祭
日

の
増
加
と
いっ
た
課
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信

Vol.48

【
ベ
ト
ナ
ム
】「
国
際
競
争
力
」
か
「
生
活
の
質
」
か
＝

労
働
法
改
正
案
め
ぐ
り
賛
否
―
ベ
ト
ナ
ム
国
会
（
ハ
ノ
イ
支
局

　
北
川
勝
弘
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
１
９
年
11
月
7
日
掲
載
）。
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 急速な経済発展・人口増加に伴い、他の途
上国同様にベトナムでもゴミ問題が深刻化して
いる。ベトナム当局によると、2010年に3,000万ト
ンだった固形ごみは、20年には7,000万トン、25
年には3倍の9,000万トンになる見通しだ。さらに
国内ゴミの増加に加え、17年末に中国が廃プラ
スチックの輸入を禁止して以来、世界のゴミ（廃
プラスチック）がベトナムをはじめとする東南アジ
アに流れ込んできている（ベトナムは18年に輸
入制限措置に関する法令を既に施行済み）。
 先進国では高性能ゴミ処理施設により、焼却
することで総量を減らすといった処理方法が確
立されているが、ベトナムでは約7割のゴミがそ
のまま埋め立てられていると言われている。
 近年、これらのゴミ問題・環境問題を商機と捉
え、ビジネス展開に挑戦している企業が少しず
つ増加している。代表的な例としては、日立造船
株式会社による、新エネルギー・産業技術総合

現地からレポート！ 
CLMV最新トピック
【第25回】ベトナム、ミャンマー編

タイ以外のメコン流域諸国（ＣＬＭＶと呼ばれる
カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）で流
行しているモノやコト（内需の観点から）に加え
て、注目の商品・サービスや投資案件、新制度の
施行状況など、政治・経済・社会の話題を現地在
住の専門家が発信するコラム。第25回目とな
る今回は、ベトナムとミャンマーからレポートを
お届けします。

ベトナムでは7割のゴミが焼却されずに埋め立てられているという

ベトナムのゴミ問題とビジネスチャンス
開発機構（NEDO）の実証事業である。ベトナム
における廃棄物の増加と電力不足に焦点をあ
て、産業廃棄物焼却発電施設を完工し、20年
には2号機を着工する予定である。その他にも、
汚泥処理分野では日本ミクニヤが17年よりカント
ー市で実証実験を開始し、19年9月にはダナン
工科大に廃棄物の重量・容量を小さくさせる減
容化装置を貸与し研究・開発に貢献している。
 ゴミをはじめとする環境分野は今すぐの利益
には繋がりにくいというデメリットがあるものの、環
境技術分野のパイオニアである日系企業にとっ
て、長期的なビジョンで考えると、多くの商機が
ある分野の1つであると言える。

ミャンマー語フォントのユニコードへの移行改革
 2019年10月１日よりコンピューターなどで使用
されるミャンマー語フォントがユニコード対応に
移行された。
 世界中のコンピューターで表示・処理される
様々な言語の文字は、ユニコードという規格に
則ってフォントが作られている。ところが、ミャンマ
ーではユニコード対応が遅れていた。その最大
の理由は、世界的にコンピューターが普及した
2000年代初頭に、ミャンマーが欧米からの経済
制裁を受けていたことである。
　11年の民主化改革以降、規制緩和を受けて
通信機器が普及し、フェイスブックなどSNSの利
用者が増加したものの、このとき広く普及したミ
ャンマー語フォントは、「ゾージー」というユニコー
ド非対応のフォントだった。
 その後、行政やビジネスの実務で海外との
電子処理が増大するに連れ、フォント問題は

早急に解決すべき課題となった。ミャンマー語
フォントをユニコード対応に移行させるため、ミ
ャンマー政府は施策を進めてきた。19年４月、
連邦政府などが使用するフォントをユニコード
準拠の「ピィダウンズゥ（連邦）フォント」に切り
替えた。
　そして６月に、10月１日より全国的にユニコー
ド対応に切り替える計画が公表された。対象と
なる言語はミャンマー語だけでなく、国内の主
要な少数民族の言語も含まれる。
 政府は早い段階から、国民への周知に力を
入れてきたが、最終的にはユーザーや民間企
業がどこまでフォントの問題を理解し、実際に
対応するかにかかっている。今後のITビジネ
スの展開にも深く関わる問題だけに、どれだけ
のペースで改革が進むのか、注目される。

Thailand＋１

VJ Connection Co., Ltd. 
CEO  財部  真奈美

商社、物流、証券、人材紹介などの分野を
経験後、2016年よりベトナムに渡航。現
在は、市場調査を中心にVJ Connection
代表として、日系企業の海外進出におけ
る、ビジネス、市場、法規制、人材などの
問題や課題を様々な側面から多角的に
サポートしている。（所属先：VJ Connec-
tion Co., Ltd（CEO) / Navigos Group（エ
ンジャパンベトナム法人：シニアコンサ
ルタント）。

電話番号：+84-(0)90-252-6952（日本語可） 
メールアドレス：info@vj-c.com

TNY国際法律事務所
共同代表弁護士
堤 雄史

東京大学法科大学院卒。2012年よりミャ
ンマーに駐在し、駐在期間が最も長い弁
護士である。SAGA国際法律事務所            
（www.sagaasialaw.com）代表であり、
16年２月よりタイにTNY国際法律事務所
（www.tny-legal.com）を設立した。タイ
法及びミャンマー法関連の法律業務（契
約書の作成、労務、紛争解決、M&A等）を
取り扱っている。

メールアドレス：yujit@tny-legal.com

 2019年11月20日、ベトナムの国会において改正労働法案が可
決されました。可決された改正法（以下「改正労働法」といいま
す）の施行日は、21年1月1日とされています。

　本稿では、前編・後編の２回に分けて、現行法と比較する形で、
改正労働法の概要をご紹介させていただきます。

1. 祝日の新設
 現行法においては、年間の祝日日数は10日であるところ、改正労
働法において新たに祝日が1日追加され、年間の祝日日数は11日と
なりました。
 新たに追加される祝日は、ベトナムの建国記念日（※国慶節）で
ある9月2日の前後いずれかの一日となります（その年によって決め
られるものとされています）。
※ 国慶節（���������������）:1945年9月2日にフランス領インド
シナから独立宣言を行ったことを記念して制定されているベトナム
の祝日

2. 残業時間規制
 現行法においては、上限残業時間は月30時間まで、年間200時
間までとされています。ただし、例外として、政府が特別な場合とし
て認めた場合には、上限を300時間までに引き上げることが認めら
れています。
 現行法下では、上記残業時間規制を順守しつつ事業を行うこ
とに苦心する企業が多く、当該規制の撤廃を求める声が、多くあ
がっていました。草案の検討段階では、政府が特別に認めた場合
は残業可能時間を400時間までに引き上げるという案もありました。
 改正労働法においては、月の上限残業時間は40時間までに引
き上げられましたが、年間の上限残業時間200時間、例外として政
府が特別に認めた場合は、上限を300時間までに引き上げること
ができる、という規制はそのまま維持される形となりました。
 なお、上記例外の対象となる業種として、縫製・繊維、皮革・履
物、電気設備・電子製品、農林水産、塩、発電・配電、通信、製油、
および水道・下水道の各業種、労働市場においては、高度な専門
技術が必要とされる労働者人材が不足している場合、ならびに
季節的な要因や電力不足、技術的故障、火災、自然災害、戦争

Thailand＋１

ベトナム改正労働法の概要－前編－

などの不可抗力による場合などが、改正労働法において列挙され
ています。

3. 定年退職年齢の引き上げ
 現行法では、定年退職年齢は、原則として男性満60歳、女性満
55歳とされています。改正労働法では、定年退職年齢は段階的
に、男性は満62歳（21年より毎年3ヵ月ずつ増加させていき、28年
に満62歳に達するようになる）まで、女性は満60歳（同様に毎年4ヵ
月ずつ増加させていき、35年に満60歳に達するようになる）まで引
き上げられることとされています。
 また、重労働・危険な条件下などで働く労働者については、上記
で定められる定年退職年齢よりも最大5年間早く、定年退職をする
ことが可能であり、他方で、高度の専門技術が要求される労働者
などは、上記で定められる定年退職年齢後、5年間は継続して勤
務ができること、とされています。

4. 「企業管理者」の試用期間の新設
 現行法においては、以下（１）～（３）の類型の試用期間が定め
られていたところ、改正労働法においては、新たに（４）「企業管理
者」という職位に関する試用期間の定めが設けられ、使用者は、
当該企業管理者の職位に就くものについて、180日以内の試用期
間を設定することが認められるとされています。
【現行法において定められた3つの試用期間の類型＋企業管理者】
 （1） 短大以上の専門性・技術水準を要する職位:60日以内
 （2） 専門学校以上の専門性・技術水準を要する職位:30日以内
 （3） その他:6日以内
 （4） 企業管理者（新設）:180日以内

5. 就業規則の作成義務
 現行法においては、10名以上の労働者を雇用する場合にのみ、
就業規則の作成義務が課せられていたところ、改正労働法にお
いては、人数にかかわらず、就業規則の作成が義務付けられると
されています。現在就業規則を作成していない会社は、注意が必
要です。

ASEANビジネス法務 最新アップデートASEANビジネス法務 最新アップデート

松谷 亮
日系大手のIT企業および化学・電子部品メーカーにて社内弁護

士として合計5年間勤務後、2019年よりOneasiaベトナムオフィス

へ入所。クロスボーダーの新規事業開発案件、取引相手との紛

争処理案件、知的財産に関する契約交渉、紛争処理案件を数多

く経験しており、IT・製造業の法務案件を専門とする。

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域及び東京にオフィスを有し
ており、日本企業向けにASEAN地域でのシームレスな法務アドバイザリー業
務を行っております。

【One Asia Lawyersグループ ベトナムオフィス】
ACSV Legal: Level 11, Empress Tower 138-142 Hai Ba Trung, District 1, 
HCMC, Vietnam
+84 28 3822 4539

（後編に続く）
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「つなぐ」時代・世界・経済
５Ｇで変わる生活・産業 自動車業界

【まるでゲーム】
まるでゲームセンターの車ゲームのよ

うな運転席に乗り込んだドライバーが、
ハンドルを切ると目の前のモニターに映
る実際の自動車がスムーズにカーブを曲
がっていった―。大手自動車部品メー
カーの仏ヴァレオは「第46回東京モー
ターショー」でNTTドコモと協業し、5G
を使って自動運転車を遠隔操作するデモ
を世界で初めて披露した。
車両は約45キロメートル離れた神奈川

県横須賀市にあるドコモ施設の駐車場に
つくったコースにある。障害物などで自
動運転システムが対応できない状況にな
ると、モニターに映し出された車載カメ
ラからの現地映像を頼りにハンドルを操
作する。
ドライバー役のヴァレオジャパンのナ

ンダラジョグ・ヘマント運転支援技術研
究センタープロダクトテクニカルリー
ダーは「半日ぐらい練習したけれど、今は
会話しながらでも操作できる」と笑顔。ス

ムーズな操作を可能にしたのは、データ
遅延の少ない5Gによるところが大きい。
ドコモの阿部順一5Gイノベーション推
進室5G方式研究グループ担当課長は「ま
だ検証が必要だが、5Gが有効に使えそう
な手応えはある」と話す。
5Gを使って自動運転の実現を目指す

取り組みは、SUBARU（スバル）とソフト
バンクが共同研究に乗り出すなど活発化
する。
【車内を楽しく】
仮想キャラクターと一緒にドライブし

ませんか―。日産自動車はドコモと共同
で、5Gを使って走行中の車内で、別のと
ころにいる人のアバター（分身）とコミュ
ニケーションできる技術を開発した。現
実空間と重ね合わせる形で3次元（3D）ア
バターを利用者のゴーグル型端末に映し
出す。
隣にアバターとして“座った”英会話教

師のレッスンを受けたり、アイドルのア
バターとドライブできたりするサービス

を想定し実証実験に取り組む。自動運転
でドライバーが運転から開放されれば車
内でできることは劇的に増える。日産の
担当者は「『デジタルで車内空間を楽しく
するメーカーは日産』とのイメージをつ
くっていきたい」と意気込む。
【クルマ変える】
携帯電話がスマートフォンに取って代
わり、新たなサービスが数多く生まれた。
この進化は通信技術の高度化が下支えし
た。同様に5Gには自動車を発展させる潜
在力がある。
一方、「現時点では今の4G規格で事足
りることも多い」（自動運転関連の開発に
携わる電機メーカー技術者）との声もあ
がる。自動車分野で5Gならではのキラー
コンテンツを生み出していけるか―。自
動車メーカーや通信、ネットサービス事
業者には「ゼロから１を創る」発想力が求
められる。（編集委員・後藤信之）

　自動車業界で第５世代通信（5G）は、自動運転分野

での活用が注目される。自動運転システムでも対処しき

れない状況下での車両の遠隔操作、車内での娯楽サ

ービス提供といったテーマで試行が始まった。高速・大

容量、低遅延という5Gの特徴を生かし、どういった新た

な価値を自動車に加えられるかが問われる。

 自動運転車を遠隔操作

▲ ヴァレオはドコモと組み自動運転車を遠隔操作するデモを披露した

※ 記事提供：日刊工業新聞（2019/11/13）

　昨
今
、日
系
を
は
じ
め
と
す
る
外
資
系
企
業

の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
が
加
速
す
る
中
で
、現
地
企

業
に
対
す
る「
M
&
A（
合
弁
・
買
収
）」が
活

況
を
見
せ
て
い
ま
す
。現
地
の
資
本
獲
得
や
ラ

イ
セ
ン
ス
取
得
な
ど
の
課
題
を
乗
り
越
え
、新

た
な
市
場
を
切
り
開
く
上
で
欠
か
せ
な
い

M
&
A
で
す
が
、一
方
で
、新
規
の
法
人
設
立
と

の
違
い
や
海
外
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ

リ
ッ
ト
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
記
事
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
M
&
A
の

実
態
と
、新
規
法
人
設
立
と
の
違
い
を
お
伝
え

し
て
い
き
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
会
社
設
立
と

M
&
A
相
談
の
実
情

　ベ
ト
ナ
ム
で
は
、外
国
企
業
が
既
存
の
ベ
ト

ナ
ム
企
業
の
M
＆
A
を
実
行
す
る
方
法
と
し

て
、株
式
会
社
の
株
式
ま
た
は
有
限
責
任
会
社

の
出
資
持
分
の
取
得
と
い
う
方
法
を
取
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。資
産
譲
渡
の
形
式

で
は
詳
細
な
契
約
が
必
要
と
さ
れ
た
り
、手
続

き
が
煩
雑
だ
っ
た
り
し
ま
す
。ま
た
、ベ
ト
ナ
ム

で
の
合
併
や
会
社
分
割
は
法
的
・
税
務
的
に
非

常
に
煩
雑
な
た
め
、選
択
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。

　そ
の
た
め
、日
本
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
進
出
を

検
討
す
る
場
合
も
、現
地
法
人
の
新
規
設
立

か
、既
存
企
業
の
株
式
・
持
分
取
得
に
よ
る

M
&
A
か
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

M
&
A
と
新
規
設
立
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　株
式
・
持
分
取
得
に
よ
る
M
&
A
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、既
存
の
ロ
ー
カ
ル
企
業
の
ラ
イ

セ
ン
ス
、土
地
、販
売
チ
ャ
ネ
ル
、設
備
・
人
員
の

引
継
ぎ
が
可
能
で
あ
る
点
で
す
。た
だ
し
、日

本
側
出
資
者
と
の
企
業
文
化
の
相
違
や
、従
来

の
法
令
違
反
・
税
務
リ
ス
ク
を
引
き
継
ぐ
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

　対
し
て
新
規
設
立
は
、出
資
者
の
思
い
通
り

の
組
織
設
計
が
可
能
で
あ
り
、既
存
の
法
令
違

反
や
税
務
リ
ス
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

た
だ
で
さ
え
取
り
づ
ら
い
ラ
イ
セ
ン
ス
の
取

得
難
易
度
が
よ
り
高
く
な
り
、ロ
ー
カ
ル
の
基

盤
も
新
た
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
こ
と
を
留
意
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

ICONICグループは「人材サービスでグローバル化する社会を豊かにする」というミッションのもと、2008年にベトナムで創業し、現在は5ヵ国7拠点にて
グローバル人材事業を展開しております。メイン事業はASEAN各国現地での人材紹介事業と組織人事コンサルティング事業。そして14年よりベトナ
ムを中心に現地人材および、海外で働きたい日本人向けの転職サイト『iconicJob』を、19年に『iconicHRbase』をスタートいたしました。
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ベ
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よ
る

M
&
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の
注
意
点 

①

弁護士法人キャスト・パートナー。日本国弁護士（大阪弁護士会所属）、ベ
トナム外国弁護士。2011年から弁護士法人キャストに参画し、2013年か
ら中国上海、2014年からベトナムへ赴任。2015年よりホーチミン支店
長、2017年より現職。ベトナムを拠点に、在ベトナム日系企業に対して進
出法務、M＆A、労務、知的財産、税関および不動産などの分野で幅広い
サポートを行う。著書に「メコン諸国の不動産法」（共著、大成出版社）、
「これからのベトナムビジネス」（共著、東方通信社）など。

工藤 拓人

CAST LAW VIETNAM 代表
日本国弁護士・ベトナム外国弁護士

ICONIC Co., Ltd.
(+84)28-3821-5122（ベトナム）

代表：安倉 宏明 ( Yasukura Hiroaki ）
設立：2008年5月
本社：10 F Citilight Tower, 45 Vo Thi Sau,
       Dist 1, Ho Chi Minh, Vietnam

Vol.3

キャストグループは中国やASEAN、日本でビジネスを展開するクライアントのさまざまなニーズに対し、法務、
会計・税務、人事・労務、マーケティングのスペシャリストが集い、各分野の強みを有機的に結合し、最適な
ソリューションを提供するグローバルコンサルティングファームです。

Web：http://cast-group.biz/       Mail：info-v@cast-law.com

CAST LAW VIETNAM

20th Floor, TNR Tower, 180-192 Nguyen Cong Tru Street, District 1, Ho Chi Minh City, Vietnam
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日本国弁護士・弁理士　 永田 貴久
京都工芸繊維大学物質工学科卒業、2006年
より弁理士として永田国際特許事務所を共
同経営。その後、大阪、東京にて弁護士法人
プログレ・TNY国際法律事務所を設立し代
表社員に就任。16年にタイにてTNY Legal 
Co., Ltd.を共同代表として設立。TNYグルー
プのマレーシア、イスラエル、メキシコ、エスト
ニアの各オフィスの共同代表も務める。

TNY国際法律事務所

URL：ht tp : / /www. tny- lega l .com/
C o n t a c t： i n f o @ t n y - l e g a l . c o m

タ
イ
の
商
標
制
度(

２)

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
リ
レ
ー
連
載

 

ま
た
、極
め
て
単
純
な
商
標（
例
え
ば
、

単
に「
Ａ
」の
１
文
字
だ
け
を
普
通
に
記

載
し
た
商
標
）も
識
別
力
を
欠
く
た
め

登
録
に
は
な
ら
な
い
。こ
の
点
、ど
こ
ま
で

を「
極
め
て
単
純
な
商
標
」（
＝
識
別
力

な
し
）と
見
な
す
か
の
判
断
基
準
は
、国

に
よ
って
異
な
る
。

　例
え
ば
、日
本
に
お
い
て
は
原
則
と
し

て
ア
ル
フ
ァベッ
ト
２
文
字
以
下
で
あ
れ
ば

識
別
力
な
し
、３
文
字
以
上
で
あ
れ
ば

識
別
力
あ
り
、と
い
う
運
用
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　他
方
で
、タ
イ
で
は
原
則
と
し
て
、ア
ル

フ
ァ
ベッ
ト
３
文
字
も
識
別
力
を
欠
く
、

と
い
う
運
用
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。た
だ
、

タ
イ
に
お
い
て
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
３
文
字
で

あ
っ
て
も
全
て
が
拒
絶
さ
れ
る
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、ロ
ゴ
と
組
み
合
わ
せ
た
り
、

図
案
化
す
る
等
の
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と

に
よ
っ
て
、何
ら
か
の
形
で
商
標
権
を
獲

得
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

　こ
の
識
別
力
に
関
し
て
は
、エ
ア
バ
ス
社

が
出
願
し
た「
Ａ
３
８
０
」と
い
う
商
標

（
現
在
世
界
最
大
の
航
空
機
で
あ
り
、著

名
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
商
標
で
あ
る
）に

つい
て
も
、タ
イ
知
的
財
産
局（
Ｄ
Ｉ
Ｐ
）は

識
別
力
が
な
い
と
し
て
拒
絶
査
定
を

行
って
い
る
。

　こ
の
商
標
に
つ
い
て
は
、審
判
で
も
登

録
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、最
高
裁
ま

で
争
っ
た
結
果
、消
費
者
が
識
別
で
き
る

し
て
出
願
を
し
て
も
登
録
に
な
る
こ
と

は
な
い
。そ
れ
は
、「
り
ん
ご
」と
い
う
商

品
に「
ア
ッ
プ
ル
」と
書
い
て
あ
っ
て
も
、単

に「
り
ん
ご
」を
英
語
で
説
明
し
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、誰
の
出
所
に
係
る「
り
ん
ご
」

な
の
か
と
い
う
自
他
商
品
識
別
機
能
を

発
揮
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　一方
で
、同
じ「
ア
ッ
プ
ル
」と
い
う
名
称

で
も
、こ
れ
を
果
物
と
全
く
関
係
な
い

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」等
に
使
用
す
る
場
合
、

識
別
力
が
生
じ
る
た
め
登
録
に
な
る
。

ァ
ベッ
ト
３
文
字
の
商
標
は
識
別
力
が
な

い
と
判
断
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
、と
い

う
こ
と
か
ら
来
て
い
る
。

　商
標
の
究
極
的
な
機
能（
存
在
意
義
）

は
、他
人
の
商
品
と
自
分
の
商
品
を
区

別
す
る
機
能（
自
他
商
品
識
別
機
能
）で

あ
る
。し
た
が
って
、そ
の
よ
う
な
機
能
を

発
揮
し
得
な
い
商
標
は
登
録
に
は
な
ら

な
い
。

　例
え
ば
、指
定
商
品「
り
ん
ご
」に
対

し
て
、「
ア
ッ
プ
ル
」と
い
う
商
標
を
記
載

・
識
別
力
が
あ
る
商
標
で
あ
る
こ
と（
７

条
）。

・
商
標
法
に
基
づ
き
、禁
止
さ
れ
て
い
な

い
商
標
で
あ
る
こ
と（
８
条
）。

・
他
人
が
登
録
し
た
商
標
と
同
一、ま
た
は

類
似
す
る
商
標
で
な
い
こ
と（
13
条
）。

２
．識
別
力
が
あ
る
商
標

　タ
イ
で
は
ア
ル
フ
ァベッ
ト
３
文
字
の
社

名
は
商
標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
、な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。こ

れ
は
、タ
イ
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
ア
ル
フ

は
じ
め
に

　当
職
担
当
の
回
で
は
タ
イ
の
知
的
財

産
権
法
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
い

る
。今
回
は
８
月
号
に
続
き
、タ
イ
の
商

標
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

１
．商
標
の
登
録
要
件

　タ
イ
の
商
標
法
に
お
い
て
は
、左
記
の

登
録
要
件
を
満
た
す
も
の
で
な
い
と
商

標
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
る（
６
条
）。 

商
標
で
あ
る
と
し
て
登
録
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、Ｄ
Ｉ
Ｐ
の
判
断
は

識
別
力
が
な
い
と
す
る
判
断
を
行
う
傾

向
が
あ
る
た
め
、審
判
や
必
要
に
よ
り
訴

訟
に
よ
る
対
応
も
視
野
に
入
れ
て
出
願

戦
略
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

３
．商
標
法
に
基
づ
き
禁
止
さ
れ
て

　

 

い
な
い
商
標

　商
標
法
８
条
に
、商
標
登
録
が
受
け

ら
れ
な
い
商
標
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　王
室
や
、政
府
の
紋
章
、国
旗
、赤
十

字
の
マ
ー
ク
、公
序
良
俗
に
反
す
る
標
章

な
ど
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、一
部
を
除
き

こ
れ
ら
に
類
似
す
る
商
標
も
登
録
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 ガ
ン
の
外
科
手
術
に
お
い
て
、外
科
医
は
往
々

に
し
て
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
。ガ
ン
細
胞
を

残
し
て
し
ま
う
と
転
移
の
可
能
性
が
高
ま
る
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
正
常
な
細
胞
ま
で
切
除
す
る
と

重
大
な
機
能
障
害
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
。

 ガ
ン
細
胞
か
正
常
な
細
胞
か
を
正
確
に
識
別

す
る
に
は
、サ
ン
プ
ル
の
組
織
片
を
採
取
し
て
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
が
、そ
の
た
め
に
は
最
低
で

も
30
分
程
度
か
か
っ
て
し
ま
う
。

 こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
ツ

ー
ル
が
、テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
の
開
発

し
て
い
る「M

asSpec Pen

」だ
。

　

M
asSpec Pen

は
ペ
ン
の
よ
う
な
形
状
を
し

た
、使
い
捨
て
の
医
療
機
器
で
あ
る
。

 判
別
し
た
い
部
位
にM

asSpec Pen

を
押
し

当
て
る
と
、１
滴
の
水
が
部
位
の
表
面
に
落
ち
、

そ
こ
に
タ
ン
パ
ク
質
や
脂
質
、そ
の
他
の
代
謝
物

が
浸
透
す
る
。MasSpec Pen

は
そ
の
水
滴
を

吸
い
込
み
、質
量
分
析
計
に
送
り
込
む
。

 質
量
分
析
計
は
、水
滴
に
含
ま
れ
る
物
質
の

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
。機
械
学
習
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
を
用
い
て
こ
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
分
析
し
、ガ
ン

細
胞
か
正
常
な
細
胞
か
を
判
別
す
る
仕
組
み
だ
。

判
別
に
か
か
る
時
間
は
、10
秒
以
下
で
あ
る
。

 人
間
の
ガ
ン
細
胞
サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
、判
別

の
精
度
を
調
べ
た
結
果
は
、96
・３
％
。ま
た
、ガ
ン

に
か
か
っ
た
マ
ウ
ス
を
使
っ
た
手
術
で
は
、組
織
を

損
傷
す
る
こ
と
な
く
、ガ
ン
細
胞
を
切
除
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。現
在
、研
究
チ
ー
ム
は
、甲

状
腺
ガ
ン
、乳
ガ
ン
、膵
臓
ガ
ン
に
関
し
て
、臨
床

試
験
を
行
っ
て
い
る
。

 ガ
ン
細
胞
を
す
ば
や
く
正
確
に
識
別
で
き
れ

ば
、正
常
な
細
胞
を
削
除
す
る
割
合
も
減
る
た
め
、

機
能
障
害
が
減
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
設
備
の
整
っ
た
病
院
で
な
い
と
行
え

な
か
っ
た
外
科
手
術
が
、イ
ン
フ
ラ
の
整
っ
て
い
な

い
発
展
途
上

国
で
も
実
施

で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。

（
文
／
山
路
達
也
）

69

ガ
ン
細
胞
か
正
常
細
胞
か
を

即
座
に
識
別
す
る「
魔
法
の
ペ
ン
」

 

MasSpec Penを使うと、10秒以下でガン細胞か正常細胞かを識別できる。
©Livia S. Eberlin Research Group 2018
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外
国
人
、ま
た
は
外
国
法
人
に
代
わ
っ
て
タ
イ
人

が
土
地
を
取
得
す
る
と
いっ
た
、い
わ
ゆ
る
名
義

貸
し
を
行
う
こ
と
も
土
地
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す（
土
地
法
第
96
条
）。違
反
し
た
場
合

は
２
万
バ
ー
ツ
以
下
の
罰
金
、も
し
く
は
２
年
以

下
の
禁
固
、ま
た
は
そ
の
併
科
の
対
象
と
な
り
ま

す（
同
法
第
１
１
３
条
）。名
義
貸
し
に
よ
り
取

得
し
た
土
地
は
、指
定
さ
れ
た
一
定
期
間
内
に
売

却
な
ど
の
処
分
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
同

法
第
94
条
、96
条
）。

 

建
物
は
土
地
と
別
個
の
不
動
産
と
し
て
所
有

権
の
対
象
と
な
り
、外
国
人
や
外
国
法
人
に
よ
る

建
物
の
所
有
制
限
を
定
め
た
法
令
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、外
国
人
や
外
国
法
人
で
あ
っ

タ
イ
不
動
産
関
連
法 

　

タ
イ
に
お
け
る
不
動
産
の
定
義
、売
買
、賃
貸

借
、使
用
貸
借
な
ど
、一
般
的
な
規
則
は
民
商
法

典（C
ivil and C

om
m
ercial C

ode

）で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
付
随
す
る
か
た
ち
で
、土

地
法（Land A

ct B
.E
. 2497(1954)

）、お
よ
び

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
法（C

on
d
om
in
iu
m
 A
ct     

B
.E
. 2522(1979)

）と
いっ
た
特
別
法
が
存
在
し

て
い
ま
す
。

　

タ
イ
で
は一
般
的
に
個
人
に
よ
る
土
地
の
所
有

が
認
め
ら
れ
て
お
り
、土
地
の
売
買
な
ど
、不
動

産
お
よ
び
不
動
産
に
関
す
る
物
件
の
取
得
は
民

商
法
上
、契
約
書
な
ど
の
書
面
に
よ
る
合
意
と

登
記
に
よ
って
法
的
効
力
を
発
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

土
地
の
登
記

 

土
地
の
登
記
制
度
で
押
さ
え
て
お
く
べ
き
は
、

土
地
の
所
有
権
を
証
す
る
権
利
証
書

「C
hanote

」（
チ
ャ
ノ
ー
ト
）で
す
。Chanote

は
、

当
該
す
る
土
地
の
管
轄
の
土
地
事
務
所（Land 

O
ffi
ce

）に
よ
り
原
本
が
２
部
発
行
さ
れ
、１
部
は

土
地
の
所
有
権
者
が
、も
う
１
部
は
当
該
土
地

事
務
所
が
保
管
し
ま
す
。し
か
し
、タ
イ
国
内
の一

部
で
は
権
利
証
書
が
発
行
さ
れ
て
い
な
い
土
地

も
あ
り
、そ
の
よ
う
な
土
地
に
お
い
て
は
各
種
証

明
書（N

gor Sor Saam
 G
or

な
ど
）に
よ
っ
て
、

売
買
の
可
否
、売
買
方
法
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、取
り
扱
い
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

 

建
物
に
つ
い
て
は
、所
有
権
を
証
明
す
る
証
書

は
存
在
せ
ず
、証
明
は
売
買
契
約
証
書（
土
地
事

務
所
に
登
録
）に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま
た
、建
物
建
設
の
際
に
取
得
す
る
建
築

許
可
証（C

onstruction Perm
it

）も
、建
物
の

所
有
権
を
示
す
証
拠
と
し
て
効
果
を
持
ち
ま
す
。

土
地
取
得
の
外
資
規
制

 

タ
イ
に
お
け
る
土
地
の
取
得
前
段
階
と
し
て
、

外
国
人
に
よ
る
土
地
取
得
の
規
制
に
つい
て
触
れ

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

日
系
企
業
が
タ
イ
で
土
地
を
取
得
す
る
際
に

は
、土
地
法
上
の
外
資
規
制
に
加
え
、外
国
人
が

タ
イ
国
内
に
お
い
て
行
う
事
業
を
規
制
す
る
、外

国
人
事
業
法（F

oreign B
usiness A

ct

）が
関

係
し
て
き
ま
す
。原
則
、外
国
人
は
タ
イ
の
土
地

タイの事業用不動産事情
土地
取得

日系企業がタイで
土地取得するための基礎知識

を
所
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん

（
土
地
法
第
86

条
）。こ
こ
で
い
う

外
国
人
と
は
、タ

イ
国
籍
以
外
の

個
人
を
指
す
と

解
さ
れ
ま
す
。ま

た
外
国
人
事
業

法
に
お
い
て
も
、

外
国
人
に
よ
る

土
地
取
引
業
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま

す（
外
国
人
事
業

法
８
条
１
項
）
。

外
国
人
事
業
法

に
お
け
る「
外
国

人
」と
は
、外
国
側
の
登
録
資
本
の
保
有
割
合
が

49
％
を
超
え
る
、ま
た
は
外
国
人
株
主
の
人
数
が

全
株
主
の
過
半
数
を
占
め
る
株
式
会
社
な
ど
を

指
し
ま
す（
同
法
第
97
条
）。

 

ま
た
、土
地
法
に
基
づ
く
土
地
取
得
の
外
資

規
制
に
お
い
て
は
、登
録
資
本
を
構
成
す
る
株
式

の
49
％
超
が
外
国
人
に
よ
り
保
有
さ
れ
て
い
る
タ

イ
の
会
社
が「
外
国
人
」に
該
当
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、外
国
人
事
業
法
と
土
地
法
の
外
資
規
制

に
お
け
る
基
準
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
の
で
留
意

が
必
要
で
す
。

 

こ
れ
ら
の
所
有
規
制
を
ク
リ
ア
で
き
る
条
件

を
整
え
る
の
は
相
当
難
易
度
の
高
い
作
業
と
な

り
ま
す
が
、ビ
ジ
ネ
ス
目
的
で
あ
れ
ば
、タ
イ
投

資
委
員
会（
B
O
I
）の
許
可
を
得
る
方
法（
投

資
奨
励
法
第
27
条
）や
、タ
イ
工
業
団
地
公
社

（
Ｉ
Ｅ
Ａ
Ｔ
）法
を
利
用
す
る
こ
と
で
、取
得
は
可

能
で
す（
タ
イ
工
業
団
地
公
社
法
第
44
条
）。

 

近
年
で
は
日
系
金
融
機
関
傘
下
の
投
資
会
社

の
出
資
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
タ
イ
内
資
会
社

を
設
立
し
、そ
の
法
人
で
土
地
を
取
得
す
る
と
い

う
ス
キ
ー
ム
も
多
々
見
ら
れ
ま
す
。土
地
事
務
所

の
審
査
官
に
よ
っ
て
は
、出
資
者
の
出
資
者
を
複

数
レ
イ
ヤ
ー
に
わ
た
り
遡
っ
て
チ
ェッ
ク
し
ま
す
の

で
、土
地
取
得
実
行
に
移
る
前
に
事
前
確
認
が

必
要
で
す
。

 

な
お
、タ
イ
で
は
外
国
人
、外
国
法
人
に
対
す

る
厳
し
い
土
地
所
有
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、

て
も
建
物
で
あ
れ
ば
タ
イ
で
も
自
由
に
取
得
、所

有
で
き
ま
す
が
、建
物
単
体
の
登
記
制
度
や
所

有
権
者
を
証
明
す
る
権
利
証
制
度
が
存
在
し
な

い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
建
物

の
売
買
の
際
に
は
、土
地
売
買
と
は
異
な
る
手
続

き
を
踏
む
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、専
門
家
と

事
前
確
認
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

土
地
の
売
買
契
約

　

ま
ず
土
地
の
売
買
の
合
意
、売
買
金
額
に
加

え
、当
事
者
や
土
地
の
権
利
に
関
す
る
表
明
保

証
、売
買
代
金
の
支
払
い
の
実
行
前
提
条
件
、必

要
な
許
認
可
の
取
得
に
関
す
る
誓
約
事
項
な
ど

規
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。土
地
の
譲
渡
に
際

し
て
は
、管
轄
の
土
地
事
務
所
に
お
い
て
、登
記

官
の
面
前
で
所
定
の
売
買
契
約
証
書
に
両
当
事

者
が
署
名
し
、そ
の
場
で
登
記
申
請
を
行
い
ま

す
。な
お
、売
買
契
約
証
書
に
関
し
て
は
定
型
の

書
式
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、詳
細
な
条
件
の
規
定

は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
実
務
上
、

ま
ず
は
当
事
者
間
で
詳
細
な
条
件
を
規
定
し
た

売
買
契
約
を
別
途
作
成
・
締
結
し
、そ
の
う
え

で
、そ
の
主
要
条
項
の
み
を
売
買
契
約
証
書
に
反

映
、登
記
官
の
面
前
で
署
名
す
る
作
業
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　

登
記
の
申
請
か
ら
完
了
に
要
す
る
期
間
は
、

登
記
に
先
立
ち
公
告
が
必
要
な
場
合
や
申
請
書

類
に
不
備
が
あ
る
よ
う
な
場
合
を
除
き
、通
常
は

１
日
で
完
了
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、利
用
権
証
書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
土

地
に
つい
て
、土
地
の
調
査
に
基
づ
き
境
界
確
定
が

な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、登
記
を
行
う
前
に
30
日

間
の
公
告
期
間
を
経
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
動
産
の
賃
貸
借

　

土
地
や
建
物
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
、民
商
法
典

上
で
は
最
長
30
年
ま
で
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、さ

ら
に
30
年
の
更
新
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

 

し
か
し
、更
新
オ
プ
シ
ョン
は
登
記
不
可
の
た
め
、

そ
の
土
地
や
建
物
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、新
所
有

者
に
よって
更
新
オ
プ
シ
ョン
を
破
棄
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。　

 

ま
た
３
年
を
超
え
る
賃
貸
借
契
約
に
つ
い
て

は
、土
地
事
務
所
に
登
記
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。登
記
し
な
い
場
合
の
拘
束
力
は
３
年
間
ま
で

と
な
り
、そ
の
た
め
、オ
フ
ィ
ス
の
賃
貸
借
期
間
は

登
記
義
務
を
避
け
る
た
め
、３
年
以
内
に
設
定

す
る
の
が一般
的
で
す
。一定
の
条
件
を
満
た
す
商

工
業
用
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
は
、商
工
業
用
不
動

産
賃
貸
借
法（A

ct on Lease of Im
m
ovable 

Property for C
om
m
ercial and Industrial 

Purposes B
.E
. 2542(1999)

）に
よ
り
、最
大
50

年
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

土地事務所（Land Office）

タイ土地制度の歴史的成り立ち
 タイではその昔、国王がすべての国土を所有していました。国王が国民
に土地を利用する権利を付与する、という体制（以下、利用権）が取られて
おり、いわゆる大陸法の土地所有権のような概念はありませんでした。それ
ゆえ、この利用権を証する書面であるNor.Sor.3（NS3）は、一般的には当該
土地を長年にわたり利用できるという証明として理解されています。
 20世紀前半、法制度改革により、一般に登記上の権利者が真正な権利
者であることを国が保障する、英米法の土地登記制度「トレンス・システム
（Torrens System）」が導入され、土地登記局が設立されます。1935年
にはタイ民商法において、大陸法的な土地所有権制度が導入され、タイ民
商法下では、国王から付与された利用権に対する保護は与えられないこと
となりました。これにより、国民は土地の所有権を取得する必要がありまし
たが、土地の所有権を証明するための権原証書（title deed、タイ土地権利 
書「Chanote」）の発行が進まず、土地取引に混乱が生じました。翌年、同制
度に修正が加えられると、旧来の制度である土地の利用権についても保護
されることとなり、Chanote発行済みの土地に係る「所有権」に加え、
Chanoteが未発行の土地に係る旧来の「利用権」も保護されることとなり
ました。

GDM (Thailand) Co.,Ltd.
57, Park Ventures Ecoplex, 
12th Fl. Unit 1211, 
Wireless Road, Lumpini, 
Patumwan, Bangkok 10330

【お問い合わせ】
+668-6513-7435 （高尾）  
takao@gdm-asia.com   
www.gdm-asia.com

日本からの対タイ不動産投資は増加傾向にあるが、
タイにおける土地取得に関する手続きや申請法律
は複雑で分かりにくい。基礎的な不動産法制と外資
規制を整理し、日系企業がタイで実際に土地を取得
し事業を進める際の投資スキーム、方法について、
事業用不動産取引に実績のあるGDM (Thailand) 
の高尾博紀が解説する。

GDM (Thailand) Co., Ltd.
代表取締役社長　高尾博紀

900,000㎡を超えるタイ不動産取引実績
工場、ホテル、オフィス、コンド用地、
売りホテルなど事業用不動産専門

当事者間同士での条件調整 土地事務所の登記官前で登記申請
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Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・アズビル 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

Sukhumvit Rd

Ta
m

ru
 -
 B

an
g 

Ph
li 

Rd

Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。

　

スワンナプーム
国際空港
スワンナプーム
国際空港

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

20km20km20km

40km40km40km

60km60km60km

3空港間高速鉄道3空港間高速鉄道

マプタプット
深海港
マプタプット
深海港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

BHAKASA INDUSTRIAL

5
km

プレクサ
BTS駅

22
km

バンコク港
（クローントゥーイ港）

25
km

スワンナプーム
国際空港

112
km

レムチャバン港

バンプー
工業地帯
バンプー
工業地帯

プラカサ
工業地帯
プラカサ
工業地帯

BTSプレクサ駅BTSプレクサ駅

２０２２年
 延
伸
予
定

２０２２年
 延
伸
予
定

BTSケハ駅BTSケハ駅

（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

新

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

1

2

3

SO
LD
 O
UT
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豊富な経験と実績で不動産取得をサポートいたします。

+668-6513-7435

アマタシティーチョンブリ工業団地（旧アマタナコン）
日系ゼネコン建設物件のため状態良好

タイ事業用不動産タイ事業用不動産
売り工場

・ 土地面積：約8,020㎡

・ 工場エリア：約3,300㎡

・ 事務所エリア：約810㎡

・ 価格：お問い合わせください

・ 角地、2方向アクセス可

・ 日系ゼネコン建設のため

 建物状態良好

・ 引き渡し可能時期：19年5月以降

・ IEAT(タイ工業団地)物件

・ 操業許可取得容易

クリーン度10万クラスのクリーンルーム有。検査室や研究室
として有効活用が可能。

トランスやMDB、SBDを含め受電設備は完備。

製造エリアは天井高約3.5から4メートルとなっており、天井
配管用ラダーが張り巡らされている。製造エリアは空調完備。

角地に立地しているため2面道路アクセスが可能。1面をゲス
ト、従業員用、もう1面を搬出入用などに分けることが可能。

倉庫エリアも十分に広さがある。工場エリアの拡張用としても
使用可能。フォークリフトなどの機器、備品も譲渡可能。

倉庫エリアには、床上げ収納エリアもあり、スペースの有効活用
もできる。

キャンティーンエリアはクリーンで広々としたエリアとなってい
る。調理場も広く、100名近く収容可能。

事業用不動産をお探しならGDM 

GDMでは、工場・土地・オフィスなど事業不動産を数多く取り扱っております 

GDMからの紹介または『ArayZ』読者の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介、『ArayZ』読者の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！
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Ａ
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。取
引
の
内
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よ
っ
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取
り
扱
い
が

異
な
る
た
め
、各
取
引
が
ど
の
扱
い
に
該
当

す
る
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

仕
入
Ｖ
Ａ
Ｔ
控
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受
け
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は
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り
、仕
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Ｖ
Ａ
Ｔ
を
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
で
、記
載
項
目
も
厳
格
に
規
定
さ
れ

て
ま
す
。社
名
や
住
所
の
誤
り
な
ど
記
載

事
項
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、仕
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Ｖ
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け
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ま
せ
ん
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ま
と
め

 

タ
イ
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Ｖ
Ａ
Ｔ
に
つ
い
て
前
編
、後
編
と

２
回
に
わ
た
り
解
説
し
て
き
ま
し
た
。毎
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申
告
手
続
き
、タ
ッ
ク
ス
イ
ン
ボ
イ
ス
の

管
理
等
と
手
間
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要
し
ま
す
が
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タ
イ
で
法
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設
立
し
、事
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行
っ
た
場

合
、一
般
的
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事
業
会
社
は
Ｖ
Ａ
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付
加
価
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税
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申
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納
税
し
な
け
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な
り
ま
せ
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前
編
で
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タ
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に
お
け
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Ｖ
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Ｔ
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概
要
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介
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ま
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編
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行
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実
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処
理
に
つ
い
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解
説
し
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い
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ま
す
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Ｔ
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サ
ー
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預
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Ｖ
Ａ
Ｔ
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Ｖ
Ａ
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と
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、法
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品
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サ
ー
ビ
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購
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す
る
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払
っ
た
Ｖ
Ａ
Ｔ
を
言
い
ま
す
。な
お
、売
上
Ｖ
Ａ
Ｔ

を
仕
入
Ｖ
Ａ
Ｔ
が
上
回
っ
た
場
合
は
、上
回
っ
た

仕
入
Ｖ
Ａ
Ｔ
を
還
付
請
求
し
て
取
り
戻
す
、ま

た
は
翌
月
の
Ｖ
Ａ
Ｔ
納
税
額
か
ら
相
殺
す
る
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

３
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の
Ｖ
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取
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扱
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Ｖ
Ａ
Ｔ
課
税
の
取
り
扱
い
は
取
引
内
容
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。原
則
的
な
取
り
扱
い
の

７
％
課
税
取
引
。輸
出
取
引
等
に
該
当
す
る

聞
き
た
く
て
も
聞
け
な
か
っ
た
、タ
イ
の
税
金
事
情

Ｖ
Ａ
Ｔ（
付
加
価
値
税
）の
基
礎
知
識
–
後
編
–

www . j g a . a s i a

言葉、文化を超えてグローバル日系企業が
本業に専念できる環境を提供します。

業務内容
 記帳代行／月次決算、財務諸表作成／税務相談、コンサルティング
各種税務申告書作成／給与、社会保険業務
スポット業務（還付請求、デューデリジェンス、Ｍ＆Ａ他）

Thai Office
10/183 (2402) 24Floor, The trendy Building, 
Sukhumvit Soi 13   TEL: 02-168-6225
Japan Office
＜はらしま会計事務所＞　2006年7月設立。日本国内の税務業務
及び各種コンサルティングの他、タイ進出企業の日本本社向けに総
合コンサルティングサービスを提供。
J  Glocal  Accounting社の日本オフィスとしての役割を担う。

大学卒業後、証券化に特化した会計事務所
勤務を経て2009年来タイ。大手日系会計事
務所で５年間勤務し、日系金融機関ほか多く
の日系企業の会計・税務・監査業務に従事
する。2013年12月、J Glocal Account-
ing Co.,Ltd.を設立、タイと日本の会計・税務
の専門家として日系企業へのサポートを行う。

J Glocal Accounting Co., Ltd.
Managing Director

坂田 竜一

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
作
業
で
す
。普
段
か

ら
効
率
よ
く
行
う
工
夫
を
す
る
こ
と
、ま
た
は

会
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
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と
に
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て
、本
業
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こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。



２
０
１
９
年
9
月
の

タ
イ
経
済
情
報

  

タ
イ
中
央
銀
行
が
発
表
し
た
２
０

１
９
年
９
月
の
重
要
な
経
済
指
標
に

よ
る
と
、タ
イ
経
済
は
前
月
か
ら
引

き
続
き
減
速
傾
向
に
あ
り
ま
す
。輸

出
が
収
縮
を
続
け
て
い
る
こ
と
に
加

え
、工
業
生
産
と
民
間
投
資
も
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。一
方
で
、民
間
消

費
と
外
国
人
旅
行
者
数
は
引
き
続

き
拡
大
し
て
い
ま
す
。

タイ経済・月間レポート（2019年11月号）

 9月のタイ経済は引き続き減速傾向

　９
月
の
民
間
消
費
は
前
年
同
月

比
１・３
％
上
昇
し
、前
月
に
引
き
続

き
拡
大
し
て
い
ま
す
。そ
の
主
な
牽

引
役
は
、サ
ー
ビ
ス
が
前
年
同
月
比

３・７
％
、旅
行
者
の
支
出
は
同
７・５

％
、半
耐
久
消
費
財
が
同
１・３
％
、

非
耐
久
消
費
財
が
同
１・１
％
そ
れ

ぞ
れ
上
昇
し
ま
し
た
。し
か
し
な
が

ら
、耐
久
消
費
財
は
同
５・７
％
下
落

し
ま
し
た
。 

 

一
方
で
、民
間
投
資
は
前
年
同
月

比
３・９
％
縮
小
し
ま
し
た
。機
械・

設
備
を
中
心
と
し
た
資
本
財
の
輸

入
が
前
年
同
月
比
２・６
％
、建
設
認

可
を
受
け
た
土
地
の
面
積
が
同
４・

１
％
、商
用
車
の
購
入
が
同
３・８
％
、

建
材
の
販
売
が
同
１・６
％
、国
内
の

機
械
販
売
が
同
８・０
％
そ
れ
ぞ
れ

下
落
し
ま
し
た
。

 

９
月
の
輸
出
は
、前
年
同
月
比
１・

５
％
減
の
２
０
４
億
米
ド
ル
と
な
り

ま
し
た
。米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
る
世

界
経
済
の
鈍
化
や
、電
子
部
品
市
場

の
低
迷
、国
際
原
油
価
格
の
下
落
な

ど
の
影
響
で
下
落
し
ま
し
た
。 

 

工
業
生
産
に
関
し
て
は
、前
年
同

月
比
４・７
％
減
と
な
り
、５
カ
月
連

続
で
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り
ま
し
た
。

外
需
の
落
ち
込
み
に
よ
り
、工
業
生

産
も
縮
小
し
ま
し
た
。 

 

観
光
業
で
は
、外
国
人
観
光
客
数

が
前
年
同
月
比
10・１
％
増
の
２
９
０

万
人
と
な
り
ま
し
た
。中
国
と
イ
ン

ド
か
ら
の
旅
行
者
が
拡
大
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
原
因
で
す
。ま
た
、昨
年
７

月
に
南
部
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
起
き
た
観

光
船
の
転
覆
事
故
後
に
中
国
人
旅

行
者
が
落
ち
込
ん
で
い
た
低
ベ
ー
ス

効
果
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
10
月
の

タ
イ
の
イ
ン
フ
レ
率

　

 

商
務
省
が
発
表
し
た
19
年
10
月

の
ヘッ
ド
ラ
イ
ン・イ
ン
フ
レ
率
は
、前

年
同
月
比
０・11
％
上
昇
し
、前
月
か

ら
伸
び
が
減
速
し
ま
し
た
。３
カ
月

連
続
で
減
速
傾
向
に
あ
り
ま
す
。果

物・野
菜
や
米・粉
製
品
を
中
心
と
し

た
食
品・飲
料
部
門
の
価
格
上
昇
が

全
体
を
押
し
上
げ
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、燃
料
価
格
の
下
落
に
相
殺

さ
れ
る
形
で
、19
年
１
月
以
来
の
緩

や
か
な
上
昇
率
と
な
り
ま
し
た
。 

 

品
目
別
に
み
る
と
、非
食
品・飲
料

部
門
が
前
年
同
月
比
１・09
％
収
縮

し
ま
し
た
。住
宅
が
同
０・37
％
、娯

楽・教
育
が
同
０・76
％
そ
れ
ぞ
れ
上

昇
し
た
一
方
、運
輸・通
信
は
同
３・43

％
下
落
し
、全
体
の
伸
び
を
押
し
下

げ
ま
し
た
。一方
で
、食
品・飲
料
部
門

は
同
２・22
％
増
と
な
り
ま
し
た
。米・

粉
製
品
の
上
昇
率
が
同
８・88
％
、肉・

魚
が
同
２・19
％
、果
物・野
菜
が
同
６

・03
％
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
ま
し
た
。 

 

一
方
で
、振
れ
幅
の
大
き
い
生
鮮
食

品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除
く
コ
ア・イ
ン

ArayZ ArayZ 
KASIKORNBANKKASIKORNBANK

2019年9月のタイ経済は前月から引き続き減速傾向にありま
す。輸出、民間投資、工業生産の落ち込みのほか、民間消費
の伸びが緩やかになったことが響きました。一方で、観光業は
引き続き拡大しています。 
19年10月の消費者物価の上昇率は、前年同月比0.11％上
昇し、前月から伸びが減速しました。果物・野菜や米・粉製品
を中心とした食品・飲料部門の価格上昇が全体を押し上げ
ました。しかし、燃料価格の下落に相殺される形で、19年1月
以来の緩やかな上昇率となりました。一方で、振れ幅の大き
い生鮮食品とエネルギーを除くコア・インフレ率は同0.44％の
上昇で、前月から伸びが横ばいとなりました。 
最近、タイの物流業界ではデジタル技術を活用した新たなビ
ジネスモデルが多数生み出されています。そのうちの一つがe
ロジスティクスアグリゲータです。 
eロジスティクスアグリゲータは、eコマース運営において欠か
すことができないeコマース物流サービスを提供しています。こ
のeコマース物流サービスの特徴は、タイのeコマースを活用し
た中小企業向けワンストップサービスソリューションになる点
です。 
19年、タイのeロジスティクスアグリゲータの売り上げは70％
急増し、35億バーツに上ると予測されます。タイのB2Cのeコ
マース市場の拡大に伴い、タイの物流需要も増加し、eロジ
スティクスアグリゲータの売上も今後さらに増加すると予想さ
れます。 

・

・

 
・

・

・

2019年9月のタイ経済指標成長率（Y-O-Y: 前年比）

出所：タイ国中央銀行、タイ国工業省、タイ国観光・スポーツ省

“
”

外需の落ち込みにより、
工業生産も縮小
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ArayZ
KASIKORNBANK

フ
レ
率
は
、前
年
同
月
比
０・44
％
の

上
昇
で
、前
月
と
比
べ
横
ば
い
と
な
り

ま
し
た
。

２
０
１
９
年
10
月
〜
11
月
の

外
為
相
場

  

ド
ル
／
円
相
場
は
10
月
〜
11
月

上
旬
に
か
け
て
円
安
の
方
向
に
動
き

ま
し
た
。背
景
と
し
て
米
連
邦
準
備

制
度
理
事
会（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）が
10
月
30
日

の
連
邦
公
開
市
場
委
員
会（FO

M
C

）

で
19
年
３
度
目
の
利
下
げ
を
決
め
る

と
と
も
に
、利
下
げ
休
止
を
示
唆
し

た
こ
と
を
受
け
て
約
３
カ
月
ぶ
り
に

１
０
９
円
台
ま
で
上
値
を
伸
ば
し
ま

し
た
。

 

そ
し
て
、11
月
８
日
に
中
国
政
府

が
米
国
と
の
閣
僚
級
協
議
で
段
階
的

に
追
加
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と
で
一

致
し
た
と
発
表
し
た
こ
と
を
受
け
、

貿
易
摩
擦
が
緩
和
す
る
と
の
期
待
が

広
が
り
ま
し
た
。投
資
家
が
リ
ス
ク

を
取
り
、安
全
資
産
と
さ
れ
る
円
を

売
っ
て
ド
ル
を
買
う
流
れ
が
優
勢
と

な
り
ま
し
た
。 

 

ド
ル
／
タ
イ
バ
ー
ツ
相
場
は
10
月

に
バ
ー
ツ
高
の
方
向
に
動
き
ま
し
た
。

バ
ー
ツ
は
10
月
１
日
に
は
１
ド
ル
30・

６
バ
ー
ツ
台
か
ら
10
月
31
日
に
は
１

ド
ル
30・１
バ
ー
ツ
台
と
な
り
、約
６
年

ぶ
り
の
高
値
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ー
ツ
高
な
ど
を
抑
制
す
る
た
め
、タ

イ
中
央
銀
行
は
11
月
６
日
の
金
融
政

策
委
員
会
で
、政
策
金
利
を
従
来
の

年
１・５
％
か
ら
０・25
％
下
げ
、１・25

％
に
す
る
と
決
め
ま
し
た
。

 
政
策
金
利
の
引
き
下
げ
は
８
月
に

引
き
続
く
も
の
で
、19
年
２
度
目
と

な
り
ま
す
。今
回
の
利
下
げ
判
断
は

想
定
ど
お
り
で
、短
期
的
に
は
バ
ー
ツ

高
を
抑
制
す
る
効
果
が
見
ら
れ
ま

 

す
。バ
ー
ツ
は
一
時
１
ド
ル
30・４
バ
ー

ツ
台
ま
で
戻
り
ま
し
た
。

e
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ア
グ
リ
ゲ

ー
タ
―
新
た
な
物
流
サ
ー
ビ
ス

　

 

現
在
、タ
イ
の
物
流
産
業
で
は
企

業
間
競
争
が
激
化
し
、特
に
陸
上
輸

送
事
業
は
企
業
数（
17
千
社
以
上
）

が
最
も
多
く
、売
上
高
総
利
益
率
が

比
較
的
に
低
く
な
って
い
ま
す
。過
去

５
年
間
、タ
イ
に
お
い
て
Ｄ
Ｈ
Ｌ
や
Ｃ

Ｊ Logistic

な
ど
の
国
際
物
流
会
社

は
、元
々
輸
出
向
け
製
造
業
に
対
す

る
物
流
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
中
心
と
し

て
い
ま
し
た
が
、最
近
タ
イ
国
内
企

業
に
対
す
る
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
始
め
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、物
流
企
業
間
競
争
が
今
後
さ
ら

に
激
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
国
際
物
流
会
社
は
、Ｉｏ

Ｔ
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
、Ａ
Ｉ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
技
術
に
よ
る

物
流
セ
ン
タ
ー
の
高
度
化
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、物
流
革
命
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
新
技
術
に
よ
り
、

約
５
％
〜
６
％
の
利
益
改
善
を
実
現

で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

18
年
に
は
、タ
イ
のｅ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
の
売
上
は
対
前
年

比
81
％
急
増
し
、21
憶
バ
ー
ツ
に
上

り
ま
し
た
。19
年
は
、タ
イ
のｅ
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
の
売
上
は
対

前
年
比
70
％
急
増
し
、35
億
バ
ー
ツ

に
上
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。タ
イ
の

Ｂ
２
Ｃ
のｅ
コ
マ
ー
ス
市
場
の
拡
大
に

伴
い
、タ
イ
の
物
流
需
要
も
増
加
し

て
お
り
、ｅ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ア
グ
リ
ゲ

ー
タ
の
売
上
は
今
後
さ
ら
に
増
加
す

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。タ
イ
のｅ
コ
マ

ー
ス
物
流
事
業
は
将
来
性
の
高
い
事

業
だ
と
考
え
ら
れ
、新
規
顧
客
開
拓

の
促
進
が
今
後
の
課
題
と
な
り
ま  

す
。

 

最
近
、タ
イ
の
物
流
業
界
で
は
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
多
数
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
の一つ
がｅ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
で
す
。ｅ
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
は
、ｅ
コ

マ
ー
ス
運
営
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
いｅ
コ
マ
ー
ス
物
流
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　こ
のｅ
コ
マ
ー
ス
物
流
サ
ー
ビ
ス
の

特
徴
は
、タ
イ
のｅ
コ
マ
ー
ス
を
活
用

し
た
中
小
企
業
向
け
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
で
あ
る
点
で

す
。こ
れ
ら
のｅ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ア
グ

リ
ゲ
ー
タ
は
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
て

物
流
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を

設
け
ま
す
が
、実
際
に
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

の
輸
配
送
手
段
は
所
有
し
て
い
ま
せ

ん
。配
送
等
の
物
流
業
務
は
そ
れ
ぞ

れ
複
数
の
物
流
会
社
に
委
託
す
る

体
制
で
す
。

　そ
の
た
め
、物
流
会
社
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
関
係
が
必
要
に
な
り
ま
す
。従

っ
て
、日
系
物
流
会
社
に
と
っ
て
は
タ

イ
のｅ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
チ
ャ
ン
ス
と
な

り
ま
す
。 

本資料は情報提供を唯一の目的としており、ビジネスの判断材料とするものではありません。掲載されている分析・予測等は、資料制作時点の

ものであり、今後予告なしに変更されることがあります。また、予測の妥当性や正確性が保証されるものでもありませんし、商業ないし何らかの

行動の為に採用することから発生した損害の責任を取れるものでもありません。本資料の予測・分析の妥当性等は、独自でご判断ください。

タイのeコマース
物流は将来性の
高い事業

“
”
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* LEEDとは、米国グリーンビルディング協会による環境性能評価。入居先選定にグリーンビルディング基準を
　自主的に採用している企業としては、グーグル、マイクロソフト、ゴールドマンサックスやバンクオブアメリカなどがあげられます。

４

５

バンコクオフィスナビ
サイトへはこちらから

https://office.gdm-asia.com/bkk-office-navi
097-137-4831（担当：内堀）
uchibori@gdm-asia.com

オフィス探しからオフィス物件との賃
貸契約まで、無料でサポートしており
ます。お気軽にご相談ください！ バンコクの魅力あるオフィス物件を

ご紹介する検索サイトです。360度
カメラでオフィス内を一望、特集
ページではオフィス移転お役立ち
情報などを紹介しています。

バンコクオフィスナ
ビ

担当：内堀担当：内堀

バンコクオフィスナビ

物件へのお問合せ

今
年
注
目
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

ベ
ス
ト
５
を
ご
紹
介
！

G
D
M
 O
ffi
ce N

avi

が
解
説
す
る
、2
0
1
9
年
度
総
ま
と
め

ピラートタワー@エムクオーティエ
Bhiraj Tower at EmQuartier

1,350 THB/㎡
家賃

2015年
竣工

徒歩 BTSプロンポン駅徒歩1分

おすすめポイント

・BTS駅直結、日本人居住エリアのため通いやすい
・新しいビルのため、オフィス内設備が清潔
・商業施設隣接のためお昼等充実

ピラートタワー＠BITEC Bhiraj Tower at BITEC

825 THB/㎡
家賃

2017年
竣工

徒歩 BTSバンナー駅徒歩3分

おすすめポイント

・バンナー周辺で唯一の駅直結物件
・BITEC隣接のため、日本からの出張者にも有名
・スクンビットエリアから距離があるため、賃料が安い

ザ・パーク The PARQ

1,000 THB/㎡
家賃

2020年
竣工

徒歩 MRTクイーンシリキット駅徒歩1分

おすすめポイント

・LEEDではゴールドを取得、都市デザインの
 世界評価基準ではタイで初めてWELL認証
・BTSアソーク駅の隣駅のため企業訪問しやすい
・2020年オープンの商業施設併設新築オフィス物件

Tワンビルディング T One Building

1,200 THB/㎡
家賃

2018年
竣工

徒歩 BTSトンロー駅徒歩5分

おすすめポイント

・BTS駅直結、日本人居住エリアのため通いやすい
・新築物件のため、オフィス内設備が清潔
・スクンビット中心エリアに近く、良心的な価格の物件

パークベンチャー
Park Ventures Ecoplex

1,500 THB/㎡
家賃

2012年
竣工

徒歩 BTSプルンチット駅徒歩1分

おすすめポイント

・LEED*取得しているタイのオフィス物件で唯一のプラチナ
・グーグル等の世界的な企業も入居と格式高く、タイ人の優秀な人材が集まりやすい
・BTS駅直結、ホテルーオークラ隣接のため出張者も訪れやすい

定番！ BTSプロンポン駅
直結のオフィス物件
定番！ BTSプロンポン駅
直結のオフィス物件

ホテルオークラ隣接、
格式高いオフィス物件代表
ホテルオークラ隣接、
格式高いオフィス物件代表

開発が進むバンナーエリア、
今借りるのがお得！
開発が進むバンナーエリア、
今借りるのがお得！

2020年新築の環境にも優しいオフィス物件2020年新築の環境にも優しいオフィス物件

日本人エリアであるトンロー新築の
駅直結オフィス物件
日本人エリアであるトンロー新築の
駅直結オフィス物件

1

2

3
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一覧

シーロム・サトーンエリア

古くからビジネス街として栄えるエリアです。
BTSサラデーン駅とMRTシーロム駅の2駅に加え、
バンコク郊外からの路線バスも多く利便性が良いです。

賃貸料相場    600-1,100バーツ/㎡

ユナイテッド
センター

徒歩 サラデーン駅4分、シーロム駅7分

階数

低層階はショッピングエリア

Pick Up

5
United Center

880B/㎡ 1994年 50階
家賃 竣工

Qハウス
ルンピニ

徒歩 ルンピニ駅 2分

階数

高速道路出入り口近くで
自動車でのアクセスも便利

Pick Up

10
Q House Lumpini

1,100B/㎡ 2006年 38階
家賃 竣工

AIA
サトーンタワー

徒歩 スラサック駅10分

階数

バンコク随一の金融街

Pick Up

9
AIA Sathorn Tower

950B/㎡ 2015年 29階
家賃 竣工

サトーン
スクエア

徒歩 チョンノンシー駅5分

階数

駅直結の
スタイリッシュなオフィスビル

Pick Up

8
Sathorn Square

1,050B/㎡ 2012年 40階
家賃 竣工

アジア
センター

徒歩 チョンノンシー駅3分

階数

周辺には銀行や商業施設、
飲食店、小売店など豊富

Pick Up

6
Asia Centre Building

950B/㎡ 2008年 28階
家賃 竣工

エンパイア
タワー

徒歩 チョンノンシー駅5分

階数

サトーンエリアの
ランドマークタワー

Pick Up

7
Empire Tower

1,080B/㎡ 1999年 58階
家賃 竣工

向かいは
フォーシーズンズプレイス

ジューリック
ハウス

徒歩 サラデーン駅 2分、シーロム駅1分

階数

シーロム地区の繁華街の中心

Pick Up

3
Zuellig House Building

850B/㎡ 1985年 9階
家賃 竣工

ヤダ
ビルディング

徒歩 サラデーン駅1分、シーロム駅6分

階数

BTSサラデーン駅目の前

Pick Up

2
Yada Building

700B/㎡ 1985年 10階
家賃 竣工

シーロム
コンプレックス

徒歩 サラデーン駅 2分、シーロム駅3分

階数

シーロムエリア
最大商業施設内のオフィスビル

Pick Up

4
Silom Complex Building

950B/㎡ 1992年 31階
家賃 竣工

ラマランドビル

徒歩 サラデーン駅 所要時間５分

階数

クラウンホテル隣接のオフィ
スビル

Pick Up

1
Ramaland Building

1,200B/㎡ 1985年 32階
家賃 竣工

ナショナル・スタジアム駅

サイアム駅

チットロム駅
プルンチット駅

ナナ駅
ラチャダムリ駅

サムヤーン駅

シーロム駅

サラデーン駅

チョンノンシー駅

スラサック駅

クロントゥーイ駅

ラチャプラロップ駅

パヤタイ駅

ルンピニ駅

ロイヤル
バンコク
スポーツ
クラブ

ルンピニ公園

サイアム
パラゴン

セントラル
ワールド

インター
コンチネンタル
ホテル

オークラプレステージ
バンコク

アユタヤ銀行

オールシーズン
プレイス

タイ大林本社

盤谷日本人
商工会議所アメリカ大使館

日本大使館

スコータイホテル

BNH病院

日本人会

みずほ銀行
三井住友信託銀行

JETRO

サトーン
通り

三井住友銀行

2
1

5
4

8

9 7

3

10

6

シーロム・
サトーン

One Bangkok

The PARQ

https://office.gdm-asia.com
097-137-4831（担当：内堀）
uchibori@gdm-asia.com

バンコクオフィスサーチ

物件へのお問合せ

https://office.gdm-asia.com

バンコクオフィスサーチ（BKK Office SEARCH）
では、バンコクの魅力あるオフィス物件を効率的に
検索していただき、お客様のニーズに合ったオフィ
ス探しをサポート致します。

114件の
オフィス物件を
掲載中！



入居前にはわかり得ない、入居後に発生する、万が一の
事故を保険でカバーし、予期せぬ費用負担を軽減。退去
時に発生する、「補修費（ダメージ回復費用）」を保険でカ
バーし、デポジット（敷金）返金のトラブルを解消！

TEL:  02-261-1188  info@dlife.co.jp

★ 全物件「住宅保険付き」だから安心！

★ 入居中の盗難・水漏れ・爆発事故や、
　退去時の原状回復費用も住宅保険でカバー！

お部屋探しならディアライフにおまかせ！

http://dlife.co.jp

 Mail:

オフィス、工場の内装設計・施工から、工業用地での電気申請や電気増設工
事まで承ります。また、展示会でのブース設営やデザインワーク、大型パネ
ルの制作も実施。自社での設計・日本人担当者による施工管理が強みです。

GDM (Thailand) Co., Ltd.

BBS (Thailand) Co., Ltd.

クラウドERP/会計システム

www.bbs.co.jp/th

内装・設計・施工

www.gdm-asia.com
TEL:02-651-5655 / 088-572-4998  seiji@gdm-asia.com（山本）

 Mail:

税
務
・
会
計

★ クラウドERP/会計システムを活用し、
 記帳代行/社内経理の不満を解決します

★ 「本社報告に間に合わない」                              
 「日本語で会計数値が見たい」⇒課題を解決

Pricewaterhouse Coopers Legal
& Tax Consultants Ltd.

税務・法務、監査・会計など

www.pwc.com/ja/globalization/country/thailand.html

TEL :02-844-1000

Accounting Porter Co., Ltd.
経理代行サービス

http://aporter.co.th

TEL :02-661-7697
 Mail: kazuhiro.tadano@aporter.com

J Glocal
Accounting Co., Ltd.

会計・税務一括代行・各種コンサルティング

http://jga.asia

TEL :02-168-6225  Mail: info@jga.asia

M&A Group
会計税務・ビジネスコンサル・セキュリティなど

www.m-agroup.com

TEL :02-632-0900～2
 Mail: infojp@m-agroup.com

BizWings
(Thailand) Co., Ltd.

バックオフィス業務に関する総合コンサル

www.bizwings.co

TEL :02-681-9762  Mail: contact@bizwings.co

TNY Legal Co., Ltd.

タイおよびミャンマー法務

www.tny-legal.com

TEL :02-117-0798  Mail: info@tny-legal.com

日本税理士合同事務所 タイランド

会計処理代行業務・税務相談

http://nihon-zeirishi-cooperate.com

TEL :02-632-7645～6
Mail: ogawa@nihon-zeirishi-cooperate.com

Hongo Toyo
Accounting Co., Ltd.

会計・税務、各種コンサルティング

www.ht-tax.or.jp

TEL :02-258-3323 Mail: Kaikei@hongo-t.com 

人
材
紹
介

nms (Thailand) Co., Ltd.
製造業専門・人材派遣

www.n-ms.co.jp

TEL :038-190-450
Mail: m_matsumoto@n-ms.co.jp

en world Recruitment
 (Thailand) Co., Ltd.

エグゼクティブマネージャークラス人材紹介

www.enworld.com

TEL :02-106-8659  Mail: yu.s@enworld.com

Dee Staff 
Recruitment Co., Ltd.

タイ人・日本人スタッフ人材紹介

www.deestaff.com

TEL :02-673-9830  Mail: j-info@deestaff.com

A-LINK RECRUITMENT
CO., LTD.

１年保証の人材紹介（日本人・タイ人）

www.alink.co.th

TEL:063-230-8314（佐藤）  Mail:marketing@alink.co.th

Wide Spread Intertrade 
Recruitment Co., Ltd.

人材紹介（日本人・タイ人）

http://wsjob.com/new/jap/

TEL :084-438-2500  Mail: japanese@wsjob.com

Job Passport
Recruitment Co., Ltd.

人材紹介派遣（日本人・タイ人）

www.job-passport.com

TEL :038-025-848  Mail: japanese@job-passport.com

NAGAWA
(THAILAND) CO., LTD.

工場・倉庫・事務所の設計・建築・施工

 www.nagawa.co.th

TEL :02-312-2513 Mail: toshinari.fujiwara@nagawa.co.th

KOKUYO International 
(THAILAND) Co., Ltd.

内装・設計・施工

www.kokuyo-thailand.com

TEL :02-264-5100

設
計
・
施
工

ONE ASIA
LAWYEARS

法務、人事・労務・新興メコン法務

http://oneasia.legal/

TEL :061-780-1515  Mail: info@oneasia.legal

法
務

berrymobile

モバイル・通信

www.berrymobile.jp/thailand

TEL: 02-105-4568  Mail:support-th@berrymobile.jp

通
信

TEL:  02-255-0423 info_th@bbs.co.jp
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Mail: info@
            komatsuelec.co.th

Mail: Office23@
　　　personnelconsultant.co.th

オ
フ
ィ
ス
機
器

Nippon Office Automation
(Thailand) Co., Ltd.

OA機器全般（複合機、CCTV等）販売・レンタル

www.nihon-oa.com

TEL :02-136-4235～6 Mail: t_ichimura@nihon-oa.com

Fuji Xerox
(Thailand) Co., Ltd.

複合機・リース・販売

www.fujixerox.co.th

TEL :02-660-8383

Konica Minolta Business Solutions
(Thailand) Co., Ltd.

複合機の販売・リース・保守

www.konicaminolta.co.th

TEL :02-029-7000 Mail: jpn_desk@konicaminolta.co.th

Canon Marketing (Thailand) Co., Ltd.
複合機及びOA機器の販売／保守

https://th.canon/en/

TEL :02-344-9999 内線７（日本語）
Mail: cmt_toiawase@amt.canon.co.th

オ
ー
ト
リ
ー
ス

Thai ORIX Leasing 
Co., Ltd.

オートリース、機械設備リース、計測器レンタル

www.orix.co.th

TEL :02-792-4543  Mail：inquiry@orix.co.th

Sumitomo Mitsui Auto Leasing 
& Service (Thailand) Co., Ltd.

オートリース

japandesk@smauto.co.th

TEL :02-252-9511/Ext.5206

TISCO Tokyo 
Leasing Co., Ltd.

機械設備リース、オートリース

www.tiscotokyo-leasing.co.th

TEL: 02-638-0909  Mail:salesautolease@tiscotokyo-leasing.co.th

MAZARINE CO., LTD.
車のリース、運転手派遣（長期）サービス

www.mazarinethai.wixsite.com/Profile

TEL: 086-775-2188 （日本人窓口）
Mail: k_hamagami@mazarine.co.th

貿
易

MITSUI-SOKO
(Thailand) CO., LTD.

運輸・倉庫・貿易実務

www. mitsui-soko.co.th

TEL :081-985-1441（日本人直通）  Mail: inquiry@mitsui-soko.co.th

オ
フ
ィ
ス

OFFICE23@PERSONNEL
CONSULTANT

サービスオフィス

www.personnelconsultant.co.th/office23

TEL :02-612-7333～4

翻
訳

Unimon Co., Ltd.

タイ語翻訳サービス

www.jpthai.com

TEL: 02-237-3817  Mail: trans@unimon.co.th

NPD
SERVICE OFFICE

サービスオフィス

www.npd.co.th/npd_service_office/overview.html

TEL :02-237-2353  Mail: shu-hasebe@npd.co.th

コ
ン
サ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

Pacific Business Consulting 
(Thailand) Co., Ltd.

ERP導入コンサルティングサービス

www.pbc.co.jp/thai

TEL :02-670-0720 Mail:

I-AGREX 
(Thailand) Co., Ltd.

マーケティング・営業支援

www.i-agrex.com

TEL :02-646-1551 Mail: sales@i-agrex.com  

TT Network Integration 
(Thailand) Co., Ltd.

企業ITインフラサポート

www.ttni.co.th

TEL :02-685-3077 Mail: its_jpn@ttni.co.th

清
掃
・
衛
生

HOMEX BUSINESS SERVICE
(THAILAND) CO., LTD.

清掃・ビルメンテナンス・鳥害対策 

www. homex-co.com

TEL: 02-048-3030 Mail: homex-thailand@homex-co.com 

KOMATSU ELECTRIC
INDUSTRY CO., LTD.

工場の防虫、省エネ用シートシャッター門番

www.komatsuelec.co.jp/monban

TEL: 092-723-5656（先久（せんきゅう））

SUZUTO CO., LTD.

衛生陶器販売、TOTO代理店

TEL: 089-445-5416 （新谷）
Mail: shintani@suzuto-eisei.com

Ishida Taiseisha
(Thailand) Co., Ltd.

各種制作・マーケティング・プロモーションなど

www.itp.co.th

TEL :081-936-6061 Mail: toshihiko.a@itp.co.th

JTB
(Thailand) Limited

開所式典・周年式典・代理店会議

www.jtbthai.com

TEL: 02-230-0451 Mail: bkk_outbound_corporate@jtbap.com

照
明
・
電
気

Acutech CO., LTD.
LED照明・空調省エネ商材販売・物流

www.led-clair.jp.com

TEL： 083-238-6648(箕輪） Mail: yuya@acutech.co.th

TEL：081-640-5756（Satit） Mail: Satit@acutech.co.th

FT Group
(Thailand) Co., Ltd.

LED照明

www.ftgroup.co.jp/en

TEL: 02-229-5553

Kowa
(Thailand) Co., Ltd.

LED照明

www.kowa.co.jp

TEL: 092-280-8750 （日本人直通） Mail : s-inoue@kowa.co.th

WEST International
(Thailand) Co., Ltd.

省エネ・創エネ事業（LED照明・太陽光発電の独自エスコ提案）

www.west-gr.co.jp
TEL: 02-168-8678 （川口）　Mail : yuuta.kawaguchi@west-gr.co.jp

ビジネス・経済情報なら

広告しませんか？
日系企業　  　 　 社に向け4000

ビジネスパーソンへ向けた広告ならArayZへ！
ぜひお気軽にお問い合わせください！

過去バックナンバーもウェブでお読みいただけます！ �������������

定期購読
募集中！

毎号確実にArayZを読みたい！ 無料にてオフィスやご自宅に郵送いたし
ます。gdm-info@gdm-asia.com宛に件名を「定期購読希望」とし、お
名前、住所、郵便番号、建物名、電話番号を明記の上、ご連絡ください。

���������������������������
��������
���	
��������������
������������������
���	
������������������ �­���������������
���	

無料

アレイズ定期購読企業4,000アドレスへのチラシ同封郵送は１枚２.5THB!
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ベ
ト
ナ
ム
は
中
国
を

嫌
っ
て
い
る
が
…

　こ
れ
ま
で
何
度
か
書
い
て
き
た
よ
う
に
、

長
い
歴
史
の
中
で
、ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
は
仲

が
悪
い
。そ
し
て
現
在
も
西
沙
諸
島
と
南
沙

諸
島
の
領
有
を
巡
っ
て
対
立
し
て
い
る
。そ

ん
な
わ
け
で
、ベ
ト
ナ
ム
は
中
国
の
企
業
が

進
出
し
て
く
る
こ
と
を
嫌
って
い
る
。

　そ
の
た
め
に
中
国
企
業
は
香
港
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
会
社
と
組
ん
で
、間
接
的
に
投
資

す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。今
年
に
な
っ
て
香

港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
投
資
が
大
き
く
増
え

て
い
る
が
、そ
れ
は
中
国
マ
ネ
ー
が
香
港
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
ベ
ト
ナ
ム
に
投
資

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。今
回
発
表
さ

れ
た
香
港
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、中
国
の
合
計
額

は
１
兆
５１
百
億
円
で
あ
り
、日
本
の
４・３
倍

に
も
な
って
い
る
。

　多
く
の
中
国
企
業
は
、米
中
貿
易
戦
争

は
容
易
に
解
決
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

だ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
が
中
国
を
嫌
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、た
め
ら
う
こ
と
な
く
工

場
を
ベ
ト
ナ
ム
に
移
し
始
め
た
。ベ
ト
ナ
ム
は

中
国
か
ら
近
く
、気
候
や
労
働
者
の
気
質

も
広
東
省
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、中
国
の

工
場
が
最
も
移
転
し
や
す
い
場
所
に
な
っ
て

い
る
。

　一方
、日
本
企
業
に
中
国
か
ら
工
場
を
ベ

ト
ナ
ム
へ
移
転
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き
は
見

ら
れ
な
い
。日
本
企
業
は
米
中
貿
易
戦
争
の

交
渉
結
果
に一喜
一憂
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。貿
易
戦
争
が
決
着
す
る
な
ら
、急
い
で

中
国
の
工
場
を
移
転
す
る
必
要
は
な
い
。今

は
様
子
を
見
て
い
た
ほ
う
が
よ
い
。そ
ん
な

雰
囲
気
が
蔓
延
し
て
い
る
。

　ま
た
日
本
に
は
、世
界
中
が
中
国
経
済
の

先
行
き
は
暗
い
と
思
っ
て
い
る
時
こ
そ
投
資

の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
言
う
人
も
い
る
。な
ん
と
言

っ
て
も
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
世
界
第
２
位
で
あ

り
、販
売
が
減
っ
て
い
る
と
いっ
て
も
自
動
車

は
年
間
２８
百
万
台
も
売
れ
て
い
る
。全
て
に

お
い
て
巨
大
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

　未
来
を
読
み
解
く
こ
と
は
難
し
い
。現
在

の
中
国
経
済
の
不
振
を
一時
的
な
も
の
と
見

る
か
、今
後
、よ
り
悪
化
す
る
と
考
え
る
か

は
、見
方
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。た

だ
、ハ
ノ
イ
で
見
て
い
る
限
り
、当
の
中
国
企

業
は
米
中
貿
易
戦
争
が
こ
れ
か
ら
も
続
く

と
読
ん
で
お
り
、経
済
の
先
行
き
も
楽
観
し

て
い
な
い
。だ
か
ら
、物
凄
い
勢
い
で
中
国
か

ら
ベ
ト
ナ
ム
に
工
場
を
移
し
始
め
た
。今
回

の
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
発
表
は
そ
れ
を
証
明
し

て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
工
場
移
転
を

止
め
な
い
習
政
権

　ひ
と
つ
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
。習
近
平

政
権
は
ベ
ト
ナ
ムへの
工
場
移
転
を
止
め
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。

　多
く
の
工
場
が
海
外
に
移
れ
ば
中
国
で

雇
用
が
失
わ
れ
、失
業
率
が
高
ま
る
。そ
れ

は
治
安
の
悪
化
に
つ
な
が
り
、中
国
政
府
と

し
て
は
最
も
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。し

か
し
、ハ
ノ
イ
で
見
聞
き
す
る
限
り
、ベ
ト
ナ

ム
に
工
場
を
移
そ
う
と
す
る
企
業
に
対
し

て
、政
府
が
規
制
を
か
け
た
り
文
句
を
言
っ

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う
だ
。

　そ
れ
は
、ベ
ト
ナ
ム
へ
の
投
資
が
急
増
し
た

と
言
っ
て
も
ま
だ
１・５
兆
円
程
度
に
過
ぎ

ず
、そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
事
態
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
こ
と
、

ま
た
強
面
の
習

近
平
政
権
と
い

え
ど
も
企
業
の

行
動
を
制
限
す

る
こ
と
に
は
慎
重

に
な
っ
て
い
る
た

め
と
考
え
ら
れ

る
。　中

国
の
工
場

の
移
転
が
始
ま
っ

た
こ
と
は
、他
の

中
国
企
業
に
と
っ
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

な
っ
て
い
る
。新
た
な
工
場
の
建
設
に
は
建

材
や
内
装
に
関
連
す
る
多
く
の
も
の
が
必

要
に
な
る
。そ
ん
な
仕
事
の
受
注
を
目
指
し

て
、多
く
の
中
国
人
が
ベ
ト
ナ
ム
に
や
っ
て
来

て
い
る
。

中
国
、韓
国
企
業
の

決
断
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　　そ
れ
に
し
て
も
、日
本
の
経
営
者
の
動
き

は
鈍
い
。そ
れ
は
こ
こ
に
来
て
中
国
が
急
に

〝
猫
な
で
声
〞で
優
し
く
接
し
て
来
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。

　来
年
に
は
習
近
平
が
国
賓
と
し
て
来
日

す
る
。激
し
い
対
立
の
時
代
を
経
験
し
た
だ

け
に
、日
本
政
府
も
企
業
も
中
国
が
優
し
く

な
っ
た
こ
と
に
内
心
ほっ
と
し
て
い
る
。

　そ
ん
な
時
に
工
場
を
ベ
ト
ナ
ム
に
移
し
た

ら
、中
国
の
機
嫌
を
損
ね
る
の
で
は
な
い
か
。

我
が
社
が
習
近
平
訪
日
に
水
を
さ
し
た
な

ど
と
言
わ
れ
た
く
な
い
。そ
ん
な
ム
ー
ド
が

漂
って
い
る
。

　だ
が
中
国
は
本
気
で
日
中
関
係
を
良
好

な
も
の
に
し
よ
う
と
思
って
い
る
わ
け
で
は
な

い
。米
国
と
の
対
立
が
深
刻
に
な
っ
た
の
で
、

日
本
に
秋
波
を
送
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で

あ
る
。

　誰
が
見
て
も
中
国
の
経
済
成
長
は
ピ
ー
ク

を
過
ぎ
た
。次
の
20
年
は
東
南
ア
ジ
ア
の
時

代
に
な
る
。そ
う
で
あ
る
の
に
、日
本
の
経
営

者
の
動
き
は
あ
ま
り
に
鈍
い
。こ
の
ま
ま
で

は
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
成
長
に
伴
って
得
ら

れ
る
利
益
の
多
く
を
中
国
企
業
に
も
っ
て
い

か
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　21
世
紀
は
国
際
競
争
の
時
代
で
あ
り
、日

本
企
業
の
ラ
イ
バ
ル
は
日
本
企
業
で
は
な
い
。

中
国
や
韓
国
の
企
業
が
ラ
イ
バ
ル
に
な
る
。

彼
ら
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

を
持
っ
て
お
り
、そ
の
決
断
は
と
て
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
で
あ
る
。そ
れ
は
米
中
貿
易
戦
争
が

勃
発
し
て
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ムへの
投
資
額
に
も

現
れ
て
い
る
。

　中
国
の
こ
と
ば
か
り
を
書
い
て
き
た
が
、

１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
投
資
額
に
お
い
て
２

位
は
韓
国
に
な
っ
た
。韓
国
の
投
資
額
は
日

本
の
１・７
倍
に
も
な
っ
て
い
る
。日
本
企
業

は
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を
よ
ほ
ど
改
め
な
い

限
り
、21
世
紀
に
中
国
や
韓
国
の
企
業
に
伍

し
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

取
材・文
：
川
島 

博
之（
か
わ
し
ま・ひ
ろ
ゆ
き
）

ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ン
グ
ル
ー
プ
お
よ
びM

artial R
esearch &

 
M
anagem

ent

の
主
席
経
済
顧
問
。１
９
５
３
年
生
ま
れ
。77

年
東
京
水
産
大
学
卒
業
、83
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
の
う
え
退
学（
工
学
博
士
）。東
京

大
学
生
産
技
術
研
究
所
助
手
、農
林
水
産
省
農
業
環
境
技
術

研
究
所
主
任
研
究
官
、ロ
ン
ド
ン
大
学
客
員
研
究
員
、東
京
大

学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
准
教
授
な
ど
を
経
て
、現

職
。主
な
著
書
に『
農
民
国
家

　中
国
の
限
界
』『「
食
糧
危

機
」を
あ
お
っ
て
は
い
け
な
い
』『「
食
糧
自
給
率
」の
罠
』な
ど

http://jbpress.ism
edia.jp

ベトナム・ハノイの街の様子

　米中貿易戦争に伴い、海外からのベトナムへの投資が増えている。ベトナム
政府の発表によると今年（2019年）の1月から10月までに実際に投資された金
額は、前年同期よりも7.4％増えて1兆7,700億円になった。18年のベトナムの
GDPは26兆円だから、海外からの投資はGDPの6.8％にも相当する。ベトナム
は好景気に沸いている。18年の日本の投資は7,100億円であり第1位だった。2
位は韓国の3,100億円、中国は5位で1,300億円。
　そんな状況が一変した。今年の1月から10月までに、ベトナム政府が許可した
投資額（実際の投資は来年以降になろう）は香港が約7,000億円で1位、2位は
韓国の6,000億円、3位はシンガポールで4,600億円、4位は中国で3,500億円、
日本は中国の後塵を拝して5位、3,480億円に留まった。（JBpress）

2019.11.18掲載

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

中
国
脱
出
、中
韓
企
業
が

ベ
ト
ナ
ム
投
資
を
加
速
さ
せ
る
ワ
ケ
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Wall Street Tower 13F.
33 Surawong Road, Suriyawong Bangrak, Bangkok 10500
http://www.proudinpro.co.th/jp
092-278-9656（タイ語、英語　担当：サンサニー）
093-639-4668（日本語　担当：篠木）
yusuke@proudinpro.co.th

タイ・日本の公認会計士が共同設立の会計事務所

プラウド・イン・プロ

公認会計士4名（タイ人 3名、日本人 1名）
いずれも監査経験10年以上

（監査補助者は5年以上）

タイ証券取引所（SET）認定会計士

アセアン公認会計士

システム監査技術者（日本）

監査業務、IPO業務
を承っております。

高品質の監査業務を提供いたします。2019年10月に
事務所としてのタイ証券取引所の認定を得ましたの
で、タイ国上場企業の監査業務、IPO業務も承ります。

（ArayZ 11月号の続き）
 パブリックとプライベート。二つの空間の狭間でキャッキャ
ッと無邪気に遊んでいる子どもたち。
 僕は感動の高鳴りで思わず足が動き、写真を撮った。
 すると、そんな僕の姿をじっと見つめていた一人の女の子
が、「お金ちょうだい」と言ってきた。
 僕はさらに驚いた。
 自分たちが楽しむためにつくられたものだろうと僕は思っ
ていたが、彼女はそれを「見世物経済」のための商品として
も捉えていたのだ。
 僕は彼女の創造性の豊かさに感動し、ポケットに入って
いた小銭をあげた。

A r t

路上に溢れる可能性

中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米、Los Angeles City 
College卒業。23歳で岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を
受ける。24歳で渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の2足のわ
らじ生活を3年間送る。28歳で1年間に22カ国を巡る世界一周旅
を敢行。旅中に出会った路上ワーカーたちに感銘を受け、後に「路
上ワークの幸福論」（CCCメディアハウス）を出版。同書は
Kinokuniya Bangkok店およびEmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com   Instagram：@yosukenakano

中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米、Los Angeles City 
College卒業。23歳で岡本太郎著「今日の芸術」で芸術使命に目
覚める。24歳で渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の2足のわ
らじ生活を3年間送る。28歳で１年間に22ヵ国を巡る世界一周旅を
敢行。その後、路上ワークの研究を始め、現在、平日はサラリーマン、
休日は路上ワーカーという生活を送っている。 
著書「路上ワークの幸福論」はKinokuniya Bangkok店および
EmQuartier店でも発売中。
HP:yosukenakano.com  Instagram:@yosukenakano 

 彼女は「ありがとう」と言って、何事もなかったかのように秘
密基地に戻り、また笑顔で遊び始めた。
 彼女のTシャツに書かれていた文字「ユー・アー・ファンタス
ティック（You are fantastic）」は、彼女に対する僕の気持ち
を代弁してくれているかのようだった。

27 【見世物経済】
　 「パブリック空間にプライベート空間を作る子どもたち」
　 （アルゼンチン/ブエノスアイレス）

LAOS        PAKSE
第１弾 ラオス編

タ イ ＋ 1 と し て C L M V ＋ P の 可 能 性 探 求 ツ ア ー

パクセー・ジャパン経済特区（略称‘PJSEZ’）はラオス政府が承認する、ラオス南部のパクセーにある
日系企業専用の経済特区です。PJSEZでは日本語での対応は勿論、会社設立他行政手続きの支援、従業員の

採用サポートや入居企業による情報交換会などの支援体制を整えております。

パクセー・ジャパン

スケジュール

１日目

スワンナプーム（７：１５）→ウボンラチャタニー（８：２０）
陸路にて国境を超えラオス・パクセーへ
パクセー着後、パクセ・ジャパン経済特区見学/説明
昼食（日本食お弁当）
パクセー市内視察
市内レストランにて夕食（ラオス料理）
ホテルへ

２日目

ホテルにて朝食後、相談会
パクセー市内視察
陸路にて国境を超えタイへ
ウボンラチャタニー（２０：４５）→スワンナプーム（２１：５０）
到着後、空港にて解散

利用航空会社：タイスマイル航空

■ご利用ホテル

チャンパーサック
グランド ホテル

ラオスが持つメリット PJSEZが持つメリット
● 人件費がタイの半分以下
● 電力料金が安い
● タイ語でのコミュニケーションが可能

● 法人税が利潤発生より最長で10年間免税
      ・免税後、８％または１０％の税率 ・個人所得税率が５％
      ※法人税は、業種、輸出比率等によって免税年限等異なります。

● 充実した支援体制

パクセー空港から車で約１５分。ラオス日
本友好橋を望む大型ホテル。近くにはラオ
ス最大級のマーケットのダーオファン市
場やスーパーもあり便利な立地です。

※ パスポートコピー（顔写真のページ）を添付願います。（パスポートの有効期間は滞在日数＋６カ月以上あることをご確認願います。）　※ 旅費の支払は視察前に請求書を送付致します。　※ 航空券、ホテルのリクエストは空き状況
などによりご希望に添えない可能性もございますので、あらかじめご了承ください。　※ 弊社にてお申し込み受け取り日より３日以内に受信のご連絡を差し上げます。弊社から返信がない場合、お手数ですがH.I.S.法人事業部までご
連絡のほどよろしくお願い申し上げます。　※ 旅行手配業務の委託先に対し利用目的の達成に必要な範囲内で個人情報を提供、あるいは委託先より個人情報の提供をする事もあります。

様々なメリットと可能性を秘めたパクセーに訪問・検討できるチャンスです。

経済
特区

パクセーについて
パクセーはラオス南部の中心都市であり西にタ
イ、南にカンボジア、東にベトナムと国境を接す
る昔からの交通の要衝です。パクセーの中心部
からタイ国境まで約４０km、カンボジア国境ま
で約１５０km、ベトナム国境まででも約３００
kmしかありません。

PJSEZ
当経済特区において、日本の建設会社 西松建設
が中心となった開発会社が、工場団地を開発、運
営をしており、現在１２の日系企業が操業して
います。PJSEZを手軽に試していただくため
に、１区画540㎡から、廉価な賃貸で利用でき
る第２レンタル工場も建設中です。

ボラベン高原
PJSEZから一時間弱にあるボラベン高原は、寒暖
差があり、降雨が多く、様々な農作物の生育に適し
ており、日本の企業も進出しています。新たな企業
の進出を支援するスキームも提案でき、農業また食
品業者様には、「ボラベン高原で収穫→PJSEZで加
工するプラン」を提案させていただきます。

パクセー・ジャパン経済特区
視察訪問プラン
Produced by
アーク エンタープライズ
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B o o k  R e v i e w

 平成から令和に時代が変わった今年。秋
に行われた「即位礼正殿の儀」や「ラグビー・
ワールドカップ」などを通じて、日本人としての
存在証明（「自我同一性」）を考え直した方は
少なくないのではないか。万世一系の天皇を
中心に、古代から現在に至るまで独自の発展
を遂げてきた日本で生まれた私たちは何者な
のか。本書は2000年以上にわたる国民の歴
史と激動にみちた国家の変遷を「一本の線」
でつないだ、壮大なる叙事詩である。
　「筆者は読み込んだ膨大な歴史資料を自
分なりに消化し、真摯な姿勢とわかりやすい
文章で表現しています」と森氏。歴史的な事
件や国家運営の手法などを振り返る中で、現
代の経営や自身の業務に活用できるヒントが
所々に隠されているという。　
　日本人は言葉通りの事象が実現するという

「言霊信仰」を育んできたが、それが大東亜戦
争の敗戦の一因になったと指摘。美辞麗句で
表面だけを取り繕う根拠のない楽観主義と、
問題点や望まないことを受け入れようとしない
姿勢が、現代の製造現場にも残っている。
「事業を行っていると避けられない問題が必ず
起きます。嫌なことを先延ばしすればするほど
深刻になります」と最悪の事態を常に想定す
るべきと提言する。
　一方、高い規律と誠実さ、勤勉さは世界で
も類をみず、素晴らしい歴史・文化を持ってい
る国であることをこの「通史」が再認識させてく
れたと森氏。「他人に対する感謝の気持ちを
忘れないなど、日本人が元来持つ謙虚さや忍
耐力、道徳心を生徒に教えています」と本書
から得た気づきを剣道で実践している。

百田 尚樹 著 
幻冬舎 720B

堀江貴文 著
朝日新聞出版 535Ｂ

 ホリエモンが、最も大切に
する「時間哲学」を初めて語
り尽す。時間の「常識」を打ち
破り、真の自由を手に入れる、
人生に「革命」を起こすホリ
エ式時間術とは。

KINOKUNIYA BOOKSTORES THAILAND

今月のオススメ新刊 Supported by

伊勢丹 ６階　10:３0～22：00　TEL: 02-255-9834
EmQuartier ３階　10:00～22:00　TEL: 02-003-6507
www.kinokuniya.com/th/

ビジネスを変える100の
ブル－オ－シャン 時間革命

 2030年に向けて、新たに生
まれ大きく伸びる市場を日経BP
総研の研究員とコンサルタント
総勢80人がそれぞれの専門領
域から100件をピックアップ。新
たな成長への海図を描くための
ヒントが満載。

日経ＢＰ総研 著
日経ＢＰ社 800Ｂ

児玉教仁 著
ダイヤモンド社 640Ｂ

タイのかたち

 タイ研究の第一人者によ
るタイ論。タイは「外来人国
家」であり、タイには「タイ人」
はいない。歴史を紐解くこと
で、不明瞭な「タイのかたち」
がはっきりと見えてくる。

赤木攻 著
めこん 1,000Ｂ

 海外相手のビジネスで成果を
出す秘訣は、ローカル・モードか
らグローバル・モードへの切り替
え！海外の相手を動かすビジネ
ス・ミーティングの基本をミーティ
ングのプロセスに沿って解説。

グロ－バル・モ－ド

a-Sol (Thailand) Co., Ltd

森 修司
京都市生まれ。警察官時代にタイ語の研修生に選抜さ
れる。文化に惹かれ、タイで将来仕事がしたいと志す。帰
国後に、香港マフィアなどの検挙解明に携わる国際捜査
官やタイの領事を歴任。　
その後、日本の警察大学で幹部教育を受け、総務課長と
して人事管理や業務管理に携わっていたが、早期退職し
念願のタイに渡航。商社の営業をしているときにa-Solの
社長に出会う。日本人には珍しく即断即決の人であるな
と感心していたが、転職の誘いを受け、タイ法人MDとして
現在に至る。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
http://www.a-solsh.com   
Email: mori@a-solsh.com

中林亜紀＝文

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

1．住所（郵便番号までご記載ください）  2．氏名   3. 年齢  4. 勤務地  5．携帯電話番号   
6．ArayZを入手した場所　7．感想、今後読みたい企画や情報など、 以上に件名を “書籍プレ
ゼント希望”と明記の上、gdm-info@gdm-asia.comまでご応募ください｡2020 年 1月6日応
募締め切り( 当選は2020 年 1月下旬に商品の発送をもって代えさせていただきます )｡    

『グローバル・モード』を、抽選で１名様にプレゼント！

東京大学卒業。2008年に株式会社紀伊國屋書店入社。
2017年よりKINOKUIYA BOOKSTORES THAILANDへ出向。

現代の経営や業務にも活用できる「通史」
『日本国紀』

おいしさ広がる！

 サッポロ樽生
乾杯をもっとおいしくSole distributor in Thailand SCS Trading Co., Ltd.

02-530-2648 / infoscsbkk@gmail.com

日本酒や焼酎、リキュールなど、30蔵を超える日本のお酒
の専門ショップです。日本語対応可能なスタッフが、皆様
のご来店をお待ちしております。

ペチャブリ駅

トンロー駅

エカマイ駅

スクムビット駅

プロンポン駅

アソーク駅

クイーンシリキット駅

スクンビットエリア

サッポロ

取扱店舗 
樽生
サッポロ

取扱店舗 
樽生

Choo's BarChoo's Bar

Charm Korean
Steak House
Charm Korean
Steak House

博多うま馬 アソーク店博多うま馬 アソーク店

寿司十番寿司十番

ちょっと静かな
SHAKARIKI 432″
ちょっと静かな
SHAKARIKI 432″

花かるたスクンビット39店 花かるたスクンビット39店 

舞月  舞月  

銀竜 焼肉研究所 銀竜 焼肉研究所 

肉亭あらた 肉亭あらた 

Shinsen Fish Market Shinsen Fish Market 

北海道炉端原始焼（1号店）北海道炉端原始焼（1号店）

生そば あずま スクンビット33店生そば あずま スクンビット33店

銀座 しゃぶ天銀座 しゃぶ天

Banjoo BBQBanjoo BBQ

地鶏料理けん地鶏料理けん

KaneHisaKaneHisa
喜多郎寿し スクンビット店喜多郎寿し スクンビット店

北海道レストラン 原始焼（2号店）北海道レストラン 原始焼（2号店）

人情酒場 なぎ虎 人情酒場 なぎ虎 

日本再生酒場日本再生酒場

Happy RiceHappy Rice
Munich BBQ & Beer WarehouseMunich BBQ & Beer Warehouse
喜多郎寿し 日本街店喜多郎寿し 日本街店

あぶり 石田あぶり 石田
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居酒屋 にいがた居酒屋 にいがた

居酒屋 兄貴居酒屋 兄貴

刀 トンロー店刀 トンロー店

暖りゅう屋暖りゅう屋

北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）
北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）

日本料理 葉隠日本料理 葉隠濱岡濱岡

一味膳一味膳
Sunder BeefSunder Beef

喜多郎寿し トンロー店喜多郎寿し トンロー店

かき小屋 勝浦水産かき小屋 勝浦水産

TEPPAN by uomuraTEPPAN by uomura

割烹 ひょうたん割烹 ひょうたん
Kenji’s LabKenji’s Lab

そば切り 五の字そば切り 五の字

しゃかリッチしゃかリッチ

Beer BellyBeer Belly

SAKE FORESTレインヒル店

■ サイアム～プルンチット
 The Okura Prestige Bangkok
 山里
 寿司森 ゲイソンタワー店
 Abelle Café
 飛躍

■ サトーン～シーロム
 生そば あずま タニヤ店
 水琴
 はなび屋
 Respecton Vol.1
 北海道原始焼 シーロム (4 号店 )
 北海道居酒屋 すすきの
 喜多郎寿し シーロム店
 Seiryu Sushi サラデーン店
 花かるた サトーン店
 Abelle Bar and Bistro
 寿司森 サトーンスクエア店
 Koken Sushi & Dining Bar
 Wander

■ その他バンコク都内
 Jingi
 Sousaku
 Sasori Izakaya
 CLAY Craft of Nature
 ハナゼン
 Magokoro Sushi Bar
 Buruma Cafe-Bistro
 Rin Bar
 Jizo Izakaya
 ふくみみ焼き鳥
 Oji Izakaya
 しゃかりき432”
    The Circle Ratchapruk 店
 Hachi Kyu 

■ バンコク近郊
 Addicted Cafe & Carwash
 Tanoshi Izakaya
 日本亭 アマタナコン店
 日本亭 J-Park 店
 日本亭 シラチャ店
 神戸 牛乃匠 シラチャ店
 SEA SALT

SAKE FOREST
和酒専門店

Rain Hill 2F（スクンビット ソイ47）
02-258-4975
sakeforest@gmail.com

レインヒル店
Charn Issara Tower1  2F
02-234-3161
eshochu@gmail.com

タニヤ店

最新のイベント情報は
QRコードをチェック！
www.sakeforest.com/sake-forest/

大の樹 大の樹 

Pirate ArenaPirate Arena

刀 ShabuShabu刀 ShabuShabu
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